
松山市文化財調査報告書147

市道小野202・ 203号線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

本 泥 道

-4え 7次 調 査 ―

2010

松 山 市 教 育 委 員 会
財団法人松山市生涯学習振興財団

埋 蔵 文化 財 セ ン ター



市道小野202・ 203号線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

ど  ろ

泥水 道

-4～ 7次 調 査 一

2010

松 山 市 教 育 委 員 会
財団法人松山市生涯学習振興財団

埋 蔵 文化 財 セ ン ター



巻
頭
図
版
1 
調
査
地
全
景
(南
西
よ
り
)



巻頭図版 2 水泥遺跡 4次調査出土土人形



序

松山平野東部に位置する水泥地区は、縄文時代の終わりから中世までの集落に

関係する遺跡が存在していたことが、近年の発掘調査により明らかになってきま

した。

本書は平成 18年度から20年度にかけて実施した松山市道 F/1ヽ野 202・ 203号制

道路改良工事に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書です。

今回の調査では、主に古墳時代から近世までの水田等の生産遺構が発見されま

した。主として古代では、水泥遺跡5次調査において畑耕作に伴う畝溝を検出し、

中近世では4次調査から7次調査において水田耕作に伴う畦畔や鋤l■、さらには

畑耕作に伴う畝滞のほか土坑や溝を確認しました。また、4次調査の水田遺構か

らは祭祀に使われていたと思われる土人形が出土し、興味深い民族儀礼の資料と

いえます。

調査地に隣接する松山市道水泥南高井線関連遺跡調査では、古墳時代の竪穴式

石室や古代の掘立柱建物が検出されたほか、古代から中近世までの水田址や畑l■

が多数確認されました。今回の調査でも畦畔や鋤址、畝滞を検出したことから、

とりわけ古代から近世においては水泥地区一帯は広範囲にわたり生産の場として

土地利用されていたことがわかりました。

このような成果をあげられましたのも、関係各位の埋蔵文化財に対する深いご

理解とご協力のおかげと、心より感謝申し上げます。また、本書が埋蔵文化財調

査研究の一助となり、各方面において活用いただければ幸いに存じます。

財団法人松山市生涯学習振興財団

理事長   中 村 時 広
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平成 22年 3月 31日



例  言

1.本書は松山市教育委員会、財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが平成 19年 2

月～平成20年 6月 に実施した小野劾歩 家涎号線道路改良工事に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書

である。

2.本文中では遺構名を略号化し、溝 :SD、 自然流路 :SR、 土坑 :SK、 柱穴 :SP、 性格不明

遺構 :SXで記述した。

3.本書で使用した標高数値はすべて海抜標高を示し、方位は国土座標を基準とした真北である。

4.基本土層や遺構埋上の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修 F新版標準土色中刊 (19鋸)

に準拠した。

5。 屋外調査での写真撮影イま水本完児、相原秀仁と大西朋子がおこない、遺物写真と図版作成は大西

が担当した。

6.遺構の実測は、調査担当者と宮内慎一、遺物の実測・製図は担当調査員の指示のもとに、山下満

佐子、平岡直美、西本三枝、木西嘉子、猪野美喜子、仙波千秋、仙波ミリ子がおこなった。

7.本書の遺構図と遺物図の縮尺は、縮分値をスケール下に記した。

8.本書掲載の遺物実測図のうち、木製品の状態はアミガケの度合いにより表している (欠損 :ア ミ

20%、 腐朽 :ア ミ鉤%、 樹皮 :醐 %)。

9.自然科学分析では、株式会社古環境研究所に業務委託し、屋外調査における国土座標測量は、株

式会社エクセル調査設計、南海測量設計株式会社、有限会社四国測量設計、国際航業株式会社、航

空写真撮影では愛媛航空株式会社に業務委託した。

10.報告書刊行にあたり、近世土人形については立命館大学木立雅郎教授、伏見人形窯元有限会社丹

嘉代表取締役大西時夫氏、陶磁器については財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター土井光一郎氏、

石岡ひとみ氏にご指導、ご教示を頂いた。記して感謝申し上げます。

11.本書の執筆は水本、相原、宮内が分担し、編集は相原が担当し、平岡、山下の協力を得た。

12.本書に掲載した記録類や遺物は、松山市立埋蔵文化財センターにおいて保管されている。
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第 1章 はじめに

1.調査に至る経緯
2006(平成 18)年 8月 8日、松山市都市整備部道路建設課 (以下、道路建設課)よ り、松山市道小野

202・ 203号線道路改良工事に伴う埋蔵文化財の確認願が松山市教育委員会文化財課 (以下、文化財課)に

提出された。申請地北側には松山市道水泥・南高井線関連遺跡である平井遺跡 2次調査地、水泥遺跡 1～

3次調査地、南側には高井遺跡、南高井遺跡 2・ 3次調査地があり、弥生時代から中世までの集落関連遺

構や生産遺構が確認されている。このことから、財団法八松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター (以

下、埋文センター)と道路建設課は工事予定地内の埋蔵文化財調査について協議をおこない、事前の試掘

調査を実施することとなった。試掘調査は道路建設課と埋文センターとが試掘調査契約を結び、2006(平

成 18)年 11月 より実施した。試掘調査は平成 18年度から平成 19年度までの間で2回おこなった。試掘

調査の結果、土坑や溝のほか水田址や畑址を検出し、遺物では土師器、須恵器、陶磁器、石器などが出土

した。この結果を受け、埋文センター及び文化財課と道路建設課の三者は協議を重ね、埋蔵文化財を確認

した地域を対象とした発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は平成 18年度から平成 20年度までの約 2年間で4遺跡の調査を実施した。調査は埋文センター

と道路建設課とが調査契約を結び、埋文センターが主体となり、水泥地区での生産域の範囲や水田構造の

解明を主目的として実施した。

2.刊行組織 (平成 22年 3月 31日現在)
松山市教育委員会 教 育 長 山内 泰

事務局 局   長 藤田 仁

企 画 官 古鎌 靖

企 画 官 青木 茂

企 画 官 佐々木乾二

文化財課 課   長 家久 貝1雄

主   幹 森  正経

副 主 幹 三好 博文
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は じめ に

3.立地・環境
(1)立 地
松山平野は瀬戸内海の伊予灘と隧灘に面し、北部を高縄山系、南東部を石鎚山系に挟まれた沖積低地帯

である。平野内には高縄山系に源を発し北東から南西部に流れる石手川と、四国山脈東三方が森に水源を

持ち西流する重信川の2大河川がある。この2大河川はそれぞれいくつかの支流を集めながら西流し、伊

予灘に注いでいる。本遺跡はその支流のひとつである小野川によって形成された扇状地の南西側にひろが

る氾濫原に立地している。

(2)環 境
調査地北方にある小野・平井地区と西方にある来住・久米地区及び南方にある水泥・南高井地区で発掘

調査が実施され、遺構 。遺物が多数確認されている。ここでは主に旧石器時代から中世までを概観する。

旧石器時代

松山平野内では旧石器時代の遺構は確認されておらず、数例の採集試料あるいは単独出土である。小野

地区では五郎兵衛谷古墳出土の角錘状石器や、上苅屋遺跡4次調査出上のナイフ形石器がある。いずれも、

後期旧石器時代のものと考えられている。

縄文時代

縄文時代では、遺構に伴って遺物の出土例が増えてくる。久米・来住地区にある久米窪田森元遺跡 1次

調査において後期後半の上坑が検出され、一括遺物の上器群が出土している。このほか、近隣の久米窪田

I遺跡では同時期の遺物が出土しており、これらの遺物は小型方形住居址に伴うものとされている。久米

高畑遺跡 26次・35次調査においては、晩期前葉の土坑が検出されている。土坑の平面形態は円形や楕円

形状を呈し、土坑内から浅鉢や深鉢が出上している。このほか、久米高畑遺跡 36次調査では同時期の円形

竪穴住居 1棟が検出され、浅鉢片や深鉢片が出上している。小野地区にある古市遺跡 2次調査では晩期前

半の上坑や上苅屋遺跡4次調査では包含層中から浅鉢や深鉢が出土している。

弥生時代

弥生時代では集落関連の遺構・遺物の検出例が急増する。

来住・久米地区では前期末から後期まで集落経営力済匹続しているなかで、最も多いのが前期末～中期初

頭の遺構や遺物である。前期末～中期初頭では来住・久米地区にある来住V遺跡や久米高畑 23・ 25。 28・

29次調査において複数の大溝が検出されており、松山平野内にある環濠集落のひとつとされ注目される。

このほか、久米高畑遺跡 24～ 27次調査において、120数基に及ぶ同時期の上坑が検出されている。土坑

の平面形態や規模及び断面形態の違いで分類がおこなわれており、そのうち断面形態が袋状や筒状を呈す

るものは、貯蔵穴と考えられている。

小野地区にある五楽遺跡 2次調査や平井遺跡 6次調査では前期末～中期初頭の上坑が検出されており、

断面形態が袋状もしくは筒状を呈することから貯蔵穴と考えられている。

中期の遺構は希薄であり、集落展開は不明な点が多い。来住・久米地区にある中期後葉の良好な資料と

して、来住廃寺 15次調査において包含層中から凹線文期の遺物が出土している。また、久米窪田古屋敷C

遺跡からは、L字に折れ曲がる大型の溝から該期の遺物が出上している。この時期の竪穴住居は久米窪田

Ⅲ遺跡において、中期中葉に時期比定される隅九方形の竪穴住居が検出されている。
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は じめに

後期では、久米窪田Ⅲ遺跡において、竪穴住居が点在して検出されている。久米高畑遺跡 35・ 50・ 59・

61・ 65次調査では竪穴住居が検出されている。このうち、65次調査検出の竪穴住居にはベッド状遺構が付

設されているほか、床面から焼土と炭化物の分布が認められていることから、火災によって焼失したものか、

あるいは、住居廃絶時の祭祀行為として火が放たれたことを示すものと考えられる。小野・平井地区にあ

る平井遺跡 2次調査の溝からは、弥生時代後期の上器群が出上している。そのほか、南梅本長広遺跡 1次

調査からも該期の土坑が検出されている。南方の浮穴小学校構内遺跡では、弥生時代後期の溝や墓が検出

されており、平野南部の集落のひとつである。

古墳時代

水泥 。南高井地区では、近年の発掘調査で古墳時代の遺構が数多く検出されている。また、調査地北方

の小野・平井地区では近年の調査成果から古墳時代集落の様相が解明されつつある。来住・久米地区では

来住町遺跡 8次調査、久米高畑遺跡 10。 26・ 35・ 60・ 64次調査において竪穴住居、掘立柱建物、土坑、溝

が検出され、竪穴住居からはカマドが検出されている。西方の開遺跡 1次調査では、方形住居 5棟、掘立

柱建物 3棟などが検出され、切り合いならびに出土遺物から6世紀初頭から後半までの住居形態の変遷や

竪穴から掘立への移行が検討されている。水泥 。南高井地区にある南高井遺跡 2次調査では前期前半の円

形土坑が検出され、壷形土器が押しつぶされた状態で出上した。高井遺跡では竪穴式石室と掘立柱建物を

検出し、掘立柱建物を構成する柱穴内から耳環 1点が出上している。一方、平野部の古墳には波賀部神社

古墳のような後期の前方後円墳が存在する。小野・平井地区では中期から後期にかけての集落が検出され

ている。平井遺跡 5。 6次調査、下苅屋遺跡 3次調査、古市遺跡 1・ 2次及び五楽遺跡 2次調査では、竪

穴住居や掘立柱建物、土坑などの集落関連遺構が多数検出されている。廃棄土坑や住居内から生焼けや焼

け歪みの須恵器が出土しており、当地が小野地区北方にある松山平野東部窯址群からの中継地点あるいは

集積地として機能していた可能性が高いと考えられている。小野地区北方の丘陵上には古墳時代中期から

後期にかけての築造とされる古墳が多数分布している①槍山峠古墳群、かいなご古墳群、久米大池古墳群、

東方の低丘陵上には播磨塚古墳群など小規模な円墳あるいは方墳を主体とする古墳群が密集しており、そ

のほとんどが後期古墳である。この古墳群の中には平井町の観音山古墳のように5世紀代の古墳も存在す

る。

古 代

小野・平井地区には松山平野東部古窯址群があり、10数基の窯址が確認されている①発掘調査がおこな

われたものは7世紀前葉の駄馬姥ケ懐窯l■がある。このほかでは悪社谷、枝柔下池、茨谷などがあり、出

土遺物から6世紀後半から8世紀後半までの操業とされている。

来住 。久米地区では久米官衛遺跡群や来住廃寺跡があり、これらの調査成果から回廊状遺構や評庁院、

さらに正倉院が発見され、古代の松山平野を知るうえで大きな成果が得られている。水泥・南高井地区で

は南高井遺跡 2・ 3次調査では、土坑や方形竪穴住居 1棟が検出されている。

中 世

小野・平井地区では、下苅屋遺跡 2次調査にて中世段階の鋤l■や滞などの生産関連遺構が検出され、当

地が生産域として土地利用されていたことが近年の調査で明らかになりつつある。一方、集落では南梅本

上方遺跡 1次調査や上苅屋遺跡 3次調査において、掘立柱建物を検出している。南梅本上方遺跡 1次調査

検出の柱穴内からは土師器の皿が出土しており、建物祭祀に伴うものと考えられている。

来住 。久米地区では鷹子新畑遺跡 3次調査、北久米遺跡 7次調査、来住町遺跡 14次調査において
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遺跡の立地と歴史的環境

掘立柱建物や井戸などの集落関連遺構を検出している。一方、来住町遺跡 6次調査からは水田耕作に伴う

鋤址などの生産関連遺構が検出されているほか、水泥・南高井地区では水泥遺跡 1～ 3次調査、高井遺跡、

南高井遺跡 2・ 3次調査にて、水田や畑耕作に伴 う鋤llLや畝溝を検出している。水泥町から南高井町にか

けての地域は、中世には広い範囲で生産域であつたことがわかってきた。
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第2章 調査の拐

1.調査の経緯
第2章では、本稿で掲載した4遺跡 (4・ 5。 6・ 7次調査)全体を『調制 とし、調査の概要を説明する。

調査地は松山市水泥町 431番地から松山市水泥町487-2までに位置し、道路幅 10m、 道路全長850m、

調査対象面積は約 4,400だである。調査地東端は国道 11号線、西端は愛媛県工業試験場前の道路に接続する。

各遺跡の所在地、調査期間、調査面積等は表 1に記す。

調査 :発掘調査は平成 18年度から20年度までの約 2年間にわたり実施した。調査地は調査以前には水

田として利用されていた。各調査では廃土置き場の関係上、各調査地内を1区・2区・3区などに区割し、

さらに生活道路が存在する箇所については各区をlA区 。lB区といつた地区名を付け、細区分した。こ

のほか、株式会社エクセル調査設計、南海測量設言や株式会社、有限会社四国測量設計、国際航業株式会社

に国土座標軸測量を業務委託し、これを基準とした 10m四方のグリット設定をおこなった。グリットは4・

5'6次調査地では西から東へ 1,2・ 3・ ・― ・25、 北から南へA・ B・ Cと し、AloA2・ A3・ ―
B25、 7次調査地では東から西へA・ BoCoD、 南から】ヒヘ 1,2・ 3・ ・・・・20と し、Al・ A2・
A3・ ・・D20と いったグリット名を付けた。グリットは検出遺構の位置表示や、包含層掘り下げ時の遺

物取り上げなどに利用した。発掘調査では、重機の表土層の除去作業後、作業員による包含層の掘り下げ

や遺構検出、測量及び写真撮影等の観察・記録作業をおこなった。また、愛媛航空株式会社に業務委託し、

セスナ機による上空写真撮影を実施した。調査では、水田址や畑l■が検出されたため、それらの上壌を採

取し植物珪酸体分析を、さらに抗列が検出されたため、樹種同定分析を株式会社古環境研究所に業務委託

した。

整理 :整理作業は平成 19年度から、発掘作業と併行して実施した。発掘調査中は現場事務所内にて出土

遺物の洗浄や注記及び復元作業、測量図面の合成や写真類の整理をおこなった。平成 20年度からは埋蔵文

化財センター内にて、出土遺物の復元や実測、遺構図面の作成や版下作りなど、本格的な整理作業と報告

書作成作業を実施した。

表 1  調査地一覧

遺 跡 名 所 在 地 面積 (だ ) 調 査 期 間 担 当

水泥遺跡 4次 水泥町 485外 1,293 平成 19年 2月 15日 ～平成 19年 5月 31日 水 本

水泥遺跡 5次
水泥町 431の
一部外

763 平成 19年 7月 17日 ～平成 19年 9月 28日 水 本

水泥遺跡 6次
水泥町487-2の
一部外

507 平成 19年 10月 1日 ～平成 19年 12月 27日 相  原

水泥遺跡 7次
水泥町 453番の
一部外

1813.02 平成 20年 1月 7日 ～平成 20年 6月 30日 相 原
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層  位

2.層 位
(1)基本層位
本稿では、水泥遺跡4次調査から7次調査までの4遺跡の調査内容や成果を、第3章から第6章までで

報告するが、これら全遺跡を「調査地」とし、ここでは遺跡全体の概観を紹介する。

まず、調査地の基本土層は第I層から第Ⅶ層までとし、それぞれの土層は遺跡ごとで土色や土質の違い

があり、各章での報告では基本層位をさらに細分し、第 IC層、第 I②層といつた表記をした。

なお、細分した土層は遺跡ごとで多少の違いがあるため、細分した上層 (土色や土質)は必ずしも全遺

跡で一致していない。第I層は近現代の水田耕作に伴う客土である。第工層は近世段階の堆積層または水

田耕作や畑耕作に伴う耕上であり、第Ⅲ層は古代の堆積層または水田や畑耕作に伴う耕上である。第Ⅳ層

は古代の堆積層、第V層は弥生時代から古墳時代の遺物を含む堆積層である。第Ⅵ層は無遺物層であり、

第Ⅶ層は、小野川や悪社川の氾濫に起因するナ佳積物である。

第 I層 調査地は調査以前、水田として利用されていた。現況の標高を測量すると、調査地東端が最も高

く標高 55,10mを測る。調査地東部から中央部にかけては3箇所大きく下がる地点があり、水泥遺

跡 5次調査地では標高 50.00mと なる。その後、西側に向けて7次調査 1区までは緩やかに下がり、

7次調査地西端では標高 48.40mと なり、調査地東側と西側では比高差 67mを測る。

検出遺構や出土遺物から、近世段階の堆積層または水田や畑耕作に伴う客土である。調査地全域

にみられ、層厚 10～ 50cmを淑1る。水泥遺跡 4・ 7次調査では、本層上面にて溝、流路、土坑、

柱穴、水田跡を検出したほか、5'6次調査では土坑や溝を検出した。調査では、本層中から近

世の上師器、陶磁器、瓦などが出土した。

検出遺構や出土遺物から、中世段階の地積層または水田や畑耕作に伴う客土である。調査地

中央部、水泥遺跡 4次調査地を除く地域で検出され、層厚 10～ 70cmを測る。 6・ 7次調査では、

本層上面にて溝や土坑、杭列、柱穴、水田址を検出したほか、 5次調査では流路を検出した。調

査では、本層中から中世の上師器や陶磁器が出土した。

検出遺構や出土遺物から、古代の堆積層または畑耕作に伴う堆積層である。水泥遺跡 6次調査地

及び5次調査地 2・ 3区で検出され、層厚は8～ 25cmを測る。5次調査では本層上面にて流路、

土坑、柱穴、畑址を検出した。

弥生時代から古墳時代の遺物を含む包含層で、水泥遺跡 6次調査 2区、 4次調査 2区、 5次

調査 1・ 2区、7次調査 1区にて検出され、層厚は 10～ 20cmを測る。5次調査では、本層上面

にて溝、流路を検出した。

水泥遺跡 6次調査 1区、5次調査 1区を除く地域で検出され、層厚は95cmを測る。本層上面は

西側に向けて傾斜をなし、調査地西端の7次調査地では標高 47.50m、 東端の6次調査地では標高

54.50mを波1る。

灰色粗砂を基調とし、径 8～ 10cm大の礫を含む砂礫層である。水泥遺跡 5次調査地と6次調査

地及び7次調査地にみられる。本層上面は起伏にとみ、調査地東側が最も高く標高 54.70mを測り、

西側に向けて下がつており、5次調査地では標高 4970mと低くなり、7次調査地では標高 4675

mを測り、東西の比高差8mを測る。なお、7次調査地ではほぼ水平堆積となる。なお、第Ⅶ層は、

礫の違いから第Ⅶ層①から第Ⅶ層C層の3層に分層している。

第Ⅱ層

第Ⅲ層

第Ⅳ層

第V層

第Ⅵ層

第Ⅶ層
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調査の概要

(2)検出遺構・遺物 俵2)
調査地では、弥生時代から近世までの遺構や遺物を検出した。調査で検出した遺構を、時代別に記す。

1)古墳時代 :溝 1条、流路 1条

2)吉  代 :流路 1条、土坑 2基、柱穴 14基、畑址

3)中  世 :溝 5条、土坑 2基、柱穴 2基、小穴 23基、杭列 2条、流路 2条、性格不明遺構 1基、水
田址 (畦畔 。鋤址 。足跡)、 畑址

4)近  世 :溝 19条、土坑 8基、柱穴 9基、流路 3条、水田址 (畦畔・鋤址)

表2  検出遺構一覧

水泥遺跡 (4次 ) 水泥遺跡 (5次 ) 水泥遺跡 (6次 ) 水泥遺跡 (7次 )

古墳時代
条
条路

溝
流

古   代

流路  :1条
土坑  :2基
柱穴  :14基
畑址  :(畝溝)

中  世

流路  :2条 溝   :2条
水田址  :(鋤 l■ )

溝   i3条
土坑  :2基
柱穴  :2基
/Jヽ穴    :23基
杭列  :2条
性格不明 :1基
水田址  :(畦畔・鋤

址・足跡)
畑址   :(畝溝 )

近   世

溝  :14条
流路  :3条
土坑  :5基
柱穴  :8基
水田址 :(畦畔・鋤

址)

溝 1条 溝   :3条
土坑  :1基
柱穴  :1基
水田址  :(畦畔・

鋤址)

溝   :1条
土坑  :2基
水田址  :(鋤址 )
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Ⅱ
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Ⅵ

Ⅶ
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O I 近現代

O Ⅱ 近世

O Ⅲ 中世

O Ⅳ 古代

O V 弥生～古墳

O Ⅵ 弥生以前

O Ⅶ 氾濫源堆積物（
Ｓ

＝
１

】
４。

）

(2区 )

水泥7次

1

|

(S=1:4,000)

T

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

I

Ⅱ

Ш

V
Ⅵ

Ⅱ

Ⅲ
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Ⅶ

第 2図 調査地位置図・土層模式図
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第 3章

水泥遺跡 4次調査





第 3 立早 水泥遺跡 4次調査

1.調査の経緯
(1)調査に至る経緯
2006(平成 18)年 10月 、松山市都市整備部道路建設課 (以下、道路建設課)よ り松山市道小野 202

号線道路新設工事にあたり、工事対象地西半部、松山市水泥町 485外における埋蔵文化財の確認依頼

が財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター (以下、埋文センター)にあった。

そこで、対象地内における埋蔵文化財の有無を確認するため、埋文センターと道路建設課は委託契

約を結び、試掘調査を実施することになった。試掘調査は 2006(平成 18)年 11月 1日 から 11月 10

日までの間に実施した。その結果、溝や柱穴、及び水田遺構を検出したほか、土師器片や須恵器片が

出上した。試掘調査の結果を受け、松山市教育委員会文化財課 (以下、文化財課)と 道路建設課は遺

跡の取 り扱いについて協議を行い、道路工事によって消失する遺跡に対して記録保存のために発掘調

査を実施することになった。

発掘調査は対象地内における古墳時代から近世までの集落構造解明を主目的とし、文化財課の指導

のもと、埋文センターが主体となり2007(平成 19)年 2月 15日 より開始した。

(2)調査の経緯 (第 3図 )
調査は 2007(平成 19)年 2月 15日 から同年 5月 31日 までの間、屋タト調査を実施し、その後、 6月

1日 から7月 31日 までの間には埋文センター内にて出土遺物の洗浄や注記、記録写真の整理、浪1量

図面の整理等を行った。以下、作業工程を略記する。

調査は調査地内を東西 2つの区 (1区・2区)に分区し、さらに調査地内には生活道路が存在して

いたことから、各区を細分区して進めた (1区 -lA区 。lB区 。lC区・ lD区、 2区 -2A区 ・

2B区・2C区 。2D区・2E区 。2F区 )①

2007(平成 19)年 2月 15日 、 1区から調査に着手した。まず、重機 (バ ックホー 0.1だ)を使用し

lA区から順にlD区 まで表土層の除去作業を行った。表土除去後、第Ⅱ①層上面にて遺構検出作業

を行い、 lA区 とlB区では溝や土坑、柱穴を検出した。各遺構の掘り下げや浪1量作業をし、ローリ

ングタワーの使用により遺構検出状況や完掘状況写真を撮影する。3月 7日 、 lA区 とlD区 は試掘

調査の結果から第Ⅱ⑥層まで重機の使用により掘削をし、溝や畦畔を検出した。

3月 12日 より、 2区の調査に着手する。2A区と2B区 は 1区 と同様、重機の使用により表土層

を除去し、第I⑤層ないし第Ⅱ⑥層上面にて遺構を検出する。3月 22日 、2C区と2D区 は作業員

により表土層を除去し、2D区では第工①層上面にて溝を検出した。3月 26日 からは2E区 と2F

区に重機を搬入し、表土層の除去を行つた。その結果、2E区では除去作業中に溝を検出し、さらに

2F区は試掘調査の結果から、第I⑥層上面まで掘削し鋤l■を多数検出した。また、2D区では第工

⑥層上面にて畦畔を検出し、2A区では第Ⅵ層上面にて畦畔や土坑、自然流路を検出した。5月 18日 、

1区の調査が終了し、重機による埋戻しを行った。5月 28日 には2区の調査を終了し、同日より埋

戻しを行った。5月 29日 、発掘機材を撤収し、屋外調査を終了した。なお、調査中には株式会社エ

クセル調査設計に4級基準点設置業務を委託した。
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水泥遺跡 4次調査

(3)調査組織

調査場所

調 査 名

調査面積

調査期間

調査主体

調査担当

松山市水泥町 485外

水泥遺跡 4次調査

約 1,293∬

2007(平成 19)年 2月 15日 ～同年 5月 31日

財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

水本完児

2. 層  位 (第 4～ 14図 )
(1)基本層位
調査地は、調査以前は水田として利用されていた。現況は調査地東端が高く、標高 523mを 測る。

中央部から西側にかけては段差があり、調査地西端では標高 51.4mを測る。

調査地の基本層位は、以下の4種類である。第 I層は近現代の水田耕作に伴う耕土、第Ⅱ層は主に

近世の水田耕作に伴う耕上である。第V層は調査地中央部のみにみられ、弥生土器や土師器、須恵器

を含む遺物包含層である。

第 I層 一土色・土質の違いにより、 5種類に分層される。

第 I①層 :灰色 (5Y6/1)を呈する粘質土で調査地全域にみられ、層厚 5～ 30cmを 測る。

第I②層 :灰色 (5Y6/1)粘質上に灰白色 (7.5Y7/1)砂が少量混入するもので、 lA・ 2B・ 2C・

2E。 2F区にみられ、層厚2～ 30cmを沢1る。

第 I③層 :灰色 oY6/1)粘質上に黒色 (2.5Y2/1)シ ルトと灰白色 (7.5Y7/1)砂が混入するもので、

lA。 lD・ 2B・ 2E区にみられ、層厚2～ 15cmを測る。

第 I①層 :褐色 (10YR4/61を 呈する粘質シルトでlC区と2C区を除く地区にみられ、層厚2～

10cmを沢Jる。

第 I⑤層 :掲色 (10YR4/6)粘質シルトに灰白色 17.5Y7/1)砂が少量混入するもので、2B。 2E・

2F区にみられ層厚3～ 15cmを測る。2E区では本層上面にて溝を検出した。

第工層一土色・土質の違いにより、6種類に分層される。

第Ⅱ①層 灰黄色 (2.5Y7/21を呈するシルト層で 2E・ 2F区を除く地区にみられ、層厚 2～ 30
cmを測る。本層上面では、 lA区にて土坑、 lB,lD。 2B。 2D区にて溝を検出
した。本層中からは、陶磁器片や土師器片、須恵器片などが少量出上した。

灰黄色 (2.5Y7/2)シルトに褐色 (10YR4/4)シ ル トがブロック状に少量混入するもので、

lA・ 2C区にみられ、層厚 2～ 12cmを測る。

灰黄色 (2.5Y7/2)シ ルトに灰責色 (2.5Y6/21シ ルトがブロック状に混入するもので、 2

D区のみに部分的にみられ、層厚 3～ 10cmを測る。

灰黄色 (2.5Y6/2)を呈するシルト層で lC区を除く地区にみられ、層厚 2～ 25cmを 測

り2A区が最も厚い堆積をなす。本層中からは、陶磁器や瓦のほか、土師質の上人形、

銭貨 (寛永通宝)な どが出土した。

第Ⅱ⑤層 :灰黄色¢.5Y6/2)シ ルトに灰黄褐色 (10YR6/21粘 質シルトがブロック状に混入するもの

で、 lC・ lD。 2C。 2E・ 2F区を除く地区にみられ、層厚 2～ 15cmを測る。

第Ⅱ②層

第Ⅱ③層

第Ⅱ④層

-14-



Y=-62780 Y=-62740

|

Y=-62700 Y=-62660

|

[2CttE]

Y=-62620 Y=-62580

|

[2DttE]

―――→
①

[2E区豆]

――一――― X=89140

_ X=89120

_ X=89100

[2F優こ]

―

 H=52.30m

I

――――― 日=5130m
(S=1:30)

O I 近現代

O Ⅱ 近世    ´

O V 弥生～古墳

O Ⅵ 弥生以前

[2B区 ]

[lA区 ] [lB区 ] [lD区 ] [2A優呵

溝

畦畔

I       I

―
 H=50.30m

(S=1:800)

第 3図 調査地測量図 。土層模式図

-15。 16-



層       位

第工⑥層 :灰黄褐色 (10YR6/2)を 呈する粘質シルトで、調査地全域にみられ層厚 10cm以上を測る。

なお、本層上面では lA・ 2D区にて畦畔、2A・ 2E区では溝や鋤址を検出した。

第V層 一暗褐色 (7.5YR3/3)を 呈する粘質上で調査地中央部2A区のみにみられ、層厚 2～ 1lcm

を測る。本層中からは、弥生土器片や土師器片が数点出上した。

第Ⅵ層―明黄褐色 (10YR6/6)を呈するシルト層で、 lA・ 2A区に設定した深掘トレンチにて確

認した。層厚 30cm以上を測る。2A区では本層上面にて畦畔や土坑、自然流路を検出し

た。なお、本層中からは、遺物の出土はない。

(2)検出遺構 。遺物 悌 15～ 18図 )
調査では溝 14条、自然流路 3条、土坑 5基、柱穴 8基、水田址 (畦畔・鋤址)を検出した。遺構

は主に近世段階のものである。各区で検出した遺構は、表 3に記す。

遺物は遺構内や第 I層 。第Ⅱ層及び重機掘削時に、弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器、瓦、石器、

銭貨が出上した。なお、遺物の出土量は収納箱 (44× 60× 12cm)8箱分である。

調査にあたり、調査地内を 10m四方のグリットに分けた。グリットは北から南へA・ B・ C・ D、

西から東へ 1・ 2・ 3・ ・・・20と し、Al・ A2・ A3・ ・・D20と いったグリット名を付 した。

グリットは遺構の位置表示や遺物の取り上げ等に利用した。

表3  検出遺構一覧
lA区 lB区 lC区 lD区 2A区 2B区 2C区 2D区 2E区 2F区

近 世

以 前

SR202

SK201

SK202

SK203

近 世

SD101

SD102

SK101

SP101

～ 108

畦畔

SD103

SD104

SD105

SD106

SD107

SD108

SK102

SD201

SR201

畦畔

SD202

SD203

SD204

SR203

鋤址

SD205

畦畔

SD206

鋤址
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第15図  lA・ lC区遺構配置図

-29-



水泥遺跡 4次調査
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lD区遺構配置図
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第 17図 2A・ 2C区遺構配置図
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(第Ⅱ①層)

水泥遺跡 4次調査

〔2E区〕一―
(第Ⅱ⑥層)

第18図 2B・ 2D。 2E・ 2F区遺構配置図
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遺 構 と 遺 物

(1)1区 の調査
1区では溝 8条、土坑 2基、水田遺構、柱穴 8基を検出した。

1)溝

S D 101(第 15'19図、図版 1)

lA区東側B5区で検出した北西―南東方向の溝で、溝両端は消失している。第Ⅱ①層上面での検

出である。規模は幅 0.20～ 0.30m、 検出長 2.50m、 深さ8 cmを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、

埋土は灰色砂 (掲色シルトがブロック状に混入)である。溝基底面は、ほぼ平坦である。溝内からは、

遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であるが、検出層位より近世とする。

S D 102(第 15。 19図、図版 1)

lA区東側B5区で検出した北西―南東方向の溝で、SD101と 方位を等しくする。溝南側は消失
し、溝北側は調査区外に続く。第Ⅱ①層上面での検出である。規模は幅 0.17～ 0.35m、検出長 2.16m、

深さ8 cmを測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は灰色砂 (褐色シルトがブロック状に混入)であ

る。溝基底面は、ほぼ平坦である。溝内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であるが、検出層位より近世とする。

S D 103(第 16。 19図、図版 2)

lB区西側B7区で検出した北西―南東方向の短い滞で、溝南側は消失し、北側は調査区外に続く。

第Ⅱ①層上面での検出であり、第 I④層が覆う。規模は幅 0.11～ 0.15m、 検出長 0,70m、 深さ5 cm

を測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は灰色砂 (褐色シルトがブロック状に少量混入)である。

溝基底面は、ほぼ平坦である。溝内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であるが、検出層位より近世とする。

S D 104(第 16・ 19図、図版 2)

lB区西側B7区で検出した北西―南東方向の溝で、溝両端は調査区外に続く。第Ⅱ①層上面での

検出であり、第 I④層が覆う。規模は幅 0.18～ 020m、 検出長 1.54m、 深さ7 cmを測る。断面形態

はレンズ状を呈し、埋土は灰色砂 (褐色シルトがブロック状に少量混入)である。溝基底面は、ほぼ

平坦である。溝内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であるが、検出層位より近世とする。

S D 105(第 16・ 19図、図版 2)

lB区西側B7区で検出した北西―南東方向の溝で、溝南側は消失し、溝北側は調査区外に続く。

S D 103・ 104と 方位を等しくする。第Ⅱ①層上面での検出であり、第 I④層が覆う。規模は幅0.20～ 0。24

m、 検出長 0.84m、 深さ4 cmを測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は灰色砂 (褐色シルトがブロッ

ク状に少量混入)である。溝基底面は、ほぼ平坦である。滞内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であるが、検出層位より近世とする。

3.遺構と遺物
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水泥遺跡 4次調査

H=51.30m

―ナ
Ⅱ①

灰色 (10YR6/1)砂 に褐色 (10YR4/4)
シル トがブロック状に混入

〔SD101〕

H=51.50m
-  1 ~
=襲>生ヂ Ⅱ①

灰色 (10Y6/1)砂 に褐色 (10YR4/4)
シル トがブロック状に少量混入

〔SD103〕

」 _ lH 54.50m
=蛍走芳=>Ⅱ ①

l  灰t(10Y6/1)石少|こ掲色(10YR4/4)
シルトがブロック状に少量混入

〔SD104〕

H=51.50m~  1 ~

=二坐垂=_Ⅱ①
灰色 (10Y6/1)砂 に掲色 (10YR4/4)
シル トがブロック状に少量混入

〔SD105〕

」

H=5130m

学

―

Ⅱ① ②

ヒ 」

灰色 (10YR6/1)砂 に褐色 (10YR4/4)
シル トがブロック状に混入

〔SD102〕

第19図 SD101～ 105測量図
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S D 106(第 16。 20図、図版 3)

lD区中央部B7～ C9区で検出した東西

方向の溝で、溝東側は消失し、西側は調査区

外に続く。ttl⑥層上面での検出であり、第

I①層が覆う。規模は幅 0.25～ 080m、 検出

長 25,Om、 深さ20cmを測る。断面形態はレン

ズ状を呈し、埋土は灰色砂 (褐色シルトがブ

ロック状に少量混入)である。溝基底面には

凹凸がみられるが、高低差は認められない。

滞内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であ

るが、検出層位より近世とする。

S D 107(第 16・ 21図、図版 3)

lD区南東部C9区で検出した南北方向の

溝で、溝北端は消失し、溝南側は調査区外に

続く。第Ⅱ⑥層上面での検出であり、第 I④

層が覆う。規模は幅015～ 0%m、 検出長錮

m、 深さは 5 cmを測る。断面形態はレンズ状

を呈し、埋土は灰色砂 (掲色シルトがブロック

状に少量混入 )である。溝基底面は、ほぼ平坦

である。溝内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であ

るが、検出層位より近世とする。

S D 108(第 16・ 21図 )

lD区南東部C9区で検出した南北方向の

溝で、溝北端は消失し、溝南側は調査区外に

続く。第Ⅱ⑥層上面での検出であり、第 I④

層が覆う。規模は幅 0別 ～0お m、 検出長 &14

m、 深さ4 cmを測る。断面形態はレンズ状を

呈し、埋土は灰色砂 (褐色シルトがブロック

状に少量混入)である。溝基底面は、ほぼ平

坦である。溝内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であ

るが、検出層位より近世とする。

―

ギ

m

Ⅱ⑥

l  灰色 (10Y6/1)砂 :こ掲色 (10YR4/4)
シル トがブロック状に少量混入

第20図  SD106測量図

遺 構 と 遺 物

_ l H=51.30m

一

― Ⅱ⑥

_ l H=51.30m
学

― Ⅱ⑥
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水泥遺跡 4次調査

H=5140m
一

年

Ⅱ⑥

灰色 (10Y4/1)砂 に褐色 (10YR4/4)
シル トがブロック状に少量混入

〔SD107〕

H=51.40m
1

―
―

Ⅱ⑥

灰色(10Y6/1)砂 に掲色(10YR4/4)
シルトがブロック状に少量混入

〔SD108〕

0          1m

(S=■ 30)

第21図 SD107・ 108測量図

2)土 坑

S K 101(第 15。 22図、図版 1)

lA区中央部B4区に位置し、土坑北側は調査区外に続く。第工①層上面での検出であり、第 I③

層が覆う。平面形態は楕円形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長 2.06m、 南北検出長 0.40m、

深さ24cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は灰色砂 (褐色シルトがブロック状に少量混入)

である。土坑基底面は東側から西側に向けて傾斜をなす (比高差 7 cm)。 土坑内からは、遺物の出土

はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であるが、検出層位より近世とする。

S K 102(第 16。 23図 )

lD区西側C6区に位置し、土坑北側は調査区外に続く。第■⑥層上面での検出である。平面形態
は円形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長 0.53m、 南北検出長 0.14m、 深さ20cmを測る。

断面形態は舟底状を呈し、埋土は灰黄色シルト (褐色シルトがブロック状に少量混入)である。土坑

内からは、遺物の出土はない。

時期 :検出層位より、近世とする。
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遺 構 と 遺 物

① ヒ

I③  H判
チ エ①
>Ⅱ④

Ⅱ③

灰a(10Y6/1)砂に掲色 (10YR4/4)
シル トがブロック状に少量混入

第22図 SK101測量図

灰責色 (25Y6/2)シル トに掲色 (10YR4/4)
シル トがブロック状に少量混入

SK102測 :邑図

lm

①ヒ
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H=51.20m

一―Ⅱ①

〔SP101〕

」  仁

H=51.20m

〔SP102〕

H=51.20m

水泥遺跡 4次調査

3)柱 穴 (第 15。 24図、図版 1)
lA区にて、柱穴 8基 (S P 101～ 108)を検出した。すべて、第Ⅱ①層上面での検出である。平面

形態は円形または精円形を呈し、規模は径 0.21～ 0.45m、 深さ4～ 1lcmを測る。柱穴掘り方埋土は、

灰色砂 (褐色シルトがブロック状に混入)である。柱穴内からは、遺物の出土はない。

時期 :検出層位や埋土から、近世とする。

4)水田遺構 (第 15。 25図、図版 2)

]_A区西側Al～ B4区の第工⑥層上面にて、水田に伴う畦畔を検出した。畦畔は灰黄色粘質上で

造られており、規模は上場幅 0.40～ 070m、 下場幅 0.40～ 0.85m、 高さ6～ 10cmを測る。水田区画

は方形を呈しており、区画幅 2.25～ 7.78mを測り、ほぼ真北方向を指向している。水田基底面には、

わずかに凹凸がみられるものの、ほぼ水平である。なお、水田上面は第Ⅱ④層が覆う。

時期 :検出層位より、近世の水田と考えられる。

①

L(【〕)」
H=51,20m

華

H=51.20m

H=51.20m

― Ⅱ①

〔SP104〕

H=51,20m

望 Ⅱ①

〔SP105〕             〔SP1 06〕

灰色 (10Y6/1)砂 1こ掲t(10YR4/4)
シル トがブロック状に混入

‐ Ⅱ①

第24図  SP1 01～ 108沢J:曇図
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遺 構 と 遺 物
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第25図  lA区畦畔検出状況図
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(2)2区の調査

2区では溝 6条、自然流路 3条、土坑 3基

と水田遺構 (畦畔・鋤址)を検出した。

1)溝

S D 201(第 17・ 26図、図版 4)

2A区中央部 C12・ 13区で検出した北東一

南西方向の溝で、溝両端は調査区外に続く。

第工⑤層上面での検出であり、第Ⅱ④層が覆

う。規模は幅 0.24～ 0.46m、 検出長 10.04m、

深さ8～ 9 cmを測る。断面形態は皿状を呈し、

埋土は灰色砂 (褐色シルトがブロック状に少

量混入)である。溝基底面には、わずかに凹

凸がみられるが、ほぼ平坦である。溝内から

は、遺物は出上していない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であ

るが、検出層位より近世とする。

S D 202(第 18・ 27図、図版 9)

2B区西側B15区で検出した北東―南西方

向の溝で、溝両端は調査区外に続く。第工⑥

層上面での検出であるが、調査壁の上層観察

により第I①層上面から掘り込まれているこ

とを確認した。規模は幅 0.10～ 0.74m、 検出

長 3翠 m、 深さは検出面下 13cmを 測る。断面

形態はレンズ状を呈し、埋土は灰色砂 (褐色

シルトがブロック状に混入)である。滞基底

面は東側から西側に向けて傾斜をなす (比高

差 9 cm)。 溝内からは、遺物の出土はない。

時期 :検出層位より、近世とする。

水泥遺跡 4次調査

A A′   H=5120m

垂 雪 ⑤

Ａ
Ｌ

Ｂ
Ｌ B B′   H=51.20m

-  1 -
=製 瑳 =こ .⑥

灰色(5Y6/1)砂に褐色

(10YR4/4)シ ルトが
ブロック状に少量混入

(S=■ 60)
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第26図 SD201測量図



遺 構 と 遺 物

S D 203(第 18'28図、図版 9)

2B区西側B15区で検出した北東―南西方向の溝で、溝両端は調査区外に続く。第工⑥層上面で

の検出であり、第Ⅱ④層が覆う。規模は幅 0.30～ 0.50m、 検出長 540m、 深さは最深部で 10cmを測る。

断面形態はレンズ状を呈し、埋土は灰色砂 (掲色シルトがブロック状に混入)である。溝基底面は、

ほぼ平坦である。溝内からは、遺物の出土はない。

時期 :検出層位より、近世とする。

S D 204(第 18'29図、図版 8)

2B区東側B o C 17区で検出した南北方向の溝で、自然流路S R 203を 切り、滞両端は調査区外

に続く。第Ⅱ⑥層上面での検出であり、第工④層が覆う。規模は幅 0.16～ 0.37m、 検出長 3.95m、

深さ5 cmを測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は灰色砂 (褐色シルトがブロック状に混入)であ

る。溝基底面には凹凸はみられず、ほぼ平坦である。溝内からは、遺物の出土はない。

時期 :検出層位より、近世とする。

S D 205(第 18・ 30図 )

2D区東側 B16・ 17区で検出した北東―南

西方向の溝で、滞両端は調査区外に続く。第

工⑥層上面での検出であるが、調査壁の上層

観察により第Ⅱ①層上面から掘り込まれてい

ることを確認した。規模は幅 1.24m、 検出長

266m、 深さは検出面下 30cmを測る。断面形

態はレンズ状を呈するが、溝東側壁体は緩や

かに立ち上がる。溝埋土は4種類に分層され、

1層灰褐色砂、2層灰褐色砂 (灰色粘質土が

ブロック状に混入)、 3層灰褐色砂 (灰掲色シ

ルトがブロック状に混入)、 4層灰色粘質上で

ある。溝基底面には中央部が一部盛り上がる

箇所があり、基底面付近に3層や4層が堆積

する。遺物は 1層中より、陶器碗の破片が数

点出土した。

出土遺物 (第 30図 )

1は陶器の碗で、口縁部内面に多重の圏線

が引かれている。内外面共に、透明釉が掛け

られている。

時期 :出土遺物の特徴と検出層位より、近

世とする。

〔SD203〕

穂
03

1  灰色 (5Y6/1)砂に褐色 (10YR4/4)
シル トがブロック状に混入

0          1m

(S=,30)

Ｂ
ゴ

Ａ
ゴ A A′   H=5190m

羞 商

03

B B′ H=5190m
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水泥遺跡 4次調査

A A′

SD202/生=至 、ゝ■″Z⊆三二

Ａ
ゴ ｍ

　

　

⑥

・８。一　
　
　
Ⅶ

Ｂ
Ｌ

Ｂ
ゴ H=51.80mB B′

第28図  SD203瀕」!曇図

SD202
~Ⅱ⑥

灰色 (5Y6/1)砂 1こ掲色 (10YR4/4)
シル トがブロック状に混入
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遺 構 と 遺 物

S D 206(第 18・ 31図、図版 11)

2E区西側B18区で検出した北西―南東方向の溝で、溝両端は調査区外に続く。第 I⑤層上面で

の検出である。規模は幅 2.35m、 検出長 6.48m、 深さ58cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。

埋土は7種類に分層され、 1層明褐灰色砂質シルト、2層掲色シルト、3層灰褐色砂質シルト (円礫

含む)、 4層褐色シルト (円礫含む)、 5層灰褐色砂質シルト、 6層灰色粘質土、7層灰色砂である。

なお、埋土中からは径 3～ 15cm大の円礫が比較的まとまって出上した。溝基底面は、ほぼ平坦である。

溝中央部基底面にて、柱材が出土している。

時期 :検出層位より、近世とする。

2)自然流路

S R 201(第 17図、図版 5)

2A区西側 C ll～ 13区で検出した流路で、

流路東側はS R 202を切り、流路西側及び南側

は調査区外に続く。第Ⅵ層上面での検出であ

り、第Ⅱ⑥層が覆う。規模は検出幅 2.70m、

検出長 15,70m、 深さ 30cmを測る。断面形態

はレンズ状を呈し、埋土は灰色砂である。流

路基底面には凹凸があり、東側から西側に向

けて緩傾斜をなす (比高差 5 cm)。 遺物は陶器

の碗や土鍋片が少量出土した。

出土遺物 (第 32図、図版 12)

2は陶器の端反碗である。体部外面には山

水風景文が描かれ、口縁部内面には多重圏線

が引かれている。内面見込みの圏線内には雁

金文が描かれている。19世紀中頃の製品であ

る。 3は陶器製の土鍋である。色調は明褐色

を呈し、口縁部を除き灰色釉薬が掛けられて

ヤヽる。

時期 :出土遺物の特徴や検出層位より、近

世とする。

S R 202(第 17図、図版 5)

2△区中央部C12区で検出した南】ヒ方向の

流路で、S R 2Cllに切られている。第Ⅵ層上面

での検出であり、第Ⅱ⑥層が覆う。規模は検

出幅 2.00m、 検出長 2.30m、 深さ22cmを測

る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は灰白

色砂である。流路基底面は平坦で、高低差は

Ａ
Ｌ

Ａゴ

Ｂ
Ｌ

A A′      H=5190m
1

―
Ⅱ⑥

B B′    H=51.90m

灰色(5Y6/1)砂に掲色(10YR4/4)
シルトがブロック状に混入
灰白色(25Y7/1)砂〔SR203〕

0          1m

Ⅱ⑥
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水泥遺跡 4次調査

認められない。流路内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であるが、 S R 201に先行することや検出層位より、概ね近

世以前とする。

S R 203(第 18図、図版 8)

2B区南東部B,C17区で検出した流路で、流路中央部はS D 204に 切られている。第Ⅱ⑥層上
面での検出であり、第I④層が覆う。規模は東西検出長 1.70m、 南北検出長 4.10m、 深さ20cmを測る。

断面形態はレンズ状を呈し、埋土は灰白色砂である。流路基底面は、ほぼ平坦である。流路内からは、

遺物の出土はない。

時期 :検出層位より、近世とする。

H=52.30m

灰掲色(7.5YR5/2)砂           I④
灰掲色 (7 5YR5/2)砂に灰色 (10Y6/1)
粘質上がブロック状に混入

灰1掲モヨ(7 5YR5/2)砂に灰1昂色(7 5YR4/2)
シル トがブロック状に混入

灰色 (10Y6/1)粘質土

0          1m

(S=■ 30)

0        5       1 0cm

(S=■ 3)

SD205測量図・出土遺物実測図

１

２

　

　

３

　

４

第30図
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遺 構 と 遺 物

第31図 SD206測量図

明掲灰色 (7 5YR7/1)砂質シル ト

掲色 (10YR4/4)シ ル ト
灰掲色 (10YR6/2)砂 質シル ト

(径3～ 1 5cm大の円礫含む)

掲色 (10YR4/6)シ ル ト

(径5～ 1 0cm大の円礫含む)

灰褐色 (7 5YR5/2)砂質シル ト

灰色 (10YR6/1)粘 質土

灰色 (5YR6/1)砂

○ 木

(S=■ 30)
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3)土 坑

S K 201(第 17・ 33図、図版 5)

2A区東側C14区に位置し、土坑南側は調

査区外に続く。第Ⅵ層上面での検出であり、

第I⑥層が覆う。平面形態は不整の楕円形を

呈し、規模は南北検出長 2.15m、 東西長 1.48

m、 深さ8 cmを測る。断面形態は浅い逆台形

状を呈するが、壁体は緩やかに立ち上がる。

土坑埋土は、灰色粘質土単層である。土坑基

底面には凹凸が多数みられる。土坑内からは、

遺物の出土はない。

時期 :検出層位から、近世以前とする。

S K 202(第 17・ 34図、図版 5)

2A区東側C14区に位置する。第Ⅵ層上面
での検出である。平面形態は楕円形を呈し、

規模は長径 0.88m、 短径 0.70m、 深さ6cmを

測る。断面形態は浅い逆台形状を呈するが、

壁体は緩やかに立ち上がる。土坑埋土は、灰

色粘質土単層である。土坑基底面には凹凸が

みられ、土坑基底面中央部は 3 cm程度凹む。

土坑内からは、遺物の出土はない。

時期 :検出層位から、近世以前とする。

水泥遺跡 4次調査

第32図 SR201出土遺物実測図

1 灰色 (5Y6/1)粘質土

/オ
~＼

{_ノ

lm

(S=■ 30)

SK201測量図

一

一ピ ▼ 2
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S K 203(第 17・ 34図、図版 5)

2A区東側C14区に位置する。第Ⅵ層上面

での検出である。平面形態は円形を呈し、規

模は径 0.57～ 0.65m、 深さ5 cmを測る。断面

形態は浅い逆台形状を呈し、埋土は灰色粘質

土単層である。土坑基底面は、東側から西側

に向けて緩傾斜をなす (比高差 2 cm)。 土坑内

からは、遺物の出土はない。

時期 :検出層位から、近世以前とする。

4)水田遺構 (第 17・ 18・ 35～ 38図、図

版 5 ・ 8・ 10。 11)

畦畔 :2☆区と2D区で、畦畔を検出した。

2A区では調査区束狽lC 13区 にて、南北方向

の畦畔 1条を検出した。第Ⅵ層上面での検出

である。畦畔は黄灰色粘質上で築かれており、

上場幅 40～ 76cm、 下場幅 72～ 1〔たm、 高さ 15

～ 18cmを測る。 2D区では調査区西側A15～

B16区にて、4条の畦畔を検出した。第Ⅱ⑥

層上面での検出である。A15区では南北方向

の畦畔 1条、B16区では北東―南西方向の畦

畔3条を確認した。畦畔は灰責色粘質上で築

かれており、上場幅 10～ 22cm、 下場幅 25～

50cm、 高さ6～ 10cmを測る。水田埋土は第Ⅱ

⑤層である。水田形状は方形を呈するものと

考えられ、現状では一辺 2.7mを測る。

時期 :検出層位より、近世の水田址と考え

られる。

-       1    
即

m

Ⅵ  〔SK202〕

遺 構 と 遺 物

灰色 (5Y6/1)粘質土

H=51.00m
-      1

Ⅵ    〔SK203〕

1 灰色(5Y6/1)粘質土
0          1m

(S=■ 30)

第34図 SK202・ 203測量図

H=51.10m

⌒
一 Ⅵ

黄灰色 (25Y6/1)粘質土

(S=■ 60)

第35図 2A区畦畔検出状況図

(S=■ 30)
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鋤址 :2B区 と2E区では、鋤址を検出し
た。 2B区では調査区全域、 2E区では調査

区東半部での検出である。両者共に第I⑥層

上面での検出であり、2B区では第I④層及
び第Ⅱ⑤層、2E区では第Ⅱ④層が覆う。2

B区では東西方向に35条、南北方向に9条

の鋤溝を検出した。規模は幅 10～ 32cm、 深

さ5～ 20cmを測る。溝埋土は灰色砂を基調と

し、褐色シルトがブロック状に少量混入する

溝もみられる。一方、2E区では南北方向に
17条の鋤溝を検出した。規模は幅10～ 40cm、

深さ4～ 8 cmを測る。溝埋土は2B区と同様、
灰色砂を基調とし、褐色シルトがブロック状

に少量混入する溝が数条みられた。

時期 :検出層位より、近世の水田耕作に伴

う鋤址と考えられる。

水泥遺跡 4次調査

Ｅ
Ｏ
Ｏ
．創
り
＝
正

□ 卿
脇
附つ 絲 ¶ ― 嘲(S=■ 60)

第36図 2D区畦畔検出状況図
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遺 構 と 遺 物

D D′

H=52.00m

H=52.00m

灰色 (10Y6/1)砂 に掲色 (10YR4/4)
シル トがブロック状に少量混入

灰色 (10Y6/1)砂

1

2

鋤l■ :⑩～⑩

第37図 2B区鋤址検出状況図

晏沸
B卿

(S=■ 100)
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水泥遺跡 4次調査

1

2

第38図 2E区鋤址検出状況図

A A′     1 H=52.30m

Ⅱ⑥

1「=53.20m

1 2 H=52.30m

灰色 (10Y6/1)砂 に褐色 (10YR4/4)
シル トがブロック状に少量混入

灰色 (10Y6/1)砂

(S=■ 100)
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遺 構 と 遺 物

(3)その他の遺構と遺物

調査では、重機掘削時や第 I層掘り下げ時、及びトレンチ掘削時 (地点不明出土遺物として掲載)

に遺物が出土した。ここでは、実測しうる遺物を掲載した。

第Ⅱ④層出土遺物 (第 39～ 43図、巻頭図版 2、 図版 12・ 13)

4は陶器の端反碗である。口縁部外面に幅広の圏線 1条 と高台部分には圏線 2条が引かれ、体部に

は8条 1組の線文が格子目状に描かれている。回縁部内面及び内面見込みには圏線が引かれ、内面見

込みの圏線内には雁金文が描かれている。内外面全面に、灰白釉が掛けられている。なお、腰部には

別個体の破片が付着している。製作窯は砥部焼の可能性が高く、19世紀中頃の製品である。 5は陶

器の碗である。高台は削り出しにより作られており、腰部や底部、高台畳付は釉剥ぎが施されている。

6は肥前系磁器の広東碗で、口縁部内面には2条の圏線が引かれ、体部外面には立網文が描かれてい

る。19世紀前半頃の製品である。 7は肥前系磁器の九碗である。口縁部内面には圏線 1条が引かれ、

体部外面には山水風景文が描かれており、全面に透明釉が掛けられている。 8は肥前系磁器の端反碗

で、口縁部外面に幅広の圏線 1条 と内面に圏線 2条が引かれている。 9は磁器の端反碗で外面には幅

広の圏線が引かれ、 3条 1組の線文による格子目文が描かれている。口縁部内面には2条の圏線が引

かれ、内外面に透明釉が掛けられている。10は磁器の碗で腰部に 1条、高台部分に2条の圏線が引

かれている。また、内面見込みには圏線が巡る。高台部分は高台脇よりも深く削り込まれ、高台畳付

は釉剥ぎが施されている。11は肥前系磁器の人角鉢である。口縁部は外反し、内面には山水楼閣文

が描かれている。12は呉須染付白磁の鉢で、外面に鶴が描かれている。13は肥前系磁器の輪花皿で

ある。型打成形によるもので、口唇部には口禿装飾が施され、内面には網干海浜風景文が描かれている。

高台部分は蛇の目凹形を呈する。19世紀前半頃の製品である。14は陶器製の段皿で、全面に緑灰色

釉が掛けられている。15は陶器製の水滴である。草花文が描かれており、径 0.5cm大 の孔が二箇所に

穿たれている。19世紀代の製品である。16は陶器製の急須の底部である。上げ底で、底部外面に回

転ヘラケズリ痕が残る。色調は明赤褐色を呈し、灰白釉が部分的に掛けられている。17は陶器製の

爛徳利の底部である。内外面には透明釉が掛けられているが、底部には削り込みがあり釉剥ぎが施さ

れている。なお、底部には径 1.9cm大の子しが穿たれており、植木鉢として転用されたものと推沢1さ れる。

18は陶器製の上瓶で、注口部には三箇所の穿孔が認められる。色調は明赤褐色を呈し、外面には鉄

釉が掛けられているが、口唇部は釉剥ぎが施されている。明治時代の製品である。19は瓦質の焙烙

である。口縁部は折縁形を呈しており、口縁部内面はハケメ調整、その他はヨコナデまたは指オサエ

調整である。17～ 18世紀。20は土師質の土鍋である。やや上げ底を呈し、タト面に煤が付着する。

21～ 26は伏見土人形である。21は童子形の土製品で、前後貼 り合わせ成形によるもので、両耳の

縁に径 0 6cm大 の穿孔が認められる。22は土人形の背中部分と思われ、右上半部には腕と思われる高

まりがある。23は土人形の脚部、24は腕部である。型合わせ成形により、中は中空である。なお、

22・ 23・ 24は同一個体の可能性がある。25は関取形の土製品で化粧まわしと右足部分が認められ、前

後只占り合わせ成形により作られている。26は米俵形の上製品で、型合わせ成形により中は中空である。

21～ 26の色調は、にぶい黄橙色または責褐色を呈する。27は大黒天の土製品で、左右貼 り合わせ成

形により中は中空である。瓦質で、色調は暗灰色を呈する。28は須恵器の杯で高台は細 く、底体部

境界付近に付 く。 8世紀前半。
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水泥遺跡 4次調査

29～ 34は瓦である。29。 30は九瓦で、29は焼成段階の炭素吸着が良好であり、色調は表裏面共に

暗灰色を呈し裏面には布目痕がみられる。30は表面にタテ方向のミガキ、裏面には鉄線引きによる

コビキ痕と細かい布目痕がみられる。31～ 34は平瓦で、色調は暗灰色を呈する。31の焼成は良好で

あるが、炭素の吸着がやや不充分な箇所がある。34は表面にナデ調整を施すが不充分であり、ムラ

がみられる。また、表面には煤が大量に付着している。

35は台石である。厚さ 4.8cmを測 り、中央部には 3 mm程度の凹みが認められる。安山岩製。36・ 37

は銭貨で、寛永通賓である。36は径 2.55cm、 孔径 0.50cm、 厚さ 0 07cmを 測る。37は錆の付着が著し

いが、文字がわずかに読みとれる。径 2.50cm、 孔径 0.60cm、 厚さ 0.06cmを 測る。初鋳年は寛永 13(1636)

年である。

第Ⅱ①層出土遺物 (第 44図、図版 13)

38は龍泉窯系の青磁碗で、外面に蓮弁文が施されている。14世紀。39は肥前系陶器の染付碗で、

外面に絵付けが施されている。18～ 19世紀。40は須恵器杯の底部で、外面に回転ヘラ切り痕が残る。

41は須恵器甕の肩部片で外面に平行叩き、内面には円弧叩きを施す。 7世紀。42は土師質の焙烙で、

折縁型口縁を呈する。18世紀。43は土師器土釜で、口縁部には断面三角形状の粘土紐を貼 り付ける。

15世紀。44は弥生土器の重で、厚みのある平底である。弥生後期。45は水晶で、重量 2.8gを測る。

第 王層出土遺物 (第 45図、図版 13)

46は陶器の碗で、内外面に灰白釉が掛けられている。47は陶器製の茶瓶で肩部に沈線 1条が巡り、

外面には鉄釉が掛けられている。48は磁器の碗である。外面には体部と高台部分に圏線 l条が引か

れ、内面には雁金文が描かれている。内外面共に透明釉が掛けられているが、高台畳付は釉剥ぎが施

されている。49は肥前系磁器の広東碗で、外面には梅文が描かれ内面見込みには圏線が引かれている。

50は肥前系磁器碗の蓋で、全面に透明釉が掛けられている。51は肥前系白磁の菊花紅皿である。高

台内及び畳付は露胎のまま残されている。18～ 19世紀。52は龍泉窯系の白磁碗で、口縁部は玉縁状

を呈する。14世紀。53・ 54は須恵器の高杯である。 7世紀。

地点不明出土遺物 (第 46。 47図、図版 13)

55は陶器製の広東碗で外面には立網文が描かれ、口縁部内面には 2条の圏線が引かれている。19

世紀前半頃の製品である。56・ 57は陶器の端反碗で、外面に山水風景文が描かれている。口縁部内面

には2条の圏線が引かれ、全面に灰白釉が掛けられている。58は陶器碗の底部である。削 り出し高

台で、灰白釉が掛けられているが高台内及び畳付は露胎のままである。59・ 60は磁器の端反碗である。

59・ 60の外面には3条 1組の線文が格子目状に描かれ、59の口縁部内面には幅広の圏線、60の口縁

部外面及び高台部分には圏線が引かれている。また、60の回縁部内面及び見込みに圏線が引かれ、

圏線内には不明の文様が描かれている。高台部分は高台脇より深 く削り込まれ、高台畳付は釉剥ぎが

施されている。19世紀前半頃の製品である。61は磁器の小杯である。体部外面には縦線文と波状文

が描かれ、口縁部や高台外面には 1条の圏線、日縁部内面には3条の圏線が引かれている。全体に透

明釉が掛けられているが、高台畳付は釉剥ぎが施されている。
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遺 構 と 遺 物

第39図 第Ⅱ④層出土遺物実測図 (1)
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水泥遺跡 4次調査

|                 |
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0        5        1 0cm

(S=1:3)

第40図 第Ⅱ④層出土遺物実測図 (2)
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遺 構 と 遺 物

r   
割

0        5        1 0cm

(S=1:3)

第41図 第Ⅱ④層出土遺物実測図 (3)

-55-



水泥遺跡 4次調査

部

0       5       1 0cm                l

(S=1:3)

第42図 第Ⅱ④層出土遺物実測図 (4)
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遺 構 と 遺 物

62・ 63は陶器製の仏飯器である。62の口縁部は内湾し63は高台内の削り込みは浅く、径 511m大の

孔が穿たれている。なお、金面に灰白釉が掛けられている。64は土師質の培烙で折縁状口縁を呈し、

外面に煤が付着している。65は瓦質の灯明皿で、底部外面に煤が付着している。66は須恵器杯蓋で、

天丼部外面に回転ヘラケズリ調整を施す。 6世紀後半。67は九瓦である。炭素の吸着は良好で、色

調は暗灰色を呈し表面は一部銀化している。68・ 69は平瓦である。69の表面にはタテ方向のミガキ痕

跡がわずかに残る。

第43図 第Ⅱ④層出土遺物実測図 (5)
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水泥遺跡 4次調査
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遺 構 と 遺 物

第47図 地点不明出土遺物実測図 (2)
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水泥遺跡 4次調査

4。 まとめ

調査では、近世の溝や土坑、水田址を検出した。これらの遺構は、第I①層、第Ⅱ⑥層及び第Ⅵ層

上面での検出であり、時期差は認められるものの各々の造営時期を確定するには至らず、概ね江戸時

代の遺構と考えた。第工①層上面ではlA区とlB区で北西一南東方向の溝を検出したほか、 lA区
では土坑や柱穴を検出した。溝は方向性や埋土が酷似することから、一連の遺構と考えられるが平面

分布の状況から集落に伴うものとは考えにくく、水田造営に伴うものと理解した方が良いであろう。

また、建物を構成する柱穴はないが、これらの柱穴は調査地近隣に存在する農村集落に伴う遺構の

可能性が高い。第Ⅱ⑥層上面では、 lA区 と2D区にて畦畔を検出した。調査壁の上層観察により、
畦畔は盛り上によって作られたことがわかる。特にlA区の水田は40～ 50cmの幅をもつ畦畔が標高
51,Omの コンタラインに沿うように残されている。水田は方形区画を呈しているが、一筆全体が検出

されておらず、正確な規模は分からない。現況では一辺の最小値 2.5m、 最大値 7.75mを測る。なお、

各水田区画の規模は一定ではなく、一筆あたりの水田面積も均―ではないものと推測される。

このほか、2B区 と2E区では水田耕作に伴う鋤址を検出した。鋤址は真北方向ないし、真北方向
に直交するものである。規模は幅 10～ 40cm、 深さ3～ 10cmを測り、灰色砂で埋没している。

また、2A区では第Ⅵ層上面にて畦畔や土坑、自然流路を検出した。土坑や流路の埋没土は灰色系
の粘土または砂であり、考えられる時期幅は大きいものの、第工⑥層が覆うことや周辺で出土した遺

物の状況などから、これらの遺構の上限を近世段階として扱った。

水泥遺跡 4次調査では、現況と同様、近世段階には調査地ほぼ全域に水田が営まれていた事が分かっ

た。第I層の堆積状況からは、少なくとも2面以上の水田が作られていたことが判明し、出土品など

から江戸時代後期における調査地や周辺地域の土地利用や水田造営の在り方など、貴重な資料を得る

ことができた。

遺構・遺物一覧 一凡例一

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法量欄

調整欄

( ):復元推定値

土器の各部位名称を略記した。

例)体→体部、底→底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。

例)石→石英、長→長石、金→金ウンモ、密→精製土。

( )の中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石 。長 (1～ 4)→「 1～ 4 mm大の石英 。長石を含む」である。
焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。
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表 4  溝一覧
溝
鮒

地  区 断面形
規 模 (m)
長さ×幅×深さ

方 向 埋  土 出土遺物 時 期 備 考

l AttB 5 レンズ状 250X020-030X008 北西―南東
医色砂 (褐色》トカゾ

ロック状に混入 )
近世

l AttB 5 レンズ状 216 × 017-035 × 008 北西―南東
え色砂 (褐色渤トカゾ

ウク状に混入 )
近世

l BttB 7 レンズ状 070 X 011～ 015 × 005 北西―南東
え色砂 (褐色 /1y卜がデ

ウク状に少量混入 )
近世

l BttB 7 レンズ状 154X 018～ 020 X 007 北西―南東
え色砂 (褐色湯卜がデ

ウク状に少量混入 )
近世

l BttB 7 レンズ状 084× 020～ 024 北西―南東
え色砂 (褐色渤トカシ

'

ゥク状に少量混入 )
近世

lD区
B7～ C9

レンズ状 2500 × 025～ 080 × 020 東西
え色砂 (褐色功卜がフ

・

ウク状に少量混入 )
近世

l DttC 9 レンズ状 340 X 015～ 025 X 005 南北
天色砂 (褐色瘍トカゾ

ウク状に少量混入 )
近世

l DttC 9 レンズ状 314 X 020～ 045 × 004 南北
え色砂 (褐色 /1Vトカザ

ウク状に少量混入 )
近世

2 AttC 12・ 13 皿状 1004X024～ 046× 008～ 00〔 北東―南西
え色砂 (褐色劫卜がデ

ウク状に少量混入 )
近世

2 BttB 15 レンズ状 344× 010～ 074 X 013 北東―南西
天色砂 (褐色》卜おラ

'

ウク状に混入 )
近世

203 2 B ttB 15 レンズ状 540× 030～ 050 × 010 北東―南西
え色砂 (褐色》トカシ

｀

ウク状に混入 )
近世

204 2 B ttB,C17 レンズ状 395 X 016～ 037 × 005 南北
天色砂 (褐色渤卜がゲ

ウク状に混入 )
近世

2 DttB 16 17 レンズ状 266 X 124 X 030 北東―南西 灰褐色砂 他 陶器 近世

206 2 E ttB 18 逆台形状 648 ×235 × 058 北西―南東
明褐灰色砂質シル ト

他
柱材 近世

表 7  柱穴一覧

遺 構 一 覧

表 5  自然流路一覧
路

耐

流

６
地 区 断面形

規 模 (m)
長さ×幅×深さ

方向 埋  土 出土遺物 時 期 備 考

201
2A区
C ll～ 13

レンズ状 1570 × 270 X 030 灰色砂 陶器 近世

2A区
C12

レンズ状 230 × 200 × 022 南北 灰白色砂 近世以前

2B区
B・ C17

レンズ状 410 × 170 X 020 灰白色砂 近世

表6  土坑一覧
坑

ＫＩ

土

ｒＳ
地 区 平面形 断面形

規 模 (m)
長さ(長径 )× 幅 (短径 )×深さ

埋 土 出土遺物 時 期 備 考

l AttB 4 楕円形 逆台形状 (206)×  (040)× 024
灰色砂 (掲 色ンルトがフ

｀
ロック状

に少量混入 )
近世

102 l DttC 6 円形 舟底状 (053)×  (0141 X 020
え責色シルト(褐色ンルトがデロック

代に少量混入 )
近世

2 AttC 14 不整楕円形 逆台形状 (215)×  148×  008 灰色粘質土 近世以前

2 AttC 14 楕円形 逆台形状 088 ×070 X 006 灰色粘質土 近世以前

2 AttC 14 円形 逆台形状 057～ 065 X 005 灰色粘質土 近世以前

穴

ＰＩ

柱

Ｇ
地  区 平面形

規 模 (m)
長さ(長径〕×幅 (短径 )×深さ

埋  土 出土遺物 備 考

lA区
B4 楕円形 040 X 026× 010 灰色砂 (褐色シルトがブロック状に混入 )

lA区
B4 楕円形 052 X 030 X 011 灰色砂 (褐色シルトがブロック状に混入 )

lA区
B4 楕円形 036 × 030 ×006 灰色砂 (褐色シルトがブロック状に混入 )

104
lA区
B4 楕円形 036 × 028 X010 灰色砂 (褐色シルトがプロック状に混入 )
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穴

ＰＩ

柱

代
地  区 平面形

規 模 (m)
長さ(長径 )× 幅 (短径 )×深さ

埋   土 出土遺物 備 考

lA区

B4
楕円形 032 X 028 × 006 天色砂 (褐色シルトがプロック状に混入 )

lA区

B3
円形 051 X 049 ×006 天色砂 (褐色シルトがブロック状に混入 )

lA区

B3
円形 036 X 036 X 005 庚色砂 (褐色シルトがブロック状に混入 )

lA 区

B3
楕円形 040 × 033 X004 吹色砂 (褐色シルトがプロック状に混入 )

柱穴一覧

表 8 S D 205出土遺物観察表 陶磁器

表 9 S R 201出土遺物観察表 陶磁器

表10  第Ⅱ④層出土遺物観察表 陶磁器

水泥遺跡 4次調査

(2)

番号 材質 器 種 法量 (cm)
施    文 色調

 1発雷| 釉 薬 備 考 図浙
外 面 内 面

ユ 陶器 碗 残高  29 灰白色 透明釉

番号 材質 器 種 法量 (cm)
施   文 色調 1賞写| TIL 薬 備 考 図版

外  面 内 面

陶器 碗

径

径

高

口
底

器
山水風景文 雁金文 灰白色 透明釉

3 陶器 片口鍋
径

高

口

残

(151)

77
明褐色 灰TIH 煤付着

番号 材質 器 種 法量 (cm)
施   文 色調

 1貧目| 釉 薬 備 考
外 面 内 面

4 陶器 碗

径

径

高

口
底

器

(1131

42
63

格子目文 雁金文 灰黄色 灰白釉 低部焼 ?

5 陶器 碗
径

高

底

残
灰黄色 透明釉

6 磁器 碗
口径  (1l o

残高  ■1
立網文 灰白色 透明釉 肥前系

7 磁器 碗
口径  196)

残高  32
山水風景文 灰白色 透明釉 肥前系

8 磁 器 碗
口径  (115)

残高  27
灰白色 透明釉 肥前系

9 磁器 碗
口径  (1151

残高  37
格子目文 灰白色 透明釉

磁器 碗
４
　
＆

径

一局

底

残
不明文 灰白色 透明釉

磁器 鉢
口径  o561
残高  48

不明文 山水楼閣文 灰白色 透明/EI ll前系

磁器 外 残高  39 鳥文 灰白色 透明釉 呉須染付白磁

磁器 皿

Ｇ

６

２

径

径

高

口
底

器
網千海浜風景文 灰白色 透明XHl 把前系

陶器 皿
口径  (122)

残高  17
灰オリーブ色 緑灰色釉
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番号 材質 器 種 法量 (cm)
施 文 色調

 1貧目十 和 薬 備 考 図版
外 面 内  面

陶器 水滴
口径  71
器高  33

草花文 灰白色 透明釉 穿孔 2箇所

陶器 急須
底径  75
残高  50

明赤褐色 灰白釉

17 陶器 徳利
底径  84
残高  28

にぶい褐色 透明釉 底部 :焼成後穿孔

陶器 土瓶
口径  に91
残高  30

明赤褐色 鰤 と 穿孔 3箇所

第Ⅱ①層出土遺物観察表   陶磁器

遺 物 観 察 表

(2)

表11  第■④層出土遺物観察表   土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調 整 色調

1貧写|
生

成

胎

焼
備考 図肪

外 面 内面

焙烙
口径  (3001

残高  30
折縁口縁。小片。

ヨコナデ

→ハケ

ヨコナデ

1指頭痕 )

黒色

灰色

密

◎

鍋
底径  66)
残高  19

土師質。上げ底。 ヨヨナデ ヨコナデ
にぶい黄褐色

橙色

密

◎
媒付着

土製品
藤
幅
隣

童子を表現。前後合わせ成形。両耳

側に円孔あり。
ナ デ ナ デ

にぶい責橙色

にぶい黄橙色

密(金ウンモ多)

◎

巻頭

2

土製品
爵
幅
隣

人形の背中部分 ? ナデ ナデ (指頭痕 )
にぶい黄橙色

にぶい責橙色

密(金ウンモ多)

◎ 22-24

は同一

個体の

可能性

あり

巻頭

2

土製品
藤
幅
隣

表持ち人形の脚部。 ナ デ ナデ (指頭痕 )
にぶい責橙色

にぶい黄栓色

密(金ウンモ多)

◎

巻頭

2

土製品
残高  25
厚さ   05

小片。 ナ デ ナデ
にぶい黄橙色

にぶい黄栓色

密・金

◎

巻頭

2

上製品
藤
幅
騨

関取の化粧まわしを表現。右足部分

がわずかに残る。
ナ デ ナデ (指頭痕 )

にぶい責褐色

にぶい黄褐色

酵 金

②

巻頭

土製品
爵
幅
隣

米侠を表現。 ナデ ナ デ

こぶい黄褐色

こぶい黄褐色

密(金ウンモ多)

◎ 2

上製品
詳
幅
騨

瓦質。大黒天を表現。左右型合わせ

成形。
ナ デ ナ デ

菅灰色

天色

密

◎

巻頭

2

杯
底径  ol⊃

残高  20
幅狭の高台。高台内側は内傾する。

④回転ラケス
｀
リ

⑬回転ナデ
回転ナデ

天色

天白色

密

◎

九瓦
欝
幅
騨

70
127
19
裏面に布目痕あり。 ナデ ケズリ

嗜灰色

菅灰色

密

◎

丸瓦
欝
幅
隣

裏面にコビキ痕、細かい布目痕あり。ミガキ ナ デ
暗灰色

暗灰色

密

◎

平瓦
酵
幅
隣

炭素吸着の不充分な箇所あり。 ナ デ ナ デ
暗灰色

暗灰色

密

◎

平瓦
酵
幅
隣

ナ デ ナ デ
暗灰色

暗灰色

密

◎

平瓦
欝
幅
隣

ナ デ ナ デ
暗灰色

暗灰色

密

◎

平瓦
酵
幅
疇

ナデ ナデ
暗灰色

暗灰色

密

◎
煤付着
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表12  第Ⅱ④層出土遺物観察表 石製品

表13  第Ⅱ①層出土遺物観察表 銭貨

表14  第Ⅱ①層出土遺物観察表 陶磁器

表 15  第Ⅱ①層出土遺物観察表 土製品

表16  第Ⅱ①層出土遺物観察表 石製品

表 17  第 I層出土遺物観察表 陶磁器

水泥遺跡 4次調査

番号 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ (cln) 幅 ←m) 厚さ (cm) 重さ値)

台石 安山岩 (129) 6205

番号 銭  名
法 三

皇
初鋳年 備 考 図版銭径 俺m) 孔寸 (cm〕 外縁厚(cm 内側厚(cm) 重さ (g)

寛永通費 255 050 012 007 292 1636年 (寛永十三年 )

寛永通賓 1636年 (寛永十三年 )

番号 材質 器 種 法量 (cm)
施   文 色調 1貧思 和 薬 備 考 郵版

外  面 内 面

磁器 碗 (青磁 )
口径   (156)

残高   30
連弁文 灰白色 深緑釉 龍泉窯系

陶器 碗 残高   19 不明文 オリーブ灰色 灰白釉 il前系

番£ 器 種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

1貧写|
土

成

胎

焼
備考 図版

外面 内面

郭

り

９

∞

０

径

一局

底

残

平底。底部切り離しは回転ヘラ切り

技法による。
回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

密

◎

甕 残高  24 肩部片。 平行叩き 円弧叩き
灰色

灰白色

密

◎

42 焙烙
口径  13061

残高  09
上師質。折縁口縁。 ヨコナデ ヨコナデ

灰褐色

褐色

長 (1～ 2)

◎

土 釜
口径

残高
土師質。小片。 ナ デ ナ デ

掲色

褐色

石

◎

長 (1～ 2)

44 電

径

高

底

残
ホ生土器。厚みのある平底。 マメツ マメツ

橙色

にぶい責色

石・長 (1～ 41

◎

番号 器 種 残 存 材  質
法

備 考 図版
長さ (cm Ⅲ 幅 (cm Ⅲ 厚さ (cm) 重さ (g)

剥片 水 晶

番号 材質 器 種 法量 (cm)
施   支 色調

 1禽冨 釉 薬 備 考 図筋
外 面 内  面

陶器 碗 残高   13 灰白色 灰白釉

47 陶器 茶瓶 残高   14
灰責色

黒色
鉄釉

磁器 碗
底径   40
残高   27

不明文 雁金文 灰白色 透明釉

磁器 碗
口径

残高
梅文 天白色 透明釉 肥前系

磁器 蓋
口径 a

残高
天白色 透明釉 肥前系
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第 I層出土遺物観察表   陶磁器

表 20  地点不明出土遺物観察表   土製品

遺 物 観 察 表

(2)

番う 材質 器 種 法量 lcm)
施 文 色調

 1貧目| 和  薬 備 考 図勝
外 面 内 面

磁 器 皿 (白磁 )
底径  (141

残高  09
灰白色 透明釉 肥前系

磁器 碗 (白磁 )
口径  (1481

残高  22
灰白色 透明釉 龍泉窯系

表 18  第 I層出土遺物観察表    土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調 整 色調

1貧写|
土

成

胎

棒
備考 翻 IIE

外面 内面

高杯 残高  21 須恵器。小片。 回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

密

◎

高杯 残高  37 須恵器。 可転ナデ 回転ナデ
天色

天色

密

◎

表 19  地点不明出土遺物観察表   陶磁器

番号 材質 器 種 法量 (cm)
施 文 色調

 1貧暑| 和 薬 備 考 図版
外 面 内 面

陶器 碗
口径  ol動
残高  20

立網文 灰自色 灰白釉

陶器 碗
口径  (108)

残高  42
山水風景文 灰責色 灰白釉

陶器 碗
口径 oOo
残高  17

山水風景文 灰責色 灰白釉

陶器 碗
径

高

底

残
にぶい責褐色 灰白釉

磁 器 碗
口径  o101
残高  44

格子目文 灰白色 透明釉

磁器 碗
唯
離
縞

格子目文 不明文 灰白色 透明TEI

磁器 イヽ郵

径

径

高

口
底

器

縦線文

波状文
灰白色 透明釉

陶器 仏飯器
口径   (541

残高  27
にぶい責褐色 灰白釉

陶器 仏飯器
底径  40
残高  26

にぶい黄褐色 灰白和

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調整 色調

1貧冨|
土

成

胎

焼
備考 図版

外面 内面

焙烙
口径  (3041

残高  08
折縁口縁。小片。 ヨコナデ ヨコナデ

にぶい褐色

にぶい掲色

百。長 o)金

③
煤付着

皿

径

径

高

口
底

器

(132)

(1■ 5)

■6

瓦質。灯明皿。 ヨコナデ ヨコナデ
灰色

黒色

誇

③
煤付着

杯蓋 残高  23 須恵器。小片。 回転ヘラケズリ 回転ナデ
灰色

灰色

密

◎

丸瓦
欝
幅
隣

裏面に布目痕あり。 ミガキ ケズリ
曽灰色

暗灰色

密

◎
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番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調整 色調

1貧写
胎土

焼成
備考 図筋

外面 内面

平瓦
欝
幅
隣

ナデ ナ デ
色

色
顧
麒

密

◎

平瓦

長さ   94
幅     82
厚さ  17

ミガキ ナデ

色

色

灰

灰

暗

暗

厨

③

地点不明出土遺物観察表   土製品

水泥遺跡 4次調査

(2)
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第 4章 水泥遺跡 5次調査

1.調査の経緯
(1)調査に至る経緯
2007(平成 19)年 4月 、松山市都市整備部道路建設課 (以下、道路建設課)よ り松山市道小野 203

号線道路新設工事にあたり、工事対象地南半部、松山市水泥町 431の一部外における埋蔵文化財の確

認依頼が財団法人松山市生涯学習振興財回埋蔵文化財センター (以下、埋文センター)にあった。

そこで、対象地内における埋蔵文化財の有無を確認するため、埋文センターと道路建設課は委託契

約を結び、試掘調査を実施することとなった。試掘調査は 2007(平成 19)年 4月 19日 から4月 27

日までの間に実施した。その結果、水田址や畑址、溝、土坑を検出したほか、須恵器片、陶磁器片、

石器が出土した。試掘調査の結果を受け、松山市教育委員会文化財課 (以下、文化財課)と道路建設

課は遺跡の取り扱いについての協議を行い、道路工事によつて消失する遺跡に対して記録保存のため

に発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は対象地内における古墳時代から中世までの集落構造解明を主目的とし、文化財課の指導

のもと、埋文センターが主体となり2007(平成 19)年 7月 17日 より開始した。

(2)調査の経緯 悌 48図 )
調査は、2007(平成 19)年 7月 17日 から2007(平成 19)年 9月 28日 まで野外調査を実施し、その後、

10月 1日 からll月 30日 まで埋文センター内にて出土遺物の洗浄や注記、記録写真の整理、測量図

面の整理等を行つた。以下、作業工程を略記する。

調査は調査地内を東西 3つの区 (1区 。2区・3区)に分区し、さらに 1区 と2区はA～ D区の4

つの地区に細分区した (1区 -lA区 ・ lB区 。lC区・ lD区、 2区 -2A区 ・2B区 '2C区・

2D区 )。 なお、排土の置場を考慮し、 lA区から順に調査を実施した。

lA区の調査 :7月 17日 、現場の安全対策をし、 7月 23日 、重機で第Ⅳ oV層上面までを掘削す

る。 7月 24日 より遺構検出作業を行い、溝と自然流路を検出した。その後、各遺構の掘り下げ及び、

遺構や遺物の測量、写真撮影をし、 7月 31日 、 lA区の調査を終了する。

lB区の調査 :7月 23日、作業員により第 I層 を掘削し、 7月 24日 、第Ⅶ層上面の精査を行った

が、 lB区では遺構は検出されなかった。 7月 26日 、調査壁の上層図及び全測図等を作成し、 lB

区の調査を終了する。

lC区の調査 :7月 24日、重機で第Ⅳ層上面までを掘削し、 7月 25日 、第Ⅳ層上面の精査を行っ

たが、遺構は検出されなかった。 8月 17日 、重機で第Ⅵ層上面までを掘削し、第Ⅵ層上面の精査を行っ

たが遺構は検出されなかった。 8月 22日、調査壁の上層図及び全測図の測量等をし、 lC区の調査

を終了する。

lD区の調査 :7月 24日、重機で第Ⅱ層上面までを掘削し、溝を検出した。 lD区は試掘調査の

結果より遺構面二面を確認しており、第Ⅱ層上面での調査終了後、 8月 17日 、重機で第Ⅵ層上面ま

でを掘削した。第Ⅵ層上面では、柱穴 2基を検出した。9月 12日 、遺構の測量や写真撮影を行い、同日、

lD区の調査を終了する。
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水泥遺跡 5次調査

2A区の調査 :7月 24日 、重機で第Ⅲ層上面までを掘削し、第Ⅲ層上面の精査を行ったが、遺構
は検出されなかった。その後、 8月 17日 より重機で第Ⅳ層上面までを掘削し、畝状遺構を検出した。

9月 12日 、2A区の調査を終了する。
2B区の調査 :7月 24日 、重機で第Ⅳ層上面までを掘削し、第Ⅳ層上面の精査を行ったが、遺構
は検出されなかった。その後、8月 17日 より重機で第Ⅵ層上面までを掘削し、土坑と柱穴を検出した。

9月 12日 、 2B区の調査を終了する。

2C区の調査 :7月 24日 、重機で第Ⅳ層上面までを掘削し、第Ⅳ層上面の精査を行ったが、遺構
は検出されなかった。その後 8月 17日 より重機で第Ⅵ層上面までを掘削し精査を行ったが、遺構は

検出されず、少量の上器のみが出上した。 8月 23日 、 2C区の調査を終了する。
2D区の調査 :7月 25日 、重機で第Ⅳ層上面までを掘削し、第Ⅳ層上面の精査を行ったが、遺構
は検出されず、少量の上器片のみが出上した。その後、8月 24日 より重機で第Ⅵ層上面までを掘削し、

精査を行った結果、柱穴 3基を検出した。 9月 13日 、 2D区の調査を終了する。
3区の調査 :7月 26日 、重機で第Ⅳ層上面までを掘削し、精査を行ったが、遺構は検出されず少

量の上器片のみが出土した。 8月 29日、重機で第Ⅵ層上面までを掘削し、精査を行った結果、土坑

1基と柱穴 8基を検出した。その後、遺構の掘 り下げ、遺構や遺物の測量をし、 9月 13日 、 3区の

調査を終了する。なお、9月 14日 からは重機を使用し、調査地全体の埋戻し作業を行った。9月 20日 、

道具を救去して野外調査を終了した (9月 28日終了 )。 なお、調査中には南海測量設計株式会社に4

級基準点設置業務を委託した。

(3)調査組織
調査場所

調 査 名

調査面積

調査期間

調査主体

調査担当

松山市水泥町 431の一部外

水泥遺跡 5次調査

糸9763日ざ

2007(平成 19)年 7月 17日 ～同年 9月 28日

財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

水本完児

灰色 (10Y6/1)粘質土に明黄褐色 (2.5Y7/6)シ ル トがブロック状に混入するもので、

lA区 。lD区・ 2B区 。2D区 。3区にみられ、層厚 2～ 17cmを測る。
灰白色 (5Y7/1)を呈する砂質シルト層で、2C区のみにみられ、層厚 3～ 6 cmを測る。
灰白色 (5Y7/1)を呈する砂質シルト層に、明黄褐色 (2.5Y7/6)を 呈するシルト層が

ブロック状に混入するもので、lD区 。2B区 。2C区にみられ、層厚 2～ 14cmを測る。

2.層 位
(1)基本層位 彿 49～ 52図 )
調査地は松山平野南東部、標高 49.6～ 506mに立地する。調査地は、調査以前には水田として利
用されていた。基本層位は第 I層から第Ⅶ層までの七層である。

第I層 一近現代の農耕に伴う耕上であり、土色・土質の違いで五層に分類される。

第I①層 :灰色 (10Y6/1)粘 質土で調査地全域にみられ、層厚3～ 27cmを測る。

第I②層

第I③層

第I④層
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第48図 調査地測量図・土層模式―図
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層       位

第 I⑤層 :灰白色 (5Y7/1)を呈する砂質シルト層に、褐灰色 (10YR5/1)を呈するシルト層がブ

ロック状に混入するもので、2C区のみにみられ、層厚2～ 14cmを測る。

第Ⅱ層―近世の農耕に伴う耕上で、土色・土質の違いにより三層に分類される。

第■①層 :明褐色 (7.5YR5/6)を 呈するシルト層で、lA区 。2B区 。2D区・3区にみられ、

層厚2～ 55cmを測る。

第工②層 :灰褐色 (7.5YR6/2)を呈するシルト層で、 lD区のみにみられ、層厚2～ 16cmを測る。

lD区では、本層上面にて溝 (S D 102)を検出した。

第Ⅱ③層 :褐灰色 (10YR5/1)を呈するシルト層で、lD区・2A区・2B区にみられ、層厚2

～ 15cmを測る。

第Ⅲ層―中世の堆積層で、土質の違いにより二層に分類される。

第Ⅲ①層 :灰オリーブ色 (5Y6/2)を呈する砂質シルト層で、 lD区・2B区・2C区・2D区・

3区にみられ、層厚 2～ 37cmを測る。なお、 lD区では調査壁の上層観察により、本

層上面にて自然流路 〔S R 103:B〕 を確認した。また、 3区では本層上面にて自然

流路 〔S R 301:C〕 を検出した。

第Ⅲ②層 :灰オリーブ色 (7.5Y6/2)を 呈する粘質シルト層で、2C区のみにみられ、層厚 7～ 14

cmを波Jる。

第Ⅳ層―古代の堆積層で、土色の違いにより二層に分類される。

第Ⅳ①層 :掲灰色 (7.5YR5/1)を 呈するシルト層で、 lB区 を除く地区にみられ、層厚 3～ 37cm

を測る。本層上面にて、 lA区では自然流路 (S R 101)、 2A区では畑遺構に伴う畝

溝を検出した。

第Ⅳ②層 :灰褐色 (7.5YR5/2)を 呈するシルト層で、 lC区・lD区 。2A区 。2B区 。2C区・

2D区にみられ、層厚 2～ 25cmを測る。

第V層 ―暗褐色 (10YR3/3)を 呈するシルト層で、 lA区 とlD区に部分的にみられ、層厚 4～ 20

cmを測る。 lA区では本層上面にて溝 (S D 101)を 検出した。なお、本層中からは弥生土

器片と土師器片とが少量出土した。

第Ⅵ層―土色・土質の違いで三層に分類される。

第Ⅵ①層 :明黄褐色 (10YR6/6)を 呈するシルト層で、 lC区・lD区・2B区 。2C区 。2D
区にみられ、層厚 8～ 20cmを測る。本層上面にて、 lD区では柱穴 2基 (S P 101・
102)、 2B区では土坑 (S K 201)と 柱穴 (S P 201)、 2D区では柱穴 3基 (S P 202
～ 204)を検出した。

第Ⅵ②層 :暗灰色 (N3/1を 呈する粘質上で、lA区・2A区 。2D区・3区にみられ、層厚 2～ 16

cmを測る。 lA区では調査壁の上層観察により、本層上面にて自然流路 〔S R 102:A〕

を確認した。

第Ⅵ③層 :青灰色 (5BG5/1)粘質上で lA区と3区にみられ、層厚 2～ 13cmを測る。

第Ⅶ層一灰色 (5Y6/1)砂 に径 3～ 5 cm大の円礫を含むもので、 lA区 。lB区・ lC区・2A区

で検出され、層厚 2～ 40cmを 測る。本層上面は調査地東端 1△ 区。lB区が最も高く、

標高 49.7mを測り、漸次、西側へ向けて傾斜をなす。
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(2)検出遺構・遺物 悌 53～ 55図 )

調査では、弥生時代から近世までの遺構や遺物を確認した。検出した遺構は溝 2条、自然流路 4条、

土坑 2基、柱穴 14基、畑遺構 (畝溝 4条)である。各地区で検出した遺構は、表 21に記す。遺物は

弥生土器や土師器、須恵器が出上した。

なお、調査にあたり調査地内を 10m四方のグリットに分けた。グリットは南から北へA・ B・ C、

東から西へ 1・ 2,3・ ・・・■ とし、Al・ A2・ ・・・C llと いったグリット名を付けた。グリッ

トは、遺構の位置表示や遺物の取り上げに使用した。

表21 出遺

lA区 lB区 lC区 lD区 2A区 2B区 2C区 2D区 3区

弥生～

古墳

SD101

SR102

古 代
SR101 SP101

・ 102

畝溝201

-204
SK201

SP201

SP202
⌒ツ204

SK301

SP301
⌒ヤ308

中 世
SR103 SR301

近 世
SD102
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水泥遺跡 5次調査

3.遺構と遺物

本調査では、古墳時代から近世までの遺構や遺物を確認した。検出した遺構は、溝 2条、自然流路

4条、土坑 2基、柱穴 14基、畑遺構 (畝溝 4条)である。

(1)1区 の調査
1区では、第Ⅱ②層上面で近世の遺構、第Ⅳ①層と第Ⅵ①層上面で古代以降の遺構、第V層上面で

古墳時代以降の遺構を検出した。検出した遺構は、溝 2条、自然流路 3条、柱穴 2基である。なお、

lB区とlC区では、遺構・遺物共に検出できなかった。

1)溝

S D 101(第 53・ 56図、図版 15)

lA区西側B3区に位置する北東一南西方向の溝で、溝南端は消滅し北端は調査区外に続く。第V

層上面で検出した。規模は検出長 1.Om、 幅 0.62m、 深さ 12cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、埋

土は褐色シルトに灰色砂が少量混じるものである。遺物は埋土中より、土師器 2点が出土した。

出土遺物 (第 56図 )

1は土師器高郭の柱部、 2は壺の肩部片である。 1は柱部が「ハ」の字状に広がる。

時期 :出上した遺物の特徴より、古墳時代中期とする。

S D 102(第 53・ 57図、図版 16)

lD区南東部A4・ 5区に位置する北東一南西方向の溝で、溝両端は調査区外に続く。第Ⅱ②層上

面で検出した。規模は検出長 3.5m、 幅 084m、 深さ 12cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は

褐色シルト単層である。溝内から、遺物は出上していない。

時期 :遺物は出土していないが、検出層位より近世とする。

1

5       1 0cmH=5000m
-  1 -

V
(S='3)

1 褐色 (7 5YR4/6)シ ル トに
灰色 (10Y6/1)砂 が少量混入

0      1m

… (S=■ 50)

オ刊 9く 2`

0            10           20cm

(S=■ 4)

第56図 SD101測量図・出土遺物実測図
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2)自然流路

S R 101(第 53・ 58図、図版 15)

lA区中央都B2'3区 に位置する北東―南西

方向の流路で、流路両端は調査区外に続く。第Ⅳ

①層上面で検出し、第工①層が覆う。規模は検出

長 7.6m、 幅 2.2m、 深さ45cmを測る。断面形態

はレンズ状を呈し、埋土は三層に分層される。埋

土上位より1層灰色砂、 2層褐灰色シルトに少量

の砂が混じるもの、3層掲灰色粘質シルトである。

流路内から、遺物は出上していない。

時期 :遺物は出土しなかったが、第Ⅳ①層上面

で検出し第Ⅱ①層が覆うことから、概ね古代以降

とする。

S R 102(第 53図、図版 15)

lA区北壁の土層観察により確認した流路で、

lA区東半部に存在したものと推測される。第Ⅵ

②層または第Ⅷ層を基盤とし、第Ⅳ①層が流路上

面を覆う。規模は検出長 6.lm、 深さは10～ 32cm

を測る。埋土は灰白色砂 〔第 49図 :A〕 である。

時期 :検出層位より、弥生時代から古墳時代の

流路とする。

灰色 (10Y6/1)砂
褐灰色 (10YR6/1)シ ル トに少量の砂が混入
褐灰色 (10YR5/1)粘 質シル ト

遺 構 と 遺 物

第58図 SR101測量図

_  l  H=49.90m

1 褐色 (7.5YR4/6)シ ル ト

0      1m

" (S=■ 50)

第57図 SD102測量図

Ⅵ③

0            3m

(S=■ 100)

①

北

」

Ⅱ②

１

２

３
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水泥遺跡 5次調査

S R 103(第 53図 )

lD区で検出した流路で、 lD区全域に存在する。第Ⅲ①層または第Ⅳ①層上面での検出であり、
第工②層が覆う。規模は深さ6～ 20cmを測り、埋土は灰白色砂 〔第 50図 :B〕 である。流路内からは、

遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は難しいが、検出層位より、概ね中世の流路とする。

の

仁 ⑮
」

⑩
」

の

仁

H=4810m

挙 Ⅵ①

。   〔
SP102〕
 50om

(S=■ 20)

第59図  SP1 01・ 102測量図

(2)2区 の調査
2区では、第Ⅳ①層と第Ⅵ①層上面で古代の遺構を検出した。検出した遣構は、土坑1基、柱穴4

基、畑遺構 (畝溝 4条)である。なお、 2C区では遺構 。遺物共に検出できなかった。
1)土 坑

S K 201(第 54・ 60図、図版 18)

2B区東端A6～ B7区に位置し、土坑東側は調査区外に続く。第Ⅵ①層上面で検出し、第Ⅳ②層
が覆う。平面形態は円形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長 0,68m、 南北長140m、 深さ

13cmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は褐灰色シルト単層である。遺物は、埋土中より少量の上

師器片が出土したが、図化しうるものはない。

時期 :時期決定は難しいが検出層位より、概ね古代以前とする。

3)柱 穴

S P 101・ 102(第 53・ 59図 )

lD区西半部A4・ 5区に位置する。第Ⅵ①層

上面で検出した。平面形態は円形を呈し、規模は

径 9～ 12cm、 深さ16～ 18cmを測る。埋土は褐灰

色シルト単層である。遺物は、埋土中より上師器

片が数点出土したが、図化しうるものはない。

時期 :時期特定は難しいが、検出層位や出土遺

物より、概ね古代以前とする。

2)柱 穴

S P 201(第 54・ 61図、図版 18)

2B区南側A7区に位置し、第Ⅵ①層上面で検
出した。平面形態は楕円形を呈し、規模は径 14

cm、 深さ 10cmを測る。埋土は褐灰色シルト単層

である。柱穴内から、遺物は出上していない。

S P 202～ 204(第 54,61図、図版 19)

2D区西半部B7～ C8区に位置し、第Ⅵ①層
上面で検出した。平面形態は楕円形を呈し、規模

は径 17～ 24cm、 深さ6～ 9 cmを測る。埋土は二

種類に分かれ、S P 202は灰褐色シルト、S P 203

H=49,70m

1 褐灰色 (10YR4/1)シ ル ト

(S=■ 50)

第60図 SK201測量図

H=48,10m

Ⅵ塵

〔SP101〕

褐灰色(7.5YR4/1)シ ルト

○
仁

①

④
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遺 構 と 遺 物

・204は褐灰色シルトである。遺物は、埋土中より土師器片が数点出上したが、図化しうるものはない。

時期 :時期決定は難しいが、検出層位や出土遺物より、概ね古代以降とする。

3)畑遺構 (第 54・ 62図、図版 17・ 18)

2A区東半部A5・ 6区にて、畑に伴う南北方向の畝溝 4条 (畝溝 201～ 204)を検出した。第Ⅳ

①層上面での検出である。規模は幅 0.28～ 0.39m、 深さは4～ 5 cmを測る。断面形態は皿状を呈し、

灰白色砂で埋没している。畝溝基底面にはわずかに凹凸がみられるが、ほぼ平坦である。畝溝内から、

遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は難しいが、検出層位より概ね古代以前とする。

②
仁

⊆ 》

」

H=48.90m

撃 Ⅵ①

〔SP201〕

褐灰色(7.5YR4/1)シ ル ト

灰褐色(7 5YR6/2)シ ル ト

- 1

奎罵≡
=フ
年
Ⅵ①

〔SP202〕

≪ )4
H=48.30m

第61図 SP201～ 204測量図

H=48.60m
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畝溝201

1 蜘

0        1       2m

(S=■ 50)

①
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１
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華
Ⅵ①

〔SP204〕
0            50om

(S=■ 20)

Ｅ
Ｏ
０
０
く
＝
Ｉ

Ⅳ①

第62図 2A区畝溝検出状況図

1 灰白色 (10Y7/1)砂
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水泥遺跡 5次調査

(3)3区 の調査

3区では、第Ⅵ①層上面と第Ⅵ③層上面で古代以前の遺構と遺物を確認した。検出した遺構は、自

然流路 1条、土坑 1基、柱穴 8基である。

1)自然流路

S R 301(第 52図 )

3区調査壁の土層観察により確認した流路で、3区全域に存在する。発掘調査時には流路の存在を

認識できず重機にて掘削を行ったため平面調査は実施していない。第Ⅲ①層を基盤とし、第Ⅱ①層が

流路上面を覆う。規模は深さ14～ 40cmを測るが、幅や流路方向等は不明である。埋土は灰色砂 (第

52図 :C)である。流路内から、遺物は出上していない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は難しいが、検出層位よりTRIね中世の流路とする。

2)土 坑

S K 301(第 55・ 63図、図版 20)

調査区南東部C9区に位置し、土坑南側及び北側は調査区外に続く。第Ⅵ③層上面で検出し、第Ⅳ
①層が覆う。平面形態は方形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長 3.16m、 南北検出長 2.43m、

深さ16cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は暗灰色粘質土単層である。遺物は、埋土中より上

師器片が数点出土したが、図化しうるものはない。

時期 :時期決定は難しいが、検出層位より概ね古代以前とする。

1 暗灰色(N3/)粘質土
H=48.40m

第63図 SK301測量図

Ｅ
Ｏ
寸
．∞
ヾ
Ｈ
Ｉ

(S=■ 50)
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遺 構 と 遺 物

3)柱 穴

S P 301～ 308(第 55・ 64図、図版 20)

調査区中央部C9。 10区に位置し、第Ⅵ③層上面で検出した。平面形態は円形を呈し、規模は径

14～ 26cm、 深さ4～ 6 cmを測る。柱穴埋土は、いずれも灰黄色シルト単層である。遺物は埋土中より

土師器片が数点出土したが図化しうるものはない。

時期 :時期決定は難しいが、検出層位や出土遺物より概ね古代以前とする。

(4)包含層・地υ点不明出土遺物

1)第Ⅳ①層出土遺物 (第 65図 )

3は土師器椀の口縁部小片。口縁部は直立気味に立ち上がり、口縁端部は九い。古墳時代。 4は壺

の底部で、平底である。底部外面には黒斑がみられる。弥生後期。

2)地点不明出土遺物 (第 65図 )

5は童の口縁部小片である。口縁部は短く外反し、口縁端部は「コ」の字状に丸い。

①
Ю

仁
◎
r 仁

◎

r 仁

⊆ )r
H=48.40m

登≦≡全≡∠圭_Ⅵ③
〔SP304〕

①
Ю ④Ю

②
咆

咀壁撃3塩   4劇

＼(上Z 下
~¬ ~

π
名

H=48.40m

七 ③

日=4840m~≧

≦望三塁三二Ⅵ③
〔SP301〕

◎ 4

〔SP302〕

〔SP306〕 〔SP307〕 0           50cm

(S=■ 20)
第64図 SP301～ 308測量図

o            10           20cm

(S=■ 4)

第65図 出土遺物実測図

①

仁

H=48.40m~   1 ~

学 Ⅵ③

〔SP305〕

1 灰黄色(2.5Y6/2)シ ル ト

(   lt｀
⊃

  P3

(S=,3)

第Ⅳ①層 :3。 4
地点不明 :5

ピ 亀

H=4840m

全く三豆をlⅥ③
〔SP303〕
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水泥遺跡 5久調査

4。 まとめ

水泥遺跡 5次調査は、古墳時代から中世までの集落範囲やその構造を解明することを主目的として

行った。調査の結果、古墳時代から古代、近世の遺構と、弥生時代から古墳時代までの遺物を確認す

ることができた。

(1)弥生時代
弥生時代の遺構は未検出であるが、古墳時代の溝 S D 101や 第Ⅳ①層中から弥生時代後期の土器が

出上した。調査地北東域にある平井遺跡 2次調査地や水泥遺跡からは、弥生時代後期の遺構や遺物が

出上しており、調査地や周辺地域に弥生時代後期集落が広がっていた可能性がある。

(2)古墳時代～古代
古墳時代の遺構は、 lA区の第V層上面にて溝1条 (S D 101)を 検出した。遺物は溝内及び第Ⅳ
①層中より該期の上器片が少量出土している。古代の遺構は、土坑S K 201(2B区 )、 S K 301(3

区)、 自然流路S R 101(lA区 )、 柱穴14基 (lD区 。2B区 。2D区 。3区 )、 畝溝4条 (2A区 )
を検出した。遺構内からは時期特定しうる遺物の出土はないが、検出層位より概ね古代もしくは古代

以前の遺構と推測される。調査地東方に隣接する水泥遺跡では古代の水田址と畑址が検出されている

ことから、検出した畝溝はもとより、土坑や柱穴は農村集落に伴う遺構と考えられる。

(3)近 世
近世の遺構は、 lD区 にて溝 1条 (S D 102)を 検出した。溝は、ほぼ直線的に掘削されており、
水田耕作に関連する遺構と推測される。周辺においては、水泥遺跡 4次調査において近世段階の水田

址や畑址が検出されていることから、今回検出した溝は、これらの遺構に伴う可能性が高いと考えら

れる。

以上、今回の調査では、水泥遺跡 5次調査地における古墳時代から古代と近世の集落や生産域の存

在を推測される資料が得られた。今後は、調査地周辺の遺跡との関係を検討し、古墳時代から近世ま

での集落範囲や構造、さらには、生産域の範囲を究明しなければならない。

遺構・遺物一覧 一凡例一

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構 。遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法量欄    ( ):復 元推定値
胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。

例)石→石英、長→長石、金→金ウンモ、赤→赤色酸化土粒。

( )の中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石・長 (1～ 4)→「 1～ 4 mm大の石英 。長石を含む」である。
焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

-88-



表 22  溝一覧
溝

ＳＤ
地  区 断面形

規 模 (m)
長さ×幅×深さ

方 向 埋  土 出土遺物 時 期 備 考

l AttB 3 皿状 100 X 062 X 012 北東―南西
掲色シル ト(灰

色砂が少量混入 )
土師 古墳中期

l DttA 4・ 5 皿状 350 X 084X 012 北東―南西 褐色シルト 近世

表 26  畑遺構一覧

遺 構 一 覧

表 23  自然流路一覧
流路

(SR)
地 区 断面形

規 模 (m)
長さ×幅×深さ

方  向 埋  土 出土遺物 時 期 備 考

lA区
B2・ 3

レンズ状 760× 220X 045 北東―南西 灰色砂 他 古代以降

lA区 610× 一 ×010～ 032 灰白色砂 弥生～古墳

lD区 ×  ―  X 006～ 020 灰白色砂 中世

301 3区 ―  ×  ―  × 014～ 040 灰色砂 中世

表 24  土坑一覧
土坑

rRKⅢ
地  区 平面形 断面形

規 模 (m)
長さ(長径Ⅲ×幅 (短径〕×深さ

埋  土 出土遺物 時 期 備 考

201
2B区
A6～ B7 円形 皿状 140× 1068)× 013 褐灰色シルト 古代以前

3区 C9 方形 皿状 316 × 243 × 016 暗灰色粘質土 古代以前

表 25  柱穴一覧
穴

耐

柱

ｒＳ
地  区 平面形

規  模 (m)

長さ(長径 )× 幅 (短径 )× 深さ
埋   土 出土遺物 備 考

l DttA 4 円形 012X010X018 褐灰色シルト

l DttA 5 円形 011 × 009 X 016 褐灰色シルト

2 BttA 7 楕円形 017× 01l X 010 褐灰色シルト

202 2 DttB 7 楕円形 024 X 019 X 006 灰褐色シルト

203 2 DttC 8 楕円形 023 × 018 X007 褐灰色シルト

204 2 DttB 8 楕円形 021 × 017 ×009 褐灰色シルト

3区 C9 円形 016 X 016 X 005 灰責色シルト

3区 C9 楕円形 019 X 015 × 005 灰責色シルト

3区 C9 円形 017 × 014 X 004 灰責色ンルト

3区 C9 円形 026 × 024 X 006 灰黄色シルト

3区 C9 円形 022 X 022 X 005 灰責色シルト

3区 C9 円形 017 X 016 X 005 灰黄色シルト

3区 C10 円形 020 X 018 X 006 灰黄色シルト

308 3区 C10 円形 018X016X005 灰黄色シルト

畝溝 地 区
規 模 (m)
長さ×幅×深さ

断面形 埋  土 出土遺物 時 期 備 考

2 AttA 5 242×  033 X 004 皿状 灰白色砂 古代以降

2 AttA 6 297 X 034 × 004 皿状 灰白色砂 古代以降
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畝溝 地  区
規 模 (m)
長さ×幅×深さ

断面形 埋  土 出土遺物 時 期 備 考

203 2 AttA 6 308 X 028 X 004 皿状 灰白色砂 古代以降

2 AttA 6 258× 039× 005 皿状 灰白色砂 古代以降

水泥遺跡 5次調査

畑遺構一覧

表 27  S D 101出 土遺物観察表 土製品

表28  第Ⅳ①層出土遺物観察表 土製品

表29  地点不明出土遺物観察表 土製品

(2)

番婦 器種 法量 (cm) 形態・施支
調 整 色調斌写

胎土

焼成
備考

外面 内面

1 高イ 残高  65 「ハ」の字状の柱部。 マメツ マメツ
炎澄茶色

炎橙茶色

百 長 (1～ 4)

◎

2 重 残高  23 肩部小片。 マメツ マメツ
淡褐色

乳灰褐色

石(1～ 3)赤

◎

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調整 色調

1貧目
胎土

焼成
備考 図肪

外面 内面

3 椀
径

高

口

残

口縁部は直立気味に立ち上がり、口

縁端部は九い。小片。
マメツ マメツ(ナデ )

淡褐橙色

淡褐澄色

長

◎

4 士笠

ω

８

億
ヽ

２

径

高

底

残
平底。 マメツ マメツ(ナデ )

暗茶色

暗茶色

石 。長 (1～ 4)

金

◎

黒斑

番号 器種 法量仲m) 形態・施文
調整 色調

1貧唇|
土

成

胎

焼
備考 図版

外面 内面

5 壁 ・
６
　
お

径

高

口

宏

口縁部は短く外反し、口縁端部は

「コ」の字状に丸い。小片。

ヨコナデ

マメツ(ミ ガキ?

―■ミガキ

ナデ

橙褐色

淡橙黄色

石

◎

長 ll～ 3)
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第 5章 水泥遺跡 6次調査

1.調査の経緯
(1)調査に至る経緯
2006(平成 18)年 10月 、松山市都市整備部道路建設課 (以下、道路建設課)よ り、松山市道小野

202号線道路新設工事にあたり、工事対象地の東半部、松山市水泥 487-2の一部外における埋蔵文

化財の確認依頼が財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター (以下、埋文センター)にあっ

た。そこで、対象地内における埋蔵文化財の有無を確認するため、埋蔵文化財センターと道路建設課

は委託契約を結び、試掘調査をすることになった。試掘調査は 2006(平成 18)年 11月 1日 ～ 11月

10日 までの間に実施した。その結果、水田遺構、畑遺構、滞、鋤址、柱穴、自然流路を検出したほか、

土師器、須恵器、陶磁器、石器が出土した。試掘調査の結果を受け、松山市教育委員会文化財課 (以

下、文化財課)と道路建設課は遺跡の取り扱いについて協議を行い、道路工事によって消失する遺跡

に対して記録保存のための発掘調査を実施することとなった。発掘調査は対象地内における古墳時代

から中世までの集落構造解明を主目的とし、埋文センターが主体となり2007(平成 19)年 10月 1日

より本格調査を実施した。

(2)調査の経緯 悌 66図 )
調査は2007(平成 19)年 10月 1日 から2007(平成 19)年 12月 27日 までの間、屋外調査を実施し、

その後、2008(平成 20)年 1月 7日 から2月 29日 まで埋文センターにて整理作業を実施した。以下、

屋外調査、整理作業等の工程を略記する。

調査は調査地内を2つの区 (1区・2区)に分区し、さらに調査地内には生活道路が存在していた

ことから、各区を細分化して進めた (1区 -lA区・lB区。lC区、2区 -2A区 。2B区 。2C区・

2D区 。2E区 。2F区 。2G区 。2H区 )。 2007(平成 19)年 10月 2日 、 2区の調査に着手した。

まず、重機 (バ ックホー 0.1ど )を使用し2C区 。2D区・2E区・2F区・2G区・2H区 。2B

区。2A区の順で表土層の除去を開始した。表土除去後、遺構検出作業をおこない、2B区では第Ⅳ

①層上面で溝と鋤址、第Ⅵ層上面にて溝、2C区では第Ⅲ①層上面にて畦畔と鋤址、2D区では第Ⅲ

①層上面にて溝、柱穴、畦畔、2E区では第Ⅲ①層上面にて畦畔を検出した。2F・ G・ H区からは

遺構は検出されなかった。各遺構の掘り下げや測量作業をし、遺構検出状況や完掘状況写真を撮影し

た。10月 11日 より、 1区の調査に着手した。 lB区・lC区 。lA区の順で表土層を除去した。 1

B区は重機を使用し、 lC区 とlA区は入力で掘削をおこなった。 lA・ lB・ lC区では第Ⅳ①層

上面にて溝と鋤址を検出した。各調査区の測量作業をおこない、調査地全体の完掘状況写真を撮影し

た。12月 18日 より2F・ 2G。 2H区から埋め戻しをした。12月 25日、発掘機材を撤収し、屋タト

調査を終了した。なお、調査中には南海測量株式会社に4級基準点設置業務を委託した。

(3)調査組織
調査場所 :松山市水泥町 487-2の一部外

調査面積 :507だ

調査期間 :2007(平成 19)年 10月 1日 ～同年 12月 27日

調査担当 :相原秀仁 。宮内慎一
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水泥遺跡 6次調査

2.層 位

(1)基本層位 彿 67～ 72図 )
調査地は、調査以前は水田として利用されていた。現況は調査地東端が最も高く、標高 5610mを

沢1り 、中央部から西側にかけて低 くなり、調査地西端では標高 53.00mを波1る。

基本層位は、以下の七種類である。第 I層は近現代の水田耕作に伴う客土、第Ⅱ層は近世段階の堆

積層または水田耕作や畑作に伴う耕上、第Ⅲ層は中世段階の水田耕作や畑作に伴う耕土、第Ⅳ層は古

代段階の堆積上、第V層は弥生土器、土師器、須恵器を含む遺物包含層、第Ⅵ層は無遺物層、第Ⅶ層

は河川氾濫堆積物である。

第 I層 ―土色・土質の違いにより、3種類に分層される。

第I①層 :青灰色 (5B6/1)粘質上で全調査区にみられ、層厚 8～ 36cmを測る。

第 I②層 :灰色 (75Y6/1)粘質土でlC・ 2C・ 2D。 2F。 2H区を除く調査区にみられ、 層
厚3～ 8 cmを測る。

第 I③層 :明黄褐色 (2.5Y7/6)粘 質上で2F・ 2G・ 2H区を除く調査区にみられ、層厚 2～

6 cmを預よる。

第Ⅱ層一土色 。上質の違いにより、 3種類に分層される。

第Ⅱ①層 :灰黄色 (2.5Y7/2)砂質シルトで lA・ lC・ 2A・ 2B,2D・ 2E区にみられ、
層厚 2～ 18cmを測る。

第Ⅱ②層 :灰色 (5Y5/1)砂質シルトで lA区 にみられ、層厚 2～ 6 cmを測る。

第工③層 :黄灰色 (25Y6/1)シ ルト層で lA。 lC。 2F・ 2G。 2H区を除く調査区にみられ、

層厚 4～ 14cmを測る。

第Ⅲ層―土色・土質の違いにより、2種類に分層される。

第Ⅲ①層 :灰白色 (7.5Y7/1)土で灰白色はOY8/り 微砂が少量混入する。 lB・ 2B・ 2C・ 2D・

2E区にみられ、層厚 4～ 10cmを測る。本層上面では2C・ 2D。 2E区 にて溝、土坑、

柱穴、畦畔、鋤址を検出した。

第Ⅲ②層 :灰白色 (7.5Y7/2)シ ルト層で2D区にみられ、層厚 2～ 4 cmを測る。

第Ⅳ層―土色・土質の違いにより、2種類に分層される。

第Ⅳ①層 :オ リーブ灰色 (10Y4/2)シルト層で2A・ 2C・ 2F'2G。 2H区を除く調査区に
みられ、層厚 6～ 36cmを測る。本層上面では lA・ lB・ lC,2B区 にて溝、鋤址
を検出した。

第Ⅳ②層 :暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)シ ルト層で lC区 にみられ、層厚 10～ 18cmを測る。

第V層 ―黒褐色 (2.5Y3/2)粘質上で2B。 2C・ 2D区にみられ、層厚 6～ 20cmを測る。本層上面
では2C区にて検出した。

第Ⅵ層―黄色 (2.5Y7/8)シ ルト層で lC・ 2B区にみられ、層厚 10～ 28cmを測る。本層上面では

2B区 にて溝を検出した。

第Ⅶ層一河川氾濫堆積物で礫径・色の違いにより、 3種類に分層される。

第Ⅶ①層 :青灰色 (10BG6/1)砂礫で2B区 にみられ、層厚 6～ 10cmを測る。

第Ⅶ②層 :明黄褐色 (2.5Y6/8)砂礫で2A区にみられ、層厚 6～ 16cmを測る。

第Ⅶ③層 :灰色 (10Y6/1)砂礫で2F。 2G・ 2H区 にみられ、層厚 8～ 16cmを測る。
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表 30  検出遺構一覧

中 世 近 世

lA区 鋤址 :36条

lB区 溝 :1条 (SD101)、 鋤址 :67条

lC区 溝 1条 (SD102)

2A区

2B区 溝 :1条 (SD201)、 鋤址 :27条 溝 :1条 (SD202)

2C区 畦畔 :1条、鋤址 :16条

2D区
溝 :1条 (SD203)、土坑 :1基 (SK201)、
柱穴 :1基 (SP201)、 畦畔 :3条

2E区 畦畔 :4条

2F区

2G区

2H区

遺 構 と 遺 物

(2)検出遺構・遺物 彿 73・ 74・ 80～ 88図 )

調査では溝 5条、土坑 1基、柱穴 1基、水田址 (畦畔・鋤址)を検出した。遺構は検出層位から、

主に中世から近世段階のものである。各区で検出した遺構は、表 30に記す。遺物は遺構内や第V層

中から弥生土器・土師器・須恵器が出上した。なお、遺物の出土量は収納箱 (60× 44× 7 cm)1箱、

(60× 44× 14cm)5箱の計 6箱分である。

調査にあたり、調査地内を 10m四方のグリットに分けた。グリットは西から東へ 1・ 2'3・ ― ・

25、 北から南へA・ BoCと し、AloA2・ A3・ ・・B25と いったグリット名を付した。グリッ

トは遺構の位置表示や遺物の取り上げに利用した。
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水泥遺跡 6次調査

3.遺構と遺物

1区では溝 2条、鋤址 103条、2区では溝 3条、土坑 1基、注穴 1基、畦畔 8条、鋤址 42条 を検出した。

(1)1区 の調査 彿 73・ 74図 )
lA区では鋤址 36条、 lB区では溝 1条 (S D 101)、 鋤址 67条、 lC区では溝 1条 (S D 102)
を検出した。遺構はすべて第Ⅳ①層上面で検出した。

1)溝

S D 101(第 74・ 75図、図版 23)

lB区南側B6・ 7区に位置する東西方向の溝で、溝東端は北側に屈曲する。溝北側は鋤址を切り、

溝西端と東端は調査区外に続く。第Ⅳ①層上面での検出であり、第Ⅲ①層が覆う。規模は検出長 8.60

m、 検出幅 0.20～ 1.10m、 深さ15～ 23cmを測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は灰色砂 (微砂)

である。溝内からは、須恵器壼の口縁部片と甕の胴部片が出上した。

3

X=89095
|

※①～③は調査壁土層図ポイント
a‐ a′ は断面ポイントを示す。

X=89100
|

第73図 lA区遺構配置図

X=89105
|

Y=-62560

試掘 トレンチ

Y=-62550

|

A

(S=■ 100)

Ｉ

Ｂ
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遺 構 と 遺 物

試掘 トレンチ

Y=-62510

〔第Ⅳ①層上面〕

♂
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

試

I     イ  c

※◎～①は調査地上層図ポイント
b― b′、c― c′ は断面ポイントを示す。

O bl       15m

第74図  lB・ lC区遺構配置図
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水泥遺跡 6次調査

出土遺物 (第 75図 )

1は須恵器壼の口縁部片で、顎部に波状文を施す。 2は須恵器甕の胴部片。外面に格子目叩き、内

面には円弧叩きを施す。

時期 :出上した遺物の特徴と検出層位から、中世とする。

S D 102(第 74・ 76図 )

lC区北半部C5。 6区に位置する東西方向の溝で、溝東側と西側は調査区外に続く。第Ⅳ①層上

面での検出であり、第工①層が覆う。規模は検出長 8。90m、 検出幅 040～ 0.90m、 深さ8～ 18cmを

測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は第Ⅲ①層灰白色土 (微砂混じり)である。溝内からは肥前

系の陶器や青磁碗のほか瓦が出上した。

出土遺物 (第 77図、図版 29)

3は肥前系の陶器碗で、内外面に灰白釉が掛けられている。17世紀後半～ 18世紀前半頃の製品で

ある。4は肥前系陶器の鉢で、外面に白色の刷毛目文様を施す。全面に透明釉が掛けられている。5

は陶器の行平蓋で、外面に鉄釉が掛けられ飛びカンナによる刻目を施す。 6は陶器製の鍋で、把手部

分は一部欠損している。7は陶器製の筒形香炉で、外面腰部まで灰白釉が掛けられている。8は陶器

製の徳利で、外面に草文が描かれている。 9は肥前系磁器の大皿で、腰部と底部外面に圏線 1条、高

台部分には圏線 2条が引かれている。灰白釉が掛けられているが、高台畳付は露胎のままである。10

は唐津焼の紅皿で、高台は一部欠損しており、全面に透明釉が掛けられている。17世紀後半～ 18世

紀前半頃の製品である。■は龍泉窯系の青磁碗で、外面に蓮弁文を施す。14世紀末。12は土管で、

内面にタテ方向のケズリ調整を施す。13は軒平瓦である。瓦当部分は貼付成形で、 3条の平行波状

文を施す。

時期 :出上した遺物の特徴から、概ね近世以降とする。

2)水田llL

鋤址 (第 73・ 74・ 78図、図版 23)

lA区とlB区では調査区全域で鋤址を検出した。両者共に第Ⅳ①層上面での検出であり、 lA区

は第Ⅱ③層、 lB区では第Ⅲ①層が覆う。 lA区では南北方向に36条、 lB区では東西方向に67条
の鋤址を検出した。規模は長さ0.15～ 2.30m、 幅 10～ 70cm、 深さ2～ 5 cmを測る。鋤址埋土は灰

責色土である。鋤址内からは、遺物の出土はない。

時期 :検出層位より、概ね中世とする。
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遺 構 と 遺 物

0        5       1 0cm

(S=■ 3)

(S=■ 50)

第75図 SD101測量図・出土遺物実測図
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水泥遺跡 6次調査

SD102測量図

Q Q′   H=53.10m

業
Ⅳ①

l 灰白色土(微砂混じり)

I

第76図
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遺 構 と 遺 物
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第77図 SD102出土遺物実測図

ヽ
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学
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〔lA区〕

Ⅳ①

l 灰黄色土
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Ⅳ①

第78図  1区鋤l■断面図

l H=53.40m
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水泥遺跡 6次調査

(2)2区 の調査 (第 79～ 84図 )

2B区では第Ⅳ①層上面で溝1条 (S D 201)、鋤llL27条、第Ⅵ層上面で溝1条 (S D 202)を検出した。
2C区では第Ⅲ①層上面で畦畔l条、鋤l■ 16条を検出した。2D区では第Ⅲ①層上面で溝1条 (S
D203)、 土坑1基 (S K 201)、 柱穴1基 (S P 201)、 畦畔3条を検出した。2E区では第Ⅲ①層上
面で畦畔4条を検出した。2A・ 2F。 2G。 2H区では遺構、遺物共に検出されなかった。
1)溝

S D 201(第 80・ 85図、図版 25)

2B区中央部B15区に位置する南北方向の溝で、西側に屈曲する。溝西側は消失し、南側は調査
区外に続く。第Ⅳ①層上面での検出であり、第Ⅲ①層が覆う。規模は検出長 3.50m、 幅 0.40～ 1.60m、

深さ5～ 8 cmを測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は灰白色上である。溝基底面にて、ピット (s

P① o②)を検出した。規模は、径 15～ 20cm、 深さ3～ 5 cmを測り、埋土は灰白色上である。溝及
びピット内から、遺物の出土はない。

時期 :検出層位より、概ね中世とする。

S D 202(第 80'86図 )

2B区西側B13区に位置する東西方向の溝で、溝東端と西端は調査区外に続く。第Ⅵ層上面での
検出であり、第Ⅱ①層が覆う。規模は東西検出長 3.30m、 幅 0,70～ 1.40m、 深さ10～ 25cmを測る。

断面形態はレンズ状を呈し、埋土は灰白色上である。溝基底面にて数箇所に凹みがみられ、小ピット

3基 (SP①～③)を検出した。ピットは径 5～ 8 cm、 深さ3～ 5 cmを測る。埋土は灰白色上である。
遺物は、溝埋土中より、磁器碗や須恵器杯のほか鉄津や鉄釘が出上した。

出土遺物 (第 87図、図版 29)

14は砥部焼の小碗で、回縁部内面に圏線 2条、内面見込みに圏線 1条、外面には多重圏線が引かれ、

圏線間に絞様文が描かれている。19世紀後半。15は須恵器郭の口縁部片で、推定口径 10.3cmを測る。

16・ 17は鉄製の釘で、断面方形状を呈する。18は鉄津で、重量 3.lgを測る。

時期 :出土遺物の特徴から、近世以降とする。

S D 203(第 82・ 88図、図版 26)

2D区西側A20区に位置する東西方向の溝で、溝東側はS K 201に切られ、西端は調査区外に続く。
第Ⅲ①層上面での検出であり、第I③層が覆う。規模は検出長 3.85m、 幅 17～ 30cm、 深さ2～ 5 cm

を測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は灰責色上である。溝内から、遺物の出土はない。

時期:遺物は出土していないが埋上が第Ⅱ③層に類似するため、概ね近世以降の遺構と考えられる。
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遺 構 と 遺 物

2)土 坑
S K 201(第 82・ 89図、図版 26・ 28)

2D区中央部A20。 21区 に位置し、土坑西側はS D 203、 畦畔を切り、北側は調査区外に続く。

第Ⅲ①層上面での検出であり、第二③層が覆う。平面形態は円形を呈するものと考えられ、規模は東

西検出長 1.40m、 南北検出長 1,00m、 深さ8～ 15cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、基底面は

土坑東側が高く10cmの段差がある。なお、土坑壁体下部は第Ⅳ①層、基底面は第Ⅵ層である。埋土

は灰責色土単層である。土坑内から、遺物の出土はない。土坑東側からは、5～ 15cm大の石が多数

出土したが、土器類の出土はない。

時期 :時期特定しうる遺物の出土はないがS D 203を 切ることから、近世とする。

3)柱 穴

S P 201(第 82・ 90図、図版 26・ 28)

2D区中央部A21区に位置し、畦畔を切つている。平面形態は円形を呈し、規模は径 36cm、 深さ

9 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は灰黄色上である。遺物は埋土中より瓦が出上したほ

か、 6～ 10cm大の石が出土した。

出土遺物 (第 90図 )

19は英斗瓦で、表面はナデ調整、裏面はタテ方向のヘラケズリを施す。色調は乳白色を呈し、内

外面に煤が付着する。

時期 :出土した遺物の特徴と畦畔を切ることから、近世以降とする。

4)水田址

①畦畔 (第 81～ 83・ 91図、図版 26)

2C。 2D。 2E区では畦畔を検出した。すべて第Ⅲ①層上面での検出である。2C区では調査区

西側A18区で南北方向に畦畔 1条を検出し、試掘トレンチに切られる。2D区では調査地全域で東

西方向に畦畔 1条 とそれに直行する南北方向の畦畔2条を検出し、S K 201と S P 201に切られる。

2E区では全域で東西方向に畦畔 1条、それに直行する南北方向の畦畔 3条を検出した。すべての畦

畔は灰白色土 (微砂混入)で築かれており、周辺土壌より硬くひきしまっている。規模は検出長 1,25

～ 5.45m、上場幅 25～ 50cm、下場幅 45～ 70cmを測る。畦畔の形状から水田は方形に区画されており、

水田埋土は第工③層である。

時期 :検出層位より、近世とする

②鋤址 (第 80・ 81・ 92図、図版 25)

2B区と2C区では鋤址を検出した。2B区では第Ⅳ①層上面での検出であり、第Ⅲ①層が覆う。

調査区中央部B15。 16区にて南北方向の鋤址 27条を検出した。2C区では第Ⅲ①層上面での検出で

あり、第Ⅱ③層が覆う。調査区東側A19区にて南北方向の鋤址 16条を検出した。規模は検出長 25

～ 220cm、 幅8～ 35cm、 深さ2～ 4 cmを測る。埋土は灰黄色土単層である。

時期 :検出層位から、2B区検出の鋤址は中世、2C区検出の鋤址は近世とする。
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水泥遺跡 6次調査
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第79図 2A区遺構配置図
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0          5         10m
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※①～③は調査壁土層図ポイント
第80図 2B区遺構配置図
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B

※①～①は調査壁上層図ポイント
cゼ は断面ポイントを示す。

遺 構 と 遺 物

X=89100

|

II

第81図 2C区遺構配置図
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※⑤～◎は調査壁土層図ポイント

a― a′、b‐げは断面ポイントを示す。
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水泥遺跡 6次調査

辰

第82図 2D区遺構配置図
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|
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遺 構 と 遺 物

X=89110

|

II

Y=-62360

Y=-62350

B  l l

※①～②は調査壁土層図ポイン ト

C― C′ 、d― d′ は断面ポイントを示す。

A     l

0

(S=1:100)

2E・ 2F区遺構配置図第 83図
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水泥遺跡 6次調査
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遺 構 と 遺 物

第35図 SD201測量図

― Ⅳ①

QQ′     l    H=54.80m

Ⅳ①

1 灰自色土

0          1m

(S=1:30)

Ｐ
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水泥遺跡 6次調査

Ⅵ

0

第86図 SD202測量図

(Sま 1:20)

灰白色土

lm
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遺 構 と 遺 物

15

0        5       1 0cm

(S=1:3)

脩       m

(S=1:1)

)
18

第87図 SD202出土遺物実測図

(3)包含層・地点不明出土遺物

1)第Ⅳ②・V層出土遺物 (第 93図、図版29。 30)

20～ 34は第V層、35～ 38は第Ⅳ②層出土遺物である。20～ 23は、弥生土器の甕形土器である。

口縁部は「く」の字状を呈し、口縁端部は尖り気味に九く仕上げる。24は重形土器の肩部片、25は

上げ底の底部である。26は鉢形土器で、口縁部は外反する。27～ 34は高杯形土器。27～ 29は郭部

片で、口縁部は外反する。30は脚柱部で、径 0.8cm大の子しを穿つ。81～ 34は脚裾部片で、裾部はラッ

パ状に開き、柱部下位に円孔を穿つ。弥生時代後期後葉～末。35は須恵器郭蓋で、推定口径 10.lcm

を測る。36は須恵器郭身で、たちあがり端部は尖る。37は須恵器の異形品で、外面に沈線 2条と刻

目を施す。38は、ほぼ完形の凹基無茎石鏃で、重量 0.7gを測る。サヌカイト製。

2)第 工③・Ⅲ②層出土遺物 (第 94図、図版 30)

39。 40は第Ⅲ②層、41～ 47は第I③層出土遺物である。39は土師器杯の底部片で、平底である。

40は備前焼の指鉢で、外面に回転ヘラケズリ調整を施す。色調は、内外面共に赤褐色を呈する。41

は唐津焼陶器の段皿である。高台畳付は釉剥ぎが施され、砂が付着している。17世紀中～後半の製

品である。42は肥前系磁器の碗で、回縁部内面に圏線 1条、外面に草花文が描かれている。43は磁

器製の神酒徳利で、外面に草文が描かれ、外面に透明釉が掛けられている。44は須恵器鉢で、推定

口径 34cmを測り、口縁端部は丸く仕上げる。45は須恵器壼の肩部片で、外面に烈点文と回転カキメ

調整を施す。46・ 47は平瓦である。46は炭素の吸着が良好で、色調は暗灰色を呈し、表面はナデ調

整を施す。47は焼成良好であるが、炭素吸着のやや不充分な箇所が見られる。
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水泥遺跡 6次調査

3)第 I層出土遺物 (第 95図、図版 30)

48は肥前系陶器の碗で、全体に灰白釉が掛

けられているが、腰部外面は無釉である。18

世紀前半頃の製品である。49は肥前系陶器の

段皿で、全面に灰白釉が掛けられている。17

世紀後半～ 18世紀前半頃の製品である。50は

瀬戸・美濃系の陶器皿である。外面腰部、底

部及び高台部分は無釉である。51は肥前系磁

器の小杯で、口縁部内面に圏線 2条、外面に

は幅広の圏線 1条 と草文が描かれている。52

は磁器の碗で、蛇ノロ高台を呈し、底部外面

と高台畳付及び内面見込み部分は釉剥ぎが施

されている。17世紀後半～ 18世紀前半頃の製

品である。53は磁器の端反碗で、高台部分に

圏線 1条が引かれている。内外面に透明釉が

掛けられているが、高台畳付は釉剥ぎが施さ

れている。54は磁器の皿で、底部外面に回転

糸切り痕が残る。底体部外面は露胎のままで

ある。55は瀬戸・美濃系の白磁角皿である。

内面には紗綾文と青海波文が描かれている。

色調は灰白色を呈し、透明釉が掛けられてい

る。19世紀頃の製品である。56は土師器の

郭で、底部切り離しは回転ヘラ切 り技法によ

る。10世紀後半～ 11世紀前半。57・ 58は須

恵器の郭で、57は体部下半部に沈線状の凹み

が巡る。 7～ 8世紀。59は須恵器壺の胴部片

で、外面に回転カキメ調整を施す。6～ 7世紀。

60～ 62は平瓦である。色調は暗灰色を呈し、

62は表面が一部銀化している。

H=55。 70m

1 灰黄色土

′     0           1m

(S=1:30)

第88図 SD203測量図

H=5570m

4)地点不明出土遺物 (第 96図、図版 30)

63は須恵器杯の底部、64は須恵器高郭である。64は柱部上位に沈線 2条が巡る。 6世紀後半。

はノミ形石斧、66は扁平片刃石斧である。緑色片岩製。

トレンチ
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第90図 SP201測量図・出土遺物実測図

(S=1:20)

第89図 SK201測量図
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日=55,70m

水泥遺跡 6次調査

b  b′ H=55.70ma  a′

1

―

―

[2D区 ]

Ⅲ①

c c′                 H=5590m

1 灰白色土 (微砂混入)

咽
d d′                  H=55.90m

Ⅲ①

第91図 2区畦畔断面図

[2E区 ]

Ⅲ①

0                1m

(S=1:20)

[2C区 ]

。   Ⅲ①         lm

(S=1:20)

aゴ   H=54.80m

看①
晒

1 灰黄色土

第92図 2区鋤l■断面図

4。 まとめ

水泥遺跡 6次調査では、中世から近世までの生産遺構と弥生時代から近世までの遺物を確認した。

(1)弥 生 時代 ～古 代
弥生時代や古墳時代、古代の遺構は未検出であるが、第Ⅳ層中から6～ 7世紀代、第V層中からは

弥生時代後期の遺物が少量ではあるが出上した。第Ⅳ層や第V層は調査地中央部から東部にかけて部

分的に堆積する土層である。このことから調査地東部では弥生時代から古墳時代にかけては比較的安

定した土壌が存在していたものと考えられる。

(2)中 世

中世の遺構は調査地全域で溝と水田址に伴う畦畔、鋤址を検出した。2C・ 2D。 2E区では東西

方向とそれに直行する南北方向の畦畔を検出した。水田の形状は比較的小規模な方形区画を呈してい

ることが解った。これは、中世の水田形状を知るうえで重要な資料となる。一方、水田の全体は検出

することができなかったため、規模や水口などの構造については今後の課題を残すこととなった。

(3)近 世

近世の遺構は2D区で土坑を検出した。土坑内からは土器のほか拳大の石が多数出上した。これは

近世段階に水田に関わる祭祀的な行為なのかもしれない。

今回の調査では、水泥遺跡 5次調査で検出した水田址や畑址の範囲が東側に広がることがわかった。

また、中世のみならず、近世段階まで脈々と水田や畑経営がおこなわれたものと考えられ、調査地一

帯が長期間に渡り生産域として土地利用されていたことがわかった。

b′   H=5490m

荒
螂

- 124-



め

20 21

W5陪ペ

23

＼ 下

~~恭

可

~~  f〃

30

0            10            20cm

(S=1:4)

37

茫 十 プ

,佑ヽ
´

窮     ~:ヨ

ロ 1日
日

HHⅢ

Ⅲ

第 V層 :20～ 34
第Ⅳ②層:35～ 38

0        5       1 0cm

(S=1:3)

第93図 第Ⅳ②・V層出土遺物実測図

24

‖Tプ地―
珍

0             5cm

(S=1:2)

- 125-



水泥遺跡 6次調査

｀
~  | :LD′

39

|

、i域

第Ⅲ②層 :39・ 40
第Ⅱ③層 :41～ 47

46

0        5       1 0om

(S=1:3)

第94図 第Ⅱ③・Ⅲ②層出土遺物実測図
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第96図 地点不明出土遺物実測図

遺構・遺物一覧 一凡例―

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

( ):復元推定値

土器の各部位名称を略記した。

例)口→口縁部、胴→胴部、体→体部、底→底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。
例)石→石英、長→長石、密→精製土。

( )の中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石 。長 (1～ 4)→「 1～ 4 alm大の石英・長石を含む」である。
焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

5om

法量欄

調整欄
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雰こ34 S D 101出土遺物観察表 土製品

雰こ35 S D 102出土遺物観察表 陶磁器

遺構一覧・遺物観察表

表 31  溝一覧
溝
鮒

地  区 断面形
規 模 (m)
長さ×幅×深さ

方 向 埋  土 出土遺物 時 期 備  考

B6・ 7 レンズ状 860 X 020- 110 X 015～ 023 東西 灰色砂 (微砂 ) 須恵 中世
第Ⅳ①層上面

鋤址を切る

C5 6 レンズ状 890 X 040～ 090 × 008～ 018 東西
灰白色土

(微砂混じり)

陶器 磁器
瓦

近世 第Ⅳ①層上面

201 B15 レンズ状 350 × 040-160 × 005～ 008 南北 灰白色土 中世 第Ⅳ①層上面

202 レンズ】犬 330 × 070´-140 X 010- 025 東西 灰白色土
磁器・須恵

鉄
近世 第Ⅵ層上面

A20 レンズ状 385 X 017-030 X 002-005 東西 灰責色土 近世
第Ⅲ①層上面

SK201に切られる

表 32  土坑一覧
坑

Ю

±

６
地  区 平面形 断面形

規 模 (m)
長さ(長径 )× 幅 (短径 )×深さ

埋  土 出土遺物 時 期 備  考

201 A20・ 21 円形 逆台形状 (140)×  (100)X 008～ 015 灰責色土 近世 第Ⅲ①層上面

表 33  桂穴一覧
穴

ＰＩ

柱

代
地  区 平面形

規 模 (m)

長さ(長径 )× 幅 (短径 )× 深さ
遅   土 出土遺物 備 考

A21 円形 036 X 036× 009 灰責色土 瓦 畦畔を切る

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調整 色調

1貧唇|
生
成
惰
焼

備考 瓢版
外 面 内面

1 霊

口径  (258)

残高  20
頸部に2条以上の波状文あり。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

天色

密

◎

2 甕 残高  48 同部小片。 格子叩き
円弧叩き

→ナデ消し

天色

灰色

密

◎

番号 材質 器 種 法量 lcm)
施 文 色調

 1貧唇十 和 薬 備 考 図版
外 面 内 面

3 陶器 碗
底径  14Ю

残高  37
明赤褐色 灰白釉 肥前系

4 陶器 鉢
口径  (2581

残高  34
帰」毛目 黄褐色 透明釉 肥前系

5 陶器 行平 残高  25 亥J目 灰黄色 透明界由 映釉

6 陶器 鍋
口径  (198)

残高  20
暗褐色 透明釉 29

7 陶器 香炉
底径  1431

残高  33

オリーブ灰色

にぶい黄橙色
灰白釉

陶器 徳利 残高  63 草文
灰白色

にぶい黄橙色
透明釉

磁器 皿
底径  o581

残高  17
灰白色 灰白釉

磁器 皿 残高  12 灰白色 透明釉 lB前系

磁器 碗 (青磁 ) 残高  28 蓮弁文 灰 色 薄緑釉 龍泉窯系
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夢≡36 S D 102出土遺物観察表 土製品

君言37 S D 202出土遺物観察表 陶磁器

義こ38 S D 202出土遺物観察表 土製品

言三39 S D 202出土遺物観察表 金属製品

義言40 S P 201出土遺物観察表 土製品

表 41 第V層出土遺物観察表 土製品

水泥遺跡 6次調査

(1

番号 器種 法量仲m) 形態・施文
調整 色調

1貧冨|
生

成

胎

焼
備考 瓢jln

外面 内面

土管
径

高
口
残

口縁端部は九味を帯びる。 ナ デ ナデ→ケズリ
灰黄色

灰責色

石 長 (1～ 5)

◎

軒平瓦

９

４

■

欝
幅
騨

瓦当部分に3条の平行波状線あり。 ナ デ ナデ
暗灰色

暗灰色

密

◎

材質 器 種 法量 (cm)
施   文 色調

 1貧目十 釉  薬 備  考 図跡
外  面 内  面

磁 器 碗
口径  o動
残高  43

絞様文 灰白色 透明釉 砥部焼

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文 調整 色調
1禽目|

生

成

胎

焼
備考 図版

外面 内面

杯
口径  (103)

残高   17
口縁端部は九く仕上げる。小片。 回転ナデ 回転ナデ

仄色

灰色

密

◎

番号 器 種 残 存 材  質
法 里皇

備 考 瓢版
長さ (cm Ⅲ 幅 俺mⅢ 厚さ lcm) 重さ(g)

釘 一部欠損 鉄

釘 一部欠損 鉄

鉄津 鉄

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調整 色調

1織冨|
生

成

胎

焼
備考 図版

外面 内面

λ斗瓦

罷

雅

Ｗ

欝
幅
隣

ナデ ヘラケズリ
乳白色

乳白色

密

◎
煤付着

番号 器種 法量 (cm) 形態・施支
調整 色調胤冨|

土

成

胎

焼
備考 珂顔

外面 内面

奏
口径  (236)

残高  33
「く」の字状口縁。日縁端部は九い。マメツ ナデ

にぶい橙色

黒褐色

石 長 o～ 31

◎

甕
口径  (210)

残高  27
「く」の字状口縁。口縁端部は尖り

気味に九い。
マメツ マメツ

にぶい橙色

にぶい橙色

石・長 ll～ 3)

◎
黒 斑

甕
口径  (201)

残高  24
「く」の宇状口縁。口縁端部は尖り

気味に九い。
ヨコナデ マメツ

にぶい橙色

にぶい橙色

石

◎

長 (1 ～ 3)
黒斑

甕
口俗: (137)

残高  35
短く外反する口縁部。 ナ デ

Эハケ

0ヨ コナデ

灰黄褐色

灰責4B色

石・長 o～ 3)

◎

士霊 残高  31 肩部小片。 マメツ ナデ (指頭痕 )
にぶい橙色

黒褐色

石 ll～ 21

◎

士霊
底径  (40)

残高  37
わずかに上げ底。 ナ デ マメツ

にぶい橙色

にぶい橙色

石 。長 o～ 3)

◎

鉢 残高  45 外反口縁。口縁部一部欠損。 タタキ ヨコナデ
にぶい橙色

黒褐色

石・長 ll～ 2)

◎
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(2)

―

―

―

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

＝

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｉ

ｌ

ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｉ

ｌ

，

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ユ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ユ

ｌ

ｌ

ｌ

ｉ

＝

↓

＝

＝

＝

Ｌ

(1)

遺 物 観 察 表

第V層出土遺物観察表   土製品

表46  第Ⅱ③層出土遺物観察表   陶磁器

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調 整 色調

1貧目十
土

成

胎

焼
備考 図版

外面 内面

高杯
口径  (189)

残高  42
杯部下位に明瞭な稜をもつ。 ヨコナデ マメツ

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

石・長 (1～ 4)

◎
黒斑

高t4N 残高  26 杯部下位に稜あり。小片。 マメツ マメツ
にぶい橙色

にぶい橙色

石 (1～ 3)

◎

高イ
口ぞ蛋 (334)

残高  14
外反口縁。小片。 ミガキ ミガキ

にぶい黄橙色

にぶい責橙色

石

◎

長 (1)
黒斑

高イ 残高  40 径 0 8cm大の円孔あり。 マメツ ナ デ
橙色

黒褐色

石 (1～ 3)

◎

高杯
底径  o■ 6)

残高  46
径 1 4cm大の円孔 1ケ看取。 ミガキ マメツ

淡橙色

淡橙色

石 長 (1～ 3)

◎

高杯
底径  (17D
残高  29

竪1 7cm大の円孔 1ケ看取。 マメツ マメツ
淡橙色

淡橙色

石 長 ll～ 3)

◎

高杯
底径  (1321

残高  24
裾端部は九く仕上げる。円孔 1ケ看

取。
マメツ ″ヽクリ

淡橙色

黒褐色

石・長 (1～ 3)

◎

高杯
底径  o60)
残高  26

径 0 8cm大の円孔 1ケ看取。 マメツ ナ デ
淡澄色

黒褐色

石 長 (1～ 4)

◎

表42  第Ⅳ②層出上遺物観察表   土製品
番 号 器種 法量 lcm) 形態 施支

調 整 色調険写十
生

成

胎

焼
備考

外面 内面

杯蓋
口径  (10D
残高  21

口縁端部は尖り気味に仕上げる。

小片。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

杯身
口径  (100)

残高  27

たちあがり端部は尖り、受部端に沈

線状の凹みが巡る。
回転ナデ 回転ナデ

灰色

天色

密

◎

異形品 残高  22 沈線 2条十亥」目。 回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎
自然釉

表43  第Ⅳ②層出土遺物観察表   石製品
番号 器 種 残 存 材 質

法 量
備 考 図版

長 さ 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ債〕

石鏃 ほぼ完形 サヌカイト 凹基無茎石鏃

表44  第Ⅲ②層出土遺物観察表   土製品
番号 器種 法量 lcm) 形態 施支

調 整 色調
1貧目十

土

成

胎

焼
備考 図版

外面 内面

邦
底径  (791

残高  07
平底。 マメツ マメツ

橙色

橙色

密

◎

表45  第Ⅲ②層出土遺物観察表   陶磁器
番号 材質 器 種 法量 (cm)

施 支 色調
 1孔目十 和 薬 備  考 剰jln

外 面 内 面

陶器 情鉢
底径  178)

残高  13
赤褐色

赤褐色
備前焼

番号 材質 器 種 法量 lcm)
施 文 色調

 1貧目| 和 薬 備 考 図版
外  面 内 面

陶器 皿
底径  (421

残高  17

灰色

灰色
灰白釉 唐津焼
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第Ⅱ③層出土遺物観察表   陶磁器

表 49  第 I層出土遺物観察表   土製品

水泥遺跡 6次調査

(2)

番号 材質 器 種 法量 lcm)
施 文 色調

 1貧冨| 釉 薬 備 考 図勝
外 面 内 面

42 磁器 碗
口径  o181
残高  26

草花文
灰白色

灰白色
灰白釉 把前系

磁器 徳利 残高  36 草文
灰白色

灰白色
透明釉

表47  第Ⅱ③層出土遺物観察表   土製品
番婦 器種 法量 lcm) 形態・施文

調 整 色調
1貧冨十

土

成

胎

焼
備考 図版

外面 内面

44 鉢
口径  (340)

残高  32
口縁端部は九く仕上げる。小片。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

密

◎

45 壼 残高  25 肩部片。烈点文あり。 回転カキメ 円弧叩き
青灰色

青灰色

密

◎

平瓦
欝
幅
隣

炭素の吸着が良好。 ナ デ ナデ
菅灰色

着灰色

密

◎

47 平瓦
野
幅
騨

炭素吸着のやや不充分な箇所あり。 ナデ ナデ
暗灰色

暗灰色

密

◎

表 48  第 I層出土遺物観察表   陶磁器

番号 材質 器 種 法量 (cm)
施 文 色調

 1貧冨| 釉 薬 備 考 図版
外  面 内 面

48 陶器 碗 残高  21
灰色

灰色
灰白釉 肥前系

陶器 皿
口径  l156)

残高  21
灰色

灰色
灰白釉 肥前系

陶器 皿 残高  14
灰色

灰色
灰白釉 瀬戸・美濃系

磁 器 邦
っ

４

径

高

口

残
草文

灰白色

灰白色
透明釉 肥前系

磁器 碗
底径  1461

残高  18
灰白色

灰白色
透明界由

磁器 碗
底径  1441

残高  14
灰白色

灰白色
透明釉 砥部焼 ?

磁器 皿

径

径

高

口
底

器

灰白色

灰白色
透明釉

磁 器 皿 (白磁 ) 残高  19
紗綾文十

青海波文

灰白色

灰白色
透明釉 頼戸・美濃系

番号 器 種 法量 lcm) 形態・施文
調整 色調

1賞目|
生

成

胎

棒
備考 図版

外面 内面

杯
底径  o6)
残高  14

円盤状高台。底部切り離しは回転ヘ

ラ切り技法による。
ヨコナデ ヨコナデ

にぶい黄褐色

にぶい黄褐色

密

◎

イ 残高  21 体部下位に沈線状の凹みが巡る。
D回転ナデ

D回転ヘラケス
｀
リ
回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

邪 残高  24 体部下位に稜あり。
③回転ナデ

D回転ヘカス
｀
リ
回転ナデ

灰 色

灰色

密

◎
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番号 器 種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

1貧目
土

焼成
備考 図版

外面 内面

重 残高 胴部小片。 回転カキメ ナ デ
青灰色

青灰色

密

◎

平瓦
欝
幅
隣

ナ デ ナ デ
暗灰色

暗灰色

密

◎

平瓦
欝
幅
隣

ナ デ ナデ
営灰色

菅灰色

密

◎

平瓦
酵
幅
隣

表面が一部、銀化している。 ナ デ ナデ
嗜灰色

菅灰色

密

◎

第 I層出土遺物観察表   土製品

遺 物 観 察 表

(2)

表 50  地点不明出土遺物観察表   土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施支
調 整 色調

1貧冨
生

成

胎

焼
備考 図版

外面 内面

郭
底径  (7動

残高  14
平底。

①回転ナデ

〇回転ヘラケス`リ
回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎
トレラ千

高不 残高 沈線 2条あり。 回転ナデ 回転ナデ
暗灰色

暗灰色

密

◎
トレンチ

表 51  地点不明出土遺物観察表   石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 皇

皇
備 考 図版

長さ rcm 幅 (cm Ⅲ 厚さ(cm〕 重さ (R)

ノミ形石斧 1/2 緑色片岩 130

扁平片刃石斧 1/3 緑色片岩
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第 6章

水泥遺跡 7次調査





第 6章 水泥遺跡 7次調査

1.調査の経緯
(1)調査に至る経緯
2007(平成 19)年 4月 、松山市都市整備部道路建設課 (以下、道路建設課)よ り松山市道小野 203

号線道路新設工事にあたり、工事対象地の西半部、松山市水泥 453番の一部外における埋蔵文化財の

確認依頼が財回法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター (以下、埋文センター)にあった。

そこで、対象地内における埋蔵文化財の有無を確認するため、埋蔵文化財センターと道路建設課は委

託契約を結び、試掘調査を実施することになった。試掘調査は2007(平成 19)年 4月 19日 から4月

27日 までの間に実施した。その結果、溝や鋤址を検出したほか、土師器、須恵器、陶磁器、石器が

出上した。試掘調査の結果を受け、松山市教育委員会文化財課 (以下、文化財課)と道路建設課は遺

跡の取り扱いについて協議をおこない、道路工事によって消失する遺跡に対して記録保存のために発

掘調査を実施することとなった。発掘調査は対象地内における古墳時代から近世までの集落構造解明

を主目的とし、文化財課の指導のもと、埋文センターが主体となり2008(平成 20)年 1月 7日 より

本格調査を開始した。

(2)調査の経緯 悌 97図 )
調査は2008(平成 20)年 1月 7日 から2008(平成 20)年 6月 30日 までの間、屋外調査を実施し、

その後、 7月 1日 から8月 29日 までの間には埋文センターにて出土遺物の洗浄や注記、記録写真の

整理、測量図面の整理等をおこなった。まず、調査は調査地内を3つの区 (1区 。2区・3区)に分

区し、さらに調査地内には生活道路が存在していたことから、各区を細分化して進めた。 (1区 -lA

区 。lB区・lC区・lD区、 2区 -2A区 。2B区・2C区、 3区 -3A区・3B区 )。 調査は 1区、 3区、
2区の順でおこなった。以下、作業工程を略記する。2008(平成 20)年 1月 8日 、 1区から調査に着

手した。まず、重機バックホー (01ゴ)を使用し、lA区から順に lD区まで表土層の掘削を開始した。

排土は不整地運搬車 (2t)を使用し2B区に置いた。表土除去後、第I②層上面にて遺構検出をおこ

ない、lA区、lB区、lD区では土坑、鋤址を検出した。各遺構の掘り下げや測量作業をし、遺構検

出状況や完掘状況写真を撮影した。lA区、lB区、lC区、lD区は試掘調査の結果から第Ⅲ①層まで

作業員により掘削をおこないlA区では土坑、溝、畦畔、鋤址を検出した。さらに、lC区は第V①層

まで掘削し、溝を検出した。 l月 31日 より、2A区の表土層を除去し、第Ⅱ②層上面にて鋤址を検

出した。3月 3日 より、3区の調査に着手した。3B区、3A区の順で重機の使用により表土層を除去し、

第Ⅱ③層で鋤llLを検出した。その後、試掘調査で下層に遺構面が確認されていることから、作業員に

よって、掘削をおこない第Ⅲ④層で土坑、溝、鋤址を検出した。4月 23日 より、2C・ 2B区を重機に

より表土層を除去し、第Ⅲ⑥、⑦層及び第Ⅲ⑩層で、土坑、溝、畦畔、畝溝、抗列を検出した。その後、

調査地3区、2区の順で埋め戻しをおこなった。6月 29日 には現地説明会を開催し、その後、lA区

の埋め戻しをした。なお、調査中には国際航業株式会社と有限会社四国測量設計の2社に4級基準′点

設置業務を委託した。
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水泥遺跡 7次調査

(3)調査組織

調査場所 :松山市水泥町 453番の一部外

調査面積 :1813.02ゴ

調査期間 :2008(平成 20)年 1月 7日 ～ 2008(平成 20)年 6月 30日

調査担当 :河野史知・相原秀仁・宮内慎一

2.層 位
(1)基本層位 (第 98～ 108図 )
調査地は、調査以前は水田として利用されていた。現況を測量すると調査地南端 lA区が最も高く

標高 49.30mを 測 り、北西部に向かって次第に低 くなり、調査地中央部 2A区では標高 48.30mと最

も低 くなる。さらに、西側に向かっては次第に高くなり、調査地西端 3B区では標高 48.70mを測る。

調査地の基本層位は、以下の六種類である。第 I層は近現代の水田耕作に伴う客土、第工層は近世

段階の堆積層または水田耕作や畑作に伴う耕上、第Ⅲ層は中世段階の水田耕作や畑作に伴う耕上、第

V層は弥生土器、土師器、須恵器を含む遺物包含層、第Ⅵ層は無遺物層、第Ⅶ層は河川氾濫堆積物で

ある。

第 I層 一土色・土質の違いにより、5種類に分類される。

第Ⅱ層―土色・土質の違いにより、3種類に分類される。

第Ⅱ①層 :灰白色 (5Y7/2)砂質シルトで lA区にみられ、層厚 2～ 6cmを測る。

第工②層 :オ リーブ灰色 (10Y5/2)砂 質シルトで lA・ lB・ lC・ lD。 2A区にみられ、層厚 2～

26cmを 測る。本層上面では、lA。 lB。 lD。 2A区にて土坑や鋤址を検出した。

第工③層 :オ リーブ褐色 (2.5Y4/6)シ ルトで 2B。 3A・ 3B区にみられ、層厚 4～ 16cmを 測る。

本層上面では、3A・ 3B区にて鋤址を検出した。

第Ⅲ層―土色 。土質の違いにより、14種類に分類される。

第 I①層

第 I②層

第 I③層

第 I④層

第 I⑤層

第Ⅲ①層

第Ⅲ②層

第Ⅲ③層

第Ⅲ④層

第Ⅲ⑤層

第Ⅲ⑥層

灰色 (10Y6/1)粘 質上で lA・ lB・ lC・ lD区にみられ、層厚 4～ 40cmを 測る。

暗灰黄色 (25Y5/2)粘 質土で 2A・ 2B・ 2C・ 3A。 3B区にみられ、層厚 4～ 節 を測る。

灰白色 (7.5Y7/1)砂質土で 2A・ 3A。 3B区にみられ、層厚 3～ 8cmを測る。

青灰色 (5BG6/1)粘質上で 2A区にみられ、層厚 6～ 24cmを 測る。

にぶい黄色 (2.5Y6/4)粘質上で lD。 3A・ 3B区にみられ、層厚 4～ 16cmを測る。

灰オリーブ色 (5Y6/2)砂質シルトで lA・ lB。 lC・ lD区にみられ、層厚 5～ 28cm

を測る。本層上では lA・ lB,lC区にて土坑、溝、畦畔、鋤址を検出した。

灰白色 (7.5Y7/2)シ ルトで lD区にみられ、層厚 4～ 24cmを測る。

暗灰黄色 (2.5Y5/2)シルトで 2B。 2C・ 3A・ 3B区にみられ、層厚 4～ 14cmを測る。

責褐色 (2.5Y5/4)シ ルトで 2B。 2C・ 3A。 3B区にみられ、層厚 2～ 14cmを測る。

本層上面では 3A・ 3B区にて土坑・溝・鋤址・性格不明遺構を検出した。

黄掲色 (25Y5/6)シ ルトで 2B区にみられ、層厚 4～ 14cmを測る。

褐色 (10YR4/6)シルトで 2C・ 3A。 3B区にみられ、層厚 4～ 16cmを測る。本層上

面では 2C区にて土坑、畦畔を検出した。
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第V層 ―土色・土質の違いにより、2種類に分類される。

第V①層 :暗褐色 (7.5Y3/3)粘 質上で lA・ lB。 lC区 にみられ、層厚 6～ 24cmを測る。本層

上面では lC区にて溝を検出した。

第V②層 :暗褐色 (10YR3/3)粘質土で lA区にみられ、層厚 5～ 16cmを測る。

第Ⅵ層―土色・土質の違いにより、10種類に分類される。

第Ⅲ⑦層

第Ⅲ③層

第Ⅲ③層

第Ⅲ⑩層

第Ⅲ①層

第Ⅲ⑫層

第ⅢO層

第Ⅲ⑭層

第Ⅵ①層

第Ⅵ②層

第Ⅵ③層

第Ⅵ④層

第Ⅵ⑤層

第Ⅵ⑥層

第Ⅵ⑦層

第Ⅵ⑥層

第Ⅵ③層

第Ⅵ⑩層

位

灰黄色 (2.5Y6/2)シ ルトで 2C区にみられ、層厚 10～ 17cmを測る。本層上面では

2C区にて足跡を検出した。

暗灰黄色 (2.5Y5/2)シ ルトで 2C区にみられ、層厚 2～ 8cmを測る。

灰黄色 (2.5Y7/2)シ ルトで 2C区にみられ、層厚 8～ 24cmを測る。

灰責色 (2.5Y7/2)粘質上で 2B区にみられ、層厚 4～ 16cmを測る。

褐灰色 (7.5YR5/1)シ ルトで 2C区にみられ、層厚 12～ 20cmを 測る。

灰オリーブ色 (7.5Y6/2)シ ルトで 3A・ 3B区にみられ、層厚 2～ 12cmを測る。

灰黄色 (25Y7/2)砂質シルトで 3A・ 3B区にみられ、層厚 2～ 15cmを測る。

暗灰責色 (2.5Y5/2)砂質シルトで 3A区にみられ、層厚 4～ 14cmを測る。

灰黄褐色 (10YR6/2)シルトで lA区にみられ、層厚 8～ 24cmを測る。

にぶい黄橙色 (10YR6/4)シルトで lA・ lC区にみられ、層厚 8～ 26cmを測る。

浅黄色 (5Y7/4)シ ルトで 2C・ 3A・ 3B区にみられ、層厚 4～ 17cmを測る。

にぶい黄色 (25Y6/4)粘上で 2B。 3A・ 3B区にみられ、層厚 2～ 17cmを測る。

浅黄色 (2.5Y7/4)粘上で 2B・ 3A区にみられ、層厚 4～ 24cmを測る。

浅黄色 (25Y7/3)粘上で 2B区にみられ、層厚 8～ 12cmを測る。

明黄褐色 (10YR3/3)粘質上で 3A区にみられ、層厚 4～ 12cmを沢1る。

灰責色 (2.5Y7/2)砂質上で 3A区にみられ、層厚 4～ 35cmを測る。

灰色 (10Y6/1)粘 上で lD。 2A区にみられ、層厚 14～ 34cmを測る。

黒褐色 (25Y3/2)粘上で lD・ 2B。 2C区にみられ、層厚 14～ 28cmを測る。

第Ⅶ層―灰色 (5Y6/1)砂礫で lD。 2B・ 3A区にみられる。本層上面の標高を測量すると調査地西

側 3A区が標高 47.Omで最も高く、東に向かって次第に低 くなり2B区では標高 3690mで、

lD区が最も低 く46.50mを測る。

(2)検出遺構・遺物 悌 109～ 111・ 119～ 121・ 131～ 134図 )
調査では溝 4条、土坑 4基、柱穴 2基、小穴 23基、杭列 2条、性格不明遺構 1基、水田址 (畦畔・

鋤l■・畝溝)を検出した。遺構は主に中近世段階のものである。各区で検出した遺構は、表 52に記

す。遺物は遺構内や第Ⅱ層から磁器、第Ⅲ層から土師器、第Ⅶ層から弥生土器、重機掘削時に陶器、

磁器、土師器、須恵器、弥生土器、鉄津、スクレイパーが出土した。遺物の出土量は収納箱 (60×

44× 7cm)1箱、 (60× 44× 14cm)3箱 の計 4箱分である。なお、調査にあたり調査地内を10m

四方のグリットに分けた。グリットは東から西へ A・ B'C・ D、 南から北へ 1・ 2・ 3・ … … …・

20と し、Al・ A2・ A3・ ・・D20と いったグリット名を付した。グリットは遺構の位置表示や

遺物の取 り上げに利用した。
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表 52  検出遺構一覧

中 世 近 世

lA区 畦畔 :9条 土坑 :1基 (SK101)、 鋤址 :169条

lB区 /Jヽ穴 :23基 鋤址 :15条

lC区
溝 :1条 (SD101)、 土坑 :1基 (SK102)、
鋤址 :28条

lD区 溝 :1条 (SD102)、 鋤址 :ll条 鋤址 :55条

2A区 鋤址 i129条

2B区
溝 :l条 (SD201)、柱穴 :2基 (SP201
202)、杭列 :2条 (杭列201・ 202)、畝溝
8条 (畝溝201～ 208)、鋤址 :30条

2C区
坑

跡

土

足

l基 (SK201)、 畦畔 :1条、
95個

3△ 区 鋤址 :100条 鋤址 :25条

3B区
溝 :1条 (SD301)、 土坑 :1基 (SK301)、
性格不明遺構 :1基 (SX301)、 鋤址 :8条

鋤址 :17条

水泥遺跡 7次調査
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水泥遺跡 7久調査

3.遺構と遺物

l区では溝 2条、土坑 2基、小穴 23基、畦畔 9条、鋤址 278条、2区では溝 l条、土坑 l基、抗列 2条、

柱穴 2基、畝滞 8条、鋤址 159条、足跡 95個、 3区では溝 1条、土坑 1基、性格不明遺構 1基、鋤

址 150条 を検出した。
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|

Y=-62970

|

一
X=89220

一 X=89210

1   〔第Ⅲ①層〕

I    C

0          5         10m

(S=■200)

第109図  lD区遺構配置図
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X=89210

※A・ Bは調査壁土層図ポイン ト
a‐ a/～ d― d′ は断面ポイン ト

X=89200 X=89190 X=89180 X=89170 X=89160

Y=-62950

Y=-62960

Y=-62970

0          5         10m

(S=■ 200)

第110図  lA。 lB。 lC区 (第Ⅱ②層上面)遺構配置図
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第111図  lA。 lB。 lC区 (第Ⅲ①層及び第V①層上面)遺構配置図

-157・ 158-



遺 構 と 遺 物

(1)1区 の調査

lA区では第Ⅱ②層上面で土坑1基 (S K 101)、 鋤址 169条、第Ⅲ①層上面で畦畔9条を検出した。

lB区では第工②層上面で鋤址 15条、第Ⅲ①層上面で小穴23基を検出した。lC区では第Ⅲ①層上

面で土坑1基 (S K 102)、 鋤址28条及び第V①層上面で溝l条 (S D 101)を 検出した。lD区で

は第Ⅱ②層上面で鋤址 55条、第Ⅲ①層上面で溝 l条 (S D 102)、 鋤址 11条を検出した。

1)溝

S D 101(第 111。 112図、図版 35)

lC区南側C6区で検出した円形を呈する溝で、溝両端は調査区外に続く。第V①層上面での検出

であり、第Ⅲ①層が覆う。規模は検出長 2.80m、 幅 0.25～ 0.35m、 深さは10～ 13cmを測る。断面

形態はレンズ状を呈し、埋土は暗灰黄色 (2.5Y5/2)砂 質土である。溝底面は北から南へ向けて緩傾

斜をなす (比高差 9cm)。 溝内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期決定は困難であるが、検出層位から中世とする。

H=48.80m

半
V①

土

Ｏｍ　
　
　
　
　
　
　
帳

0           1m

(S=,30)

第112図 SD101測量図
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水泥遺跡 7次調査

S D 102(第 109。 113図、図版 34)

lD区中央部D8区で検出した北東―南西方向の溝で、溝両端は調査区外に続く。第Ⅲ①層上面で
の検出であり、第工②層が覆う。規模は検出長 5.00m、 幅 0.30～ 0,70m、 深さは9～ 14cmを測る。

断面形態はレンズ状を呈し、埋土は責褐色 (2.5Y5/6)砂質上である。溝底面は東から西へ向けて緩

傾斜をなす (比高差 3cm)。 溝内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期決定は困難であるが、検出層位から中世以降とする。

H=48.60m

H=48.60m

Ⅲ①

1 黄褐色(2.5Y5/6)砂 質土

0           1m

(S=■ 30)

第113図 SD102測量図
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遺 構 と 遺 物

2)土 坑

S K 101(第 110・ 114図、図版 32・ 35)

lA区北側C4・ 5区に位置し、土坑中央を暗渠排水路に切られる。第工②層上面での検出である。

平面形態は楕円形を呈し、規模は長径 1.75m、 短径 1.40m、 深さ10cmを測る。断面形態は逆台形

状を呈し、坦土は灰オリーブ色 (7.5Y6/2)砂質土である。土坑壁体は第Ⅱ②層であるが、基底面は

第Ⅲ①層である。なお、土坑基底面はほぼ平坦である。土坑内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期決定は困難であるが、検出層位から概ね近世とする。

暗渠
排水路

暗渠
排水路

1 灰オリーブ色(7.5Y6/2)砂 質土

第114図  SK1 01測 量図
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水泥遺跡 7次調査

S K 102(第 111・ ■5図 )

lC区北側 C・ D6区に位置し、土坑北側は調査区外に続く。第Ⅲ①層上面での検出であり、第工

②層が覆う。平面形態は不整形を呈し、規模は検出長 1.22m、 幅 0,63m、 深さ20cmを 測る。断面

形態は逆台形状を呈する。土坑基底面は中央部が高く12cm程度盛り上がる。埋土は灰責色 (2.5Y6/2)

シルト単層である。土坑壁体上位は第Ⅲ①層、下位や基底面は第V①層である。土坑南側にて径 5～

10cmの石が数点出上したが、土器など遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期決定は困難であるが、検出層位から中世以降とする。

3)小 穴 (第 111図 )
lB区の全域C5区で小穴を検出した。第Ⅲ①層上面での検出である。平面形態は円形を呈し、規
模は径 4～ 6cm、 深さ3～ 5cmを預1る。埋土は灰責色 (2.5Y7/2)砂 質上である。小穴内からは、

遺物の出土はない。

時期 :検出層位から、概ね中世とする。

H=49.OOm

灰黄色 (25Y6/2)シル ト

石

0                1m

(S=1:20)

第115図 SK102測量図
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遺 構 と 遺 物

4)水田址

調査では畦畔と鋤llLを検出した。畦畔はlA区、鋤址はlC区全域で確認した。

①畦畔 (第 111・ 116図、図版 33):第 Ⅲ①層上面での検出である。南北方向の畦畔 6条、それに

直行する東西方向の畦畔3条を検出した。畦畔の東側は消失し、西、北、南側は調査区外に続く。畦

畔は灰黄色 (2.5Y6/2)粘質上で築かれており、周辺土壌より硬くひきしまっている。規模は検出長 3.00

～ 8.00m、 上場幅 10～ 20cm、 下場幅 35～ 50cm、 高さは3～ 5cmを測る。畦畔の形状から、水田

は方形に区画されており、水田埋土は第工②層のオリーブ灰色 (10Y5/2)砂質シルトである。水田

形状は方形を呈する箇所があり、一辺 3.50mを測る。

時期 :検出層位より、中世の水田と考えられる。

②鋤址 (第 109～ ■1・ 117図、図版 32・ 33)

lA区 ilA区では第I②層上面での検出であり、第工①層が覆う。南北方向に169条の鋤址を検
出した。鋤址埋土は灰責褐色 (10YR6/2)砂質上である。

lB区 :lB区では第Ⅱ②層上面での検出であり、第 I①層が覆う。南北方向に 15条の鋤址を検
出した。鋤址埋土は灰黄褐色 (10YR6/2)砂質土である。

lC区 :lC区では第Ⅲ①層上面での検出であり、第I②層が覆う。南北方向に28条の鋤址を検
出した。鋤址埋土は灰黄色 (2.5Y7/2)砂 質上である。

lD区 :lD区では第工②層及び第Ⅲ①層上面で検出した。第Ⅱ②層上面では東西方向に55条の
鋤llLを検出し、鋤址埋土は灰責掲色 (10YR6/2)砂質上である。第Ⅲ①層上面では南北方向に■条

の鋤址を検出し、鋤址埋土は灰責色 (2.5Y7/2)砂 質土である。なお、第I②層上面検出の鋤址は第

I⑤層、第Ⅲ①層上面検出の鋤址は第Ⅱ②層が覆う。

lA区からlD区までに検出した鋤l■は、長さ20～ 570cm、 幅 10～ 60cm、 深さ3～ 7cmを測る。

鋤址内からは、遺物の出土はない。

時期 :検出層位からlA区・ lB区及び lD区の第Ⅱ②層上面検出の鋤址は近世、 lC区 。lD区
第Ⅲ①層上面の鋤址は中世とする。

5)その他の遺構と遺物

l区では第Ⅲ①層及び出土地点が不明な遺物がある。実測可能な遺物を19点掲載した。

第Ⅲ①層出土遺物 (第 118図、図版 44)

1～ 8は土師器である。 1～ 3は土釜の口縁部である。 1・ 2は回縁端部からやや下がった位置に、

3は口縁部外面に鍔が貼り付けられる。 1・ 3は断面形状が三角形で、2は四角形の鍔が付く。4は

こね鉢の口縁部で外面を肥厚する。 5・ 6は郭である。 5は口縁部を丸く仕上げる。 6の底部の切り

離しは回転ヘラ切り技法である。 7は皿で底部の切り離しは回転ヘラ切り技法による。8は奏の口縁

部である。口縁部は外反し、口縁端部は平坦な面をもつ。

地点不明出土遺物 (第 118図、図版 44)

9は磁器鉢の口縁部片、10は 同安窯系の青磁皿である。10は 内面に櫛描文と花文が描かれ、底部

外面は露呈のままである。12世紀末の製品である。■・12は土師器である。11は杯口縁部である。

体部は丸味をもって立ち上がり口縁端部は九い。12は土鍋の口縁部である。口縁部は内傾し内面に明

- 163-



水泥遺跡 7次調査

瞭な稜をもつ。13・ 14は須恵器である。13は郭蓋で扁平な天丼部である。 8世紀。14は杯身で体部

からやや内側に直立する高台が付 く。15～ 17は弥生土器である。15は鍋の口縁部で端部は九い。16

は甕、17は壷の底部で厚みをもった底部である。18は石製品である。緑色片岩製で長さ 5。3cm、 幅

3.2cm、 厚さ 1.lcm、 重さ 19,4gである。器種不明。19は鉄津で長さ 4.9cln、 幅 5,8cm、 厚さ 2.Ocm、

重さ 100.6gである。

a af H=49.20m b bi H=49.00m    c cI           H=4900m

⌒ ―
1

⌒

Ⅲ①

l 灰黄色(2.5Y6/2)砂 質土

Ⅲ①
Ⅲ①

0                1m

(S=1:20)

第116図  1区畦畔断面図

a al    l   H=49.10m

Ⅱ②

d di   H=49,10m
1

端

噸

f ギ     =48.00m
-   1 -
半

…

b bi H=49.10m

0            50cm

(S=1:20)

第117図  1区鋤l■断面図

c c'         H=49,10m

Ⅱ②
[lA区 ]

灰黄褐色 (10YR6/2)砂 質土

灰黄色(2.5Y7/2)砂 質土

亙②

1

2
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水泥遺跡 7久調査

(2)2区 の調査

2A区では第Ⅱ②層上面で鋤址 129条 を検出した。2B区では第Ⅲ⑩層上面で溝1条 (S D 201)、

柱穴2基 (S P 201・ 202)、 杭列 2条 (抗列 201・ 202)、 畝溝 8条 (畝溝201～ 208)、 鋤址30条 を

検出した。2C区では第Ⅲ⑥層及び第Ⅲ⑦層上面で土坑 l基 (S K 201)、 畦畔1条、足跡95個を検

出した。

1)溝

S D 201(第 120・ 122図、図版 36・ 37)

2B区北側F'G16区に位置する東西方向の溝で、溝東西端は調査区外に続く。第Ⅲ⑩層上面で
の検出である。規模は長さ6.00m、 幅 0.30～ ■40m、 深さ2～ 4cmを 測る。断面形態はレンズ状

を呈し、埋土は灰白色 (5Y7/1)砂質土である。滞底面は西から東へ向けて緩傾斜をなす (比高差2

cm)。 溝内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期決定は困難であるが、検出層位から概ね、中世の遺構とする。

2)土 坑

S K 201(第 121・ 123図、図版 37)

2C区東側H17区に位置し、土坑南側は調査区外に続く。第Ш⑥層上面での検出であり、第Ⅲ④

層が覆う。平面形態は円形を呈するものと考えられ、規模は検出長 1.40m、 幅 0.50m、 深さ12cm

を測る。断面形態は逆台形状を呈するが、土坑壁体南側は北側に比べ、緩やかな傾斜をなす。埋土は

灰責色 (2.5Y7/2)土単層である。土坑内から、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期決定は困難であるが、検出層位から概ね、中世とする。

3)柱 穴

S P 201(第 120。 124図 )

2B区南側F15区に位置し、畝溝206を切る。第Ⅲ⑩層上面での検出である。平面形態は円形を呈し、

規模は径 35cm、 深さ12cmを測る。埋土は3層に分かれ、 1層褐灰色 (10YR6/1)土、2層暗褐色

(7.5YR3/3)粘質土、3層灰黄褐色 (10YR6/2)シルトである。柱穴内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期決定は困難であるが、検出層位や埋土から、概ね中世の遺構とする。

S P 202(第 120。 124図 )

2B区南側F15区 に位置し、畝溝205を切る。第Ⅲ⑩層上面での検出である。平面形態は不整形

を呈し、規模は長径 35cm、 短径 32cm、深さ1lcmを測る。埋土は2層に分かれ、2層暗掲色 (7.5YR3/3)

粘質土、3層灰責褐色 (10YR6/2)シルトである。柱穴内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期決定は困難であるが、検出層位や埋土から、概ね中世の遺構とする。
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水泥遺跡 7次調査

Y=-63000
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第120図 2B区遺構配置図

Y=-62990

X=89300

トレンチ

杭列202

SD201
X=89290

畝溝201

司に,蕎202

撹乱

記て,蔚204
SP202

記た,蓋206

可(,脅207
X=89280

X=89270

0          5         10m

(S=1:200)

15

14

※A‐A′ ～H‐ H′ 、a―aPは
断面ポイン ト

- 168-



X=89300

遺 構 と 遺 物
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第121図 2C区遺構配置図
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第122図 SD201測量図

H=48.60m

Ⅲ①

H=48.60m

1 灰自色(5Y7/1)砂質土

〕             1              2m
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畝溝206             

冒

206

3

掲灰色(10YR6/1)土

暗褐色 (7.5YR3/3)粘質土

灰黄褐色 (10YR6/2)シ ル ト

4)杭 列

杭列 201(第 120'125図、図版 39)

2B区北側 G16区 に位置し、第Ⅲ⑩層上

面での検出である。杭列は 15～ 47cm間隔で

打ち込まれており、5本の杭 (20～ 24)を検

出した。杭は第Ⅲ①層まで打ち込まれていた。

杭は径 2.7～ 74cm、 残存長 13.3～ 31.3cmを

測る。杭列は水田耕作に伴う施設の可能性が

ある。杭の樹種は、分析結果から杭 20。 23

がヒノキ、抗 21・ 22・ 24がアカマツである。

出土遺物 (第 126図、図版 44・ 45)

20～ 24は抗である。20・ 231ま 半分に割

られ、抗先を 3面 に加工が施されて尖る。

20は残存長 23.4cm、 幅 6.Ocm、 23は残存長

19.6cm、 幅 4.9cmを 波Iる 。21・ 22・ 24は 芯

持ちの杭で残存長 13.3～ 31.3cm、 幅 3.2～ 7.4

cmを測る。杭先は4面に加工が施されて尖る。

時期 :検出層位から概ね、中世とする。

[SP201]

」

司κ,蕎206

H=4840m

工
＝
ヽ
ω
ｂ
Ｏ
ヨ

H=4850m

の 、

第124図  SP201・ 202測量図

1灰細 勒 2土

   Ⅲ⑥

0                1m

(S=1:20)

第123図 SK201測量図

[SP202]

H=4840m
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杭列 202(第 120。 125図、図版 39。 40)

2B区北側G16区に位置し、第Ⅲ③層上面での検出である。抗材は15～ 28cm間隔で打ち込まれ
ており5本の杭 (25～ 29)を検出した。杭は第Ⅲ①層まで打ち込まれていた。抗は径 3.6～ 5,4cm、

残存長 29,7～ 34.4cmを 測る。杭列は水田耕作に伴う施設の可能性がある。杭 25～ 29の樹種はすべ

てアカマツである。

出土遺物 (第 127図、図版 45)

25～ 29は抗である。25～ 29は芯持ちの杭で 25。 26・ 29は抗先が 3面に加工が施されて尖る。27

の抗先は4面、28は 5面に加工が施されて尖る。

時期 :検出層位から概ね、中世とする。

L°
。

第Ⅲ③層

第Ⅲ⑩層

第Ⅲ⑪層

[オ完テ」202]

0                1m

(S=1:20)

第125図 杭列201

O
0O

〇0

〇

１

２

３

[1完ラJ201]
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第127図 杭列202出土遺物実測図
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5)水田址

調査では畦畔、鋤址、足跡を検出した。畦畔は2C区、鋤址は2A区、2B区、足跡は2C区で確

認した。

①畦畔 (第 121・ 128図、図版 37)

2C区南側H17区に位置し、第Ⅲ⑥層上面での検出である。南北の畦畔 1条を検出した。畦畔の

北端、南端は調査区外に続く。畦畔は責褐色 (25Y5/6)粘 質上で築かれており、周辺土壌より硬く

ひきしまっている。規模は検出長 5.50m、 上場幅 20～ 30cm、 下場幅 40～ 60cm、 高さは5～ 7cm

を測る。水田埋土は第Ⅲ④層黄褐色 (2.5Y5/4)砂 質シルトである。

時期 :検出層位より、中世の水田と考えられる。

②鋤址 (第 119・ 120。 128図、図版 36・ 37)

2A区 :2A区では第工②層上面での検出であり、第 I④層が覆う。東西方向に123条の鋤址を検

出した。鋤址埋土は灰オリーブ色 (5Y6/2)砂質土である。

2B区 :2B区では第Ⅲ⑩層上面での検出であり、第Ⅲ⑤層が覆う。東西方向に30条の鋤址を検

出した。鋤址埋土は灰白色 (7.5Y7/2)砂 質土である。2A区及び2B区で検出した鋤址は、長さ20
～ 830cm、 幅 10～ 40cm、 深さ3～ 8cmを測る。鋤址内からは、遺物の出土はない。

時期 :検出層位から2A区検出の鋤址は近世、2B区検出の鋤址は中世とする。

③足跡 (第 121図 )

2C区の西側H・ 117区 に位置し、第Ⅲ⑦層上面で検出した。足跡上面は第Ⅲ④層が覆う。南壁

沿いのトレンチの土層観察で第Ⅲ⑦層上面で凹凸があり、足跡であることを確認した。足跡は人間と

思われるものが 47個、牛と思われるものが 48個確認できたが、形状が不明瞭なものが多くみられ

る。足跡は調査区中央部東寄りの範囲には人間のものが多く、中央都西寄りの範囲には牛の足跡が数

多く確認できた。大半の足跡についてはどの方向に歩いたものなのか復元し得ないが、人間の足跡は

東西方向と北方向に歩いたものとおもわれる箇所があった。人間の足跡は大きさが 16～ 30cm、 深

さ2～ 3cmを測る。牛の足跡は大きさ6cm、 深さ2～ 3cmを測る。両者共に足跡は灰黄色 (25Y

6/2)微砂で埋まる。足跡内からは、遺物の出土はない。

時期 :検出層から概ね、中世の遺構とする。

6)畑址 (第 120・ 129図、図版 36)

調査では畑に伴う畝溝を検出した。

畝溝 :2B区南側F14～ G16区 に位置し8条の畝溝 (畝溝 201～ 208)を検出した。畝溝205は

S P 202、 畝溝 206は S P 201に 切られる。第Ⅲ⑩層上面での検出であり、第Ⅲ④層が覆う。畝溝

は東西方向に直線的に掘削されており、東西端は調査区外に続く。規模は2.60～ 7.50m、 幅 20～

50cm、深さは3～ 5cmを測る。断面形態はレンズ状を呈する。埋土は灰白色 (5Y7/2)砂質上である。

畝溝内からは、遺物の出土はない。

時期 :検出層位から中世とする。
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7)その他の遺構と遺物

2区では第Ⅱ層・Ⅲ層及び出土地点が不明な遺物がある。実測可能な遺物を 15点掲載した。

出土遺物 (第 130図、図版 46)

30。 31は第 I層、32～ 34は第Ⅲ層、35～ 44は地点不明出土遺物である。30は肥前系磁器の小皿で、

腰部外面に草花文が描かれている。31は瀬戸・美濃系の陶器碗で、全面に透明釉が掛けられている。

19世紀の製品である。32・ 331よ土釜である。32は口縁部外面に断面形状三角形の鍔が付 く。33は脚部片。

34は鉄津で長さ47cm、 幅 44cm、 厚さ 2.5cm、 重さ69.4gである。35・ 36は陶器の碗で、35の高

台及び腰部外面は無釉である。36は内外面に白色釉が掛けられているが、高台や腰部外面は釉剥ぎ

が施されている。37は陶器製の鉢で、口縁端部は内方へ肥厚している。38は磁器の丸碗。39は肥前

系磁器の小杯で、口縁部内面に圏線 2条、外面には草花文が描かれている。40は磁器製の筒型碗で

ある。40は日縁部と腰部外面に圏線が巡り、内外面共に透明釉が掛けられている。41は磁器の青花

皿で、底部外面に草花文、内面には不明の文様を施す。42・ 43は須恵器である。42は郭身で口縁部

は直立気味に立ち上がり、口縁端部は九い。43は胴部片で外面に叩きが施される。44はスクレイパー

である。サヌカイト製で長さ 3.5cm、 幅 4.7cm、 厚さ 1,Ocm、 重さ 18.2gである。
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水泥遺跡 7次調査
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遺 構 と 遺 物

(3)3区 の調 査

3A区では第Ⅱ③層上面で鋤址 100条、第Ⅲ④層上面で鋤址 25条 を検出した。3B区では第正③
層上面で鋤址 17条、第Ⅲ④層上面で溝 1条 (S D 301)、 土坑 l基 (S K 301)、 性格不明遺構 1基 (S

X301)、 鋤址 8条を検出した。

1)溝

S D 301(第 134・ 135図、図版 41)

3B区中央部N18。 19区で検出した北西―南東方向の溝で、S K 301を 切る。溝東側には鋤llLと
重複しているが、前後関係は不明である。溝両端は調査区外に続く。第Ⅲ④層上面での検出であり、

第Ⅲ③層が覆う。規模は検出長 8.30m、 幅 0.60～ 0,90m、 深さは 10～ 12cmを測る。断面形態はレ

ンズ状を呈し、埋土は灰責色 (2.5Y6/2)砂 質土である。溝底面は北西から南東へ向けて緩傾斜をなす (比

高差 6cm)。 溝内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期決定は困難であるが、検出層位から中世とする。

2)土 坑
S K 301(第 134・ 136図、図版 41)

3B区南側N19区に位置し、土坑北側は溝S D 301に 切られる。第Ⅲ④層上面での検出である。
平面形態は楕円形を呈し、規模は東西検出長 1.35m、 南北検出長 0。75m、 深さ5cmを測る。断面形

態は皿状を呈し、埋土は灰黄色 (2.5Y6/2)シ ルト単層である。土坑内からは、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期決定は困難であるが、検出層位から中世とする。

3)性格不明遺構
S X 301(第 134図、図版 41)

3B区南側N18～ 019区 に位置し、北側は溝S D 301に 切られ、南、西偵1は調査区に続く。第Ⅲ

④層上面での検出である。平面形態は不整形を呈し、規模は南北検出長 950m、 東西検出長 2.60m、

深さは6cmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は灰黄色 (2.5Y6/2)砂質上である。遺構内からは、

遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期決定は困難であるが、検出層位から概ね中世とする。

4)水田址

調査では3A区 と3B区で水田に伴う鋤址を検出した。

①鋤址 (第 131～ 133・ 137図、図版 40。 41)

3A区 :3A区では第工③層上面及び第Ⅲ④層上面で検出した。第工③層上面では北西―南東方向
に25条の鋤址を検出し、鋤址埋土は灰黄褐色 (10YR6/2)砂質土単層である。第Ⅲ④層上面では北

西―南東方向に100条の鋤址を検出し、鋤址埋土は灰黄色 (2.5Y6/2)砂 質土単層である。
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水泥遺跡 7次調査
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構 と 遺
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水泥遺跡 7次調査
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遺 構 と 遺 物
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水泥遺跡 7次調査

第135図  SD301測 !曇図

_       l     H=48.60m
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遺 構 と 遺 物

Ⅲ④   o             lm
l 灰黄色(2.5Y6/2)シ ルト     ト

~~可~~~下~~可~~~下~~引

(S=■ 20)

第136図  SK301測量図

8B区 :3B区では第Ⅱ③層上面及び第Ⅲ④層で検出した。第Ⅱ③層上面では北西―南東方向に

17条の鋤址を検出し、鋤址埋土は灰責褐色 (10YR6/2)砂質土単層である。第Ⅲ④層では北東―南

西方向に5条の鋤址を検出した。鋤址埋土は灰責色 (2.5Y6/2)砂 質土単層である。なお、第Ⅱ③層

上面検出の鋤址は第I⑤層、第Ⅲ④層上面検出の鋤址は3A区では第Ⅲ③層、3B区では第I③層が

覆う。3A区と3B区で検出した鋤址は、長さ30～ 400cm、 幅20～ 60cm、 深さ3～ 6cmを測る。

鋤址内からは、遺物の出土はない。

時期 :検出層位から3A区及び3B区の第Ⅱ③層上面検出の鋤址は近世、第Ⅲ④層上面検出の鋤址

は中世とする。
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水泥遺跡 7次調査

5)その他の遺構と遺物

3区では第工④層、第Ⅲ④層 。第Ⅶ層及び出土地点が不明な遺物がある。実測可能な遺物を9点掲

載した。

出土遺物 (第 138図、図版 46)

45。 47は第Ⅱ④層、46。 49は第Ⅲ④層、51は第Ⅶ層、48・ 50・ 52・ 53は地点不明出土遺物である。

45は磁器端反碗の蓋である。内面には一部、波状文が描かれている。46～ 48は土師器である。46

は土釜の脚部片。47は皿の口縁部で端部は九い。48は甑の把手である。49・ 50は須恵器甕の胴部片

で49は外面に格子叩き、50は内面に円弧叩きが施される。51～ 53は弥生土器である。51は甕の口

縁部で折り曲げにより形成される。52・ 53は底部である。52は平底、53は上げ底を呈する。

4。 まとめ
水泥遺跡 7次調査では、中近世の生産遺構と弥生時代から近世までの遺物を確認した。

(1)弥生時代～古墳時代
弥生時代から古墳時代の遺構は未検出であるが、 3A区第Ⅶ層中より弥生時代前期末から中期初頭
の遺物が 1点出土した。第Ⅶ層は小野川の氾濫に起因する礫層である。調査地北側を流れる小野川右

岸では弥生時代から古代までの集落関連遺構が多数確認されていることから、上流からの流入品と考

えられる。また、古墳時代や古代にかけての遺物も出土地点不明であるが数点出上している。

(2)中 世

中世の遺構は2A区を除いた調査区で主に水田遺構や畑址を検出した。 lA区 と2C区では畦畔を
検出した。 lA区で検出した畦畔は水田耕作に伴うもので、比較的小規模な方形区画を呈しており、
規模がわかるものでは 1辺 3.5mを測る。これは中世の水田形状や規模を知るうえで重要な資料とな

る。2B区では畑耕作に伴う畝溝を検出した。畝の高まりは削平され存在していないが、畝と畝の間
に水を引く溝を検出した。畝滞は真北に直行する方向で東西方向に掘削されていたが、畑の形状や規

模は把握できなかった。調査地南東部にある水泥遺跡 3次調査からも水田址や畑址が検出されている

ことから、調査地周辺は中世段階には広い範囲で水田や畑が広がっていたことがわかった。

(3)近 世

近世の遺構はlC・ 2B・ 2C区 を除く地区で水田に伴う鋤址を確認した。調査地内では中世に続
いて近世段階においても水田が広く作られていたことがわかった。

今回の調査では中近世の水田址や畑址を検出した。これらの調査成果は水泥遺跡 1～ 6次調査と同様

なことから、調査地周辺は中世から近世まで脈々と水田や畑経営がおこなわれたものと考えられ、調

査地一帯が長期間に渡り生産域として土地利用されていたことがわかった。
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水泥遺跡 7次調査

遺構・遺物一覧 ―凡例一

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法量欄    ( ):復 元推定値
胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。

例)石→石英、長→長石、金→金ウンモ、密→精製土。

( )の中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石・長 (1～ 4)→「 1～ 4 mm大の石英・長石を含む」である。
焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表56  1A区第Ⅲ①層出土遺物観察表   土製品

表 53  溝一覧
済

:SDI
地 区 断面形

規 模 (m)
長さ×幅×深さ

方  向 埋  土 出土遺物 時 期 備 考

C6 レンズ状 280 X 025～ 035 × 010～ 013 円形 暗灰責色砂質土 中世 第V①層上面

D8 レンズ状 500× 030～ 070 × 009～ 014 北東―南西 黄褐色砂質土 中世以降 第Ⅲ①層上面

201 F・ G16 レンズ状 600× 030～ 140 × 002～ 004 東西 灰白色砂質土 中世 第Ⅲ⑩層上面

N18・  19 レンズ状 830 X060～ 090 ×010～ 012 北西―南東 灰黄色砂質土 中世
第Ⅲ④層上面
SK301を 切る

表 54  土坑一覧
坑

Ю

±

６
地  区 平面形 断面形

規 模 (m)
長さ(長径 )× 幅 (短径 )×深さ

埋 土 出土遺物 時 期 備 考

C4・ 5 楕円形 逆台形状 175× 14CI X 010 灰 オリーブ色砂質土 近世 第Ⅱ②層上面

C D6 不整形 逆台形状 122 × 063 X 020 灰黄色シルト 中世以降 第Ⅲ①層上面

H17 円形 逆台形状 140 X050 ×012 灰黄色土 中世 第Ⅲ⑥層上面

N19 楕円形 皿状 135 X 075 X 005 灰責色シル ト 中世
第Ⅲ④層上面
SD301に 切られる

表 55  柱穴一覧
ス

ＰＩ

任

６
地  区 平面形

規 模 (m)
長さ(長径 〕×幅 (短径 〕×深さ

埋  土 出土遺物 備 考

F15 円形 035 × 035 × 012 褐灰色土 他 第Ⅲ⑩層上面
畝溝 206を切る

F15 不整形 035 × 032X 011 暗褐色粘質土 他 第Ⅲ⑩層上面
畝溝 205を切る

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調整 色調

1貧冨|
生

成

胎

焼
備考 剰jfa

外面 内面

l 上金 残高  39
口縁端部から下がった位置に、鍔カ

貼り付けられる。
ヨコナデ マメツ

浅黄橙色

にぶい橙色

石・長 (1)

◎
44

2 土釜 残高  31
口縁端部から下がった位置に、断面

四角形の鍔が貼り付けられる。
マメツ マメツ

責橙色

にぶい橙色

石 長 o～ 3)

◎
44

3 上金 残高  24
口縁部外面に、断面三角形の鍔が貼

り付けられる。
ヨヨナデ ヨヨナデ

色

色

橙

橙

責

黄

石・長 (1)

◎
44

4 こね鉢 残高  26
口縁部が上方向へ拡張し、外面を丸

く仕上げる。
ヨコナデ ヨコナデ

暗灰色

明責褐色

百・長 o)

①
44
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番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調整 色調

1貧目
生
成
胎

焼
備考 剥版

外面 内面

5 イ
口径  (108)

残高   15
口縁端部は九く仕上げる。 ヨコナデ ヨコナデ

乳白色

乳白色

密

◎

杯
底径  (72)

残高  23
回転ヘラ切り。 ナ デ ナデ

乳白褐色

乳白褐色

密

◎

7 皿
底径  侮8)
残高  09

回転ヘラ切り。 ヨコナデ ヨコナデ
責褐色

責褐色

密

◎

8 甕
口径  (14n
残高  27

口縁部は外反し、日縁端部は平坦な

面をもつ。

ナデ→

ハケ 14本 /cm)
ナデ→ハケ

にぶい黄橙色

にぶい責橙色

石

◎

長 (1)
44

lA区第Ⅲ①層出土遺物観察表   土製品

表 61  2B区 出土遺物観察表   木製品

遺 物 観 察 表

(2)

表 57  1区 地点不明出土遺物観察表   陶磁器

番号 材質 器 種 法量 (cm)
施 文 色調

 1貧目| 和 薬 備 考 図版
外 面 内 面

9 磁器 鉢 (白磁 )
径

高

口

残
灰白色 透明釉

磁器 皿 (青磁 )
底径  1491

残高  12
花文 オリーブ灰色 黄緑色釉 同安窯系 44

表 58  1区 地点不明出土遺物観察表   土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施支
調整 色調

1貧目
土
成
胎
焼

備考
外面 内面

11 杯
口径  (1321

残高  31
体部は九みをもつ。口縁端部は九い。マメツ マメツ

浅黄橙色

橙色

石・長 (1～ 21

◎

土鍋
口径  (2721

残高  34
口縁部は内傾する。 マメツ マメツ

にぶい橙色

橙色

石・長 (1～ 41

◎
44

杯霊
口径  (196)

残高  13
扁平な天丼部。 回転ナデ 回転ナデ

淡灰色

淡灰色

密

◎

杯
径

一島

底

残

体部からやや内側に直立する高台か

付く。
回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

密

◎
44

鍋 残高  08 口縁端部は丸い。 ナ デ ナ デ

にぶい黄橙色

にぶい責橙色

石 長 (1～ 21

◎

奏
底径  32
残高  22

平底。 マメツ ナ デ
橙色

橙色

石。長 ll～ 2)

◎

一霊
底径  67)
残高  40

厚みのある平底。 マメツ マメツ
責橙色

橙色

石 。長 ll～ 3)

◎
黒斑 44

表 59  1区 地点不明出土遺物観察表   石製品

番号 器 種 残 存 材  質
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ債Ⅲ

不明 緑色片岩 11

表 60  1区 地点不明出土遺物観察表  鉄製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 翻 臨

長さ(cm) 幅 lcm) 厚さ (cm) 重さ (RⅢ

鉄津 鉄 44

番号 器 種 樹 種
法

備 考 瓢Jld
残存長にm) 幅 (cm) 厚さ (cm Ⅲ

抗 ヒノキ 234 杭列 201
４４

４５
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2B区出土遺物観察表   木製品

表 65  2区 地点不明出土遺物観察表   陶磁器

水泥遺跡 7次調査

(2)

番号 器 種 樹 種
法 量

備 考 図版
娠存長 にm〕 幅俺m) 厚さ(cm)

杭 アカマツ 抗列 201 44

杭 アカマツ 力tア」201 44

抗 ヒノキ 杭列 乃 1

24 杭 アカマツ 杭列 201 44

抗 アカマツ わ七テJ202

抗 アカマツ 344 t克ア」202

抗 アカマツ 328 此列 202 Ъ

28 抗 アカマツ 297 抗列 202

抗 アカマツ 抗列 202

表 62  2区第Ⅱ層出土遺物観察表   陶磁器
番号 材質 器 種 法量 (cm)

施 文 色調
 1禽冨| 和 薬 備 考 図版

外 面 内 面

機器 皿
口径   (801

残高  24
車花文 灰白色 透明釉 肥前系 46

陶器 碗 残高  29 浅責色 透明釉 瀬戸・美濃系

表 63  2区 第Ⅲ層出土遺物観察表   土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文 調整 色調
1貧目|

土

成

胎

焼
備考 剰版

外面 内面

土 釜 残高  13
口縁部外面に断面三角形の鍔が付

く。
ナ デ ナ デ

責褐色

責褐色

石 。長 (1～ 21

◎

土釜 残高  38 脚部片。 ナ デ
茶褐色

茶褐色

石・長 ll～ 3)

◎

表 64  2区 第Ⅲ層出土遺物観察表  鉄製品

器 種 残 存 材 質
法

備 考 図肪
長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(R)

鉄津 鉄 46

番号 材質 器 種 法量 (cm)
施 文 色調

 1貧冨| 釉 薬 備 考 図版
外 面 内 面

陶器 碗
底径  e2)
残高  33

灰白色 薄責釉

陶器 碗
底径  1421

残高  18
淡黄色 白色釉

陶器 鉢
口径  1881

残高  37
灰赤色 深緑釉

機器 碗 (白磁 )
口径  (1161

残高  29
灰白色 透明釉

磁器 イ
口径  olり
残高  26

草花文 圏線 灰白色 透明釉 肥前系 46
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番号 材質 器 種 法量 (cm)
施 支 色調 1貧写| 和  薬 備 考 翻 IIE

外 面 内  面

磁器 碗
口径   (82)

残高  40
圏 線 灰白色 透明釉

磁 器 皿
底径  (43)

残高   14
革花文 不明文 白色 透明釉 46

2区地点不明出上遺物観察表

赫言66 2区地点不明出土遺物観察表 土製品

夢≡67 2区地点不明出土遺物観察表

夢三68 3区出土遺物観察表

雰言69 3区出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

(2)

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

1貧思
生

成

胎

棒
備考 図版

外 面 内面

42 郭身
口径  o2o
残高  21

口縁部は直立気味に立ちあがる。口

縁端部は九い。
回転ナデ 回転ナデ

灰白色

灰白色

密

◎

甕 残高  35 胴部片。
き→

ハケ (6本 /cm)
ナ デ

白灰色

白灰色

密

◎

番号 器 種 残  存 材  質
法 量

備 考 図版
長 さ (Cm) 幅 (cm) 厚さ (cm Ⅲ 重さ lgⅢ

44 スクレイパー サヌカイト 182 未成品

番 号 材質 器 種 法量 (cm)
施 支 色調 1貧写| 釉 薬 備 考 図肪

外  面 内  面

45 磁器 蓋
口径 o4動
残高  3と

波状文 灰白色 透明釉 幸Ⅱ④層

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調 整 色調絵目|

土

成

胎

娩
備考 図勝

外面 内面

土釜 残高  42 脚部片。 ナデ
淡黄褐色

淡責褐色

石

金

◎

長 (1～ 2)

第Ⅲ④層

47 皿
口径  (1041

残高  19
小片。 ヨコナデ ヨコナデ

淡桃色

灰掲色

密

◎
第I④層

48 甑 残高  35 把手。 マメツ
乳橙色

乳橙色

石・長α)

◎
地点不明

奏 残高  43 胴部小片。 格子叩き
叩き→

ナデ消し

灰色

灰色

密

◎
第Ⅲ④層

甕 残高  63 胴言Б/1ヽ片。 叩き→ハケ
円弧叩き

→ナデ

白灰色

灰色

密

◎
地点不明 46

甕
口径  (294)

残高  39

14‐ 曲口縁。ヘラ沈線文4条 十刺突文

3段。
ナ デ マメツ

茶色

淡茶褐色

石 長 ll～ 3)

◎
第Ⅶ層

霊

底径  60
残高  19

平底。 ナデ ナ デ
明乳橙色

暗褐色

石 。長 ll～ 41

◎
地点不明

奏
っ
　
２

径

一局

底

残
上げ底。 ナ デ ナ デ

黄茶掲色

責茶褐色

石 。長 (1～ 21

◎
地点不明
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第 7 垂早 自然科学分析

株式会社 古環境研究所

I.水泥遺跡 4次調査における植物珪酸体分析

1.は じめに
植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸 (Si02)が蓄積 したもので、植物が枯れたあともガラス質の微

化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化

石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同

定および古植生・古環境の推定などに応用されている (杉山,2000)。 また、イネの消長を検討する

ことで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である (藤原・杉山,1984)。

水泥遺跡 4次調査の発掘調査では、江戸時代後期とされる水田遺構 (畦畔)が検出された。ここで

は、同遺構における稲作の確認を主目的として分析を行った。

2.試 料
分析試料は、 lA区、 2 AttS R 201、 2A区、2D区の各地点から採取された計 19点である。

試料採取箇所を分析結果の模式柱状図に示す。

3.分析法
植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原,1976)を 用いて、次の手順で行った。

1)試料を 105℃ で 24時間乾燥 (絶乾)

2)試料約 lgに対し直径約 40 μ mのガラスビーズを約 0.02g添加 (電子分析天秤により0.lmgの

精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ ・6時間)に よる脱有機物え理

4)超音波水中照射 (300W。 42KHz。 10分間)に よる分散

5)沈底法による20 μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オ イキット)中 に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象とし

て行った。計数は、ガラスビーズ個数が 400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分

の精査に相当する。試料 lgあ たりのガラスピーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (1.0と 仮定)と 各植物の換算係数 (機動細

胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重、単位 :10 5g)を かけて、単位面積で層厚 lcmあ たりの植物体生

産量を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることが

できる。イネの換算係数は 2.94、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 メダケ節は
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1.16、 ネザサ節は 048、 チマキザサ節。チシマザサ節は 0,75、 ミヤコザサ節は0.30である (杉山,

2000)。 タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

4.分析結果
分析試料から検出された植物圭酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量

を行い、その結果を表 70および第 139図～第 142図 に示した。主要な分類群について顕微鏡写真 (第

143図 )を示す。

〔イネ科〕

イネ、キビ族型、ヨシ属、シバ属、ススキ属型 (お もにススキ属)、 ウンクサ族A(チガヤ属など)
〔イネ科―タケ亜科〕

メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節 。リュウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型 (お もにメダケ属

ネザサ節)、 チマキザサ節型 (ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など)、 ミヤコザサ節型 (ササ属ミ

ヤコザサ節など)、 未分類等

〔イネ科一その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 茎部起源、未分類等

〔樹木〕

ブナ科 (シイ属)、 クスノキ科、マンサク科 (イ スノキ属)、 その他

5.考 察
(1)稲作跡の検討
水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体 (プラント・オパール)が試

料 lgあ たり5,000個 以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高い

と判断している (杉山,2000)。 ただし、密度が 3,000個 /g程度でも水田遺構が検出される事例があ

ることから、ここでは判断の基準を 3,000個 /gと して検討を行った。

1)lA区 (第 139図 )
試料 1～試料 5について分析を行った。その結果、試料 1、 2、 4、 5からイネが検出された。こ

のうち、試料 1と 畦畔部の試料 5では、密度が 3,500個 /gお よび 3,400個 /gと 比較的高い値である。

したがって、これらの層準では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

その他の試料では、密度が700個 /gと低い値である。イネの密度が低い原因としては、稲作が行わ

れていた期間が短かったこと、土層の推積速度が速かったこと、洪水などによって耕作土が流出した

こと、採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと、および上層や他所からの混入などが考えられる。

2)2 AttS R 201(第 140図 )

試料 6～試料10について分析を行った。その結果、試料 6、 7、 9か らイネが検出された。このうち、

試料 6では密度が 4,800個 /gと 比較的高い値である。したがって、同層では稲作が行われていた可

能性が高いと考えられる。

水田層とみられる試料 9では密度が 2,100個 /gと 比較的低い値であるが、直上の試料 8ではイネ
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水泥遺跡 4次調査における植物珪酸体分析

が検出されないことから、上層から後代のものが混入したことは考えにくい。したがって、同層の時

期に調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が考えられる。

自然流路内の試料 7では密度が 700個 /gと 低い値である。当時は流路の周辺で稲作が行われており、

そこから何らかの形で流路内にイネの植物珪酸体が混入したと推定される。

3)2A区 (第 141図 )
試料 11～試料 14について分析を行った。その結果、これらのすべてからイネが検出された。この

うち、試料 11と 試料 13で は、密度が 4,900個 /gお よび 3,800個 /gと 比較的高い値である。したがっ

て、これらの層準では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

試料 12と畦畔部の試料 14では、密度が 2,000個 /gお よび 1,400個 /gと 比較的低い値である。イネ

の密度が低い原因としては、前述のようなことが考えられる。

4)2D区 (第 142図 )
試料 15から試料 19について分析を行った。その結果、これらのすべてからイネが検出された。こ

のうち、畦畔部の試料 18では密度が 3,500個 /gと 比較的高い値である。したがって、同層では稲作

が行われていた可能性が高いと考えられる。その他の試料では、密度が700～ 2,100個 /gと 比較的

低い値である。イネの密度が低い原因としては、前述のようなことが考えられる。

(2)イ ネ科栽培植物の検討
植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもムギ類、ヒ

エ属型 (ヒエが含まれる)、 エノコログサ属型 (ア ワが含まれる)、 キビ属型 (キ ビが含まれる)、 ジュ

ズダマ属 (ハ トムギが含まれる)、 オヒシバ属 (シ コクビエが含まれる)、 モロコシ属型、 トウモロコ

シ属型などがあるが、これらの分類群はいずれの試料からも検出されなかった。なお、植物珪酸体分

析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため、根菜類などの畑作物は分析の対象外と

なっている。

(3)植物珪酸然分析から推定される植生と環境
上記以外の分類群では、多くの試料でネザサ節型が多量に検出され、メダケ節型も比較的多く検出

された。また、部分的にヨシ属、ススキ属型、ウシクサ族 A、 ミヤコザサ節型、および樹木 (照葉樹 )

のブナ科 (シ イ属)、 クスノキ科、マンサク科 (イ スノキ属)な ども検出された。おもな分類群の推定

生産量によると、おおむねネザサ節型が優勢である。

以上の結果から、当時の調査区周辺は、おおむねメダケ属 (お もにネザサ節)な どの竹笹類を主体

としたイネ科植生であったと考えられ、部分的にヨシ属などが生育する湿地的なところも見られたと

推定される。また、遺跡周辺にはシイ属、クスノキ科、イスノキ属などの照葉樹林が分布していたと

考えられる。なお、これらの植物については、堆肥や草木灰などとして周辺から持ち込まれた可能性

も考えられる。

- 195-



自然科学分析

6。 まとめ

植物遊酸体分析の結果、江戸時代後期とされる水田遺構 (畦畔)が検出された層準では、イネが比

較的多量に検出され、同遺構で稲作が行われていたことが分析的に確認された。また、その上位層な

どでも稲作が行われていた可能性が認められた。

当時の調査区周辺は、おおむねメダケ属 (お もにネザサ節)な どの竹笹類を主体としたイネ科植生

であったと考えられ、部分的にヨシ属などが生育する湿地的なところも見られたと推定される。また、

遺跡周辺にはシイ属、クスノキ科、イスノキ属などの照葉樹林が分布していたと考えられる。

参考文献

杉山真二 (1987)タ ケ亜科植物の機動細胞圭酸体.富士竹類植物園報告,第 31号 ,p.70‐83.

杉山真二 (1999)植物珪酸体分析からみた九州南部の照葉樹林発達史.第四紀研究.3駅2),p.109-123.

杉山真二 (2000)植物珪酸体 (プラント・オパール)。 考古学と植物学.同成社,p.189-213.

藤原宏志 (1976)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (1)一 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と

定量分析法―.考古学と自然科学,9,p.15-29.

藤原宏志 。杉山真二 (1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (5)― プラント・オパール分析

による水田述の探査―.考古学と自然科学,17,p.73-85.

- 196-



表
70
 
水
泥
遺
跡
4次
調
査
に
お
け
る
植
物
珪
酸
体
分
析
結
果

検
出
密
度
(単
位
:×
10
0個
/富
)

地
点
・
試
料

lA
区

2 
A 
tt
 S
R2
01

2A
区

2D
区

分
類
群
  
  
  
  
  
学
名
  
  
  
  
  
  
  
  
1 
  
2 
  
3 
  
4 
 5
  
  
6 
  
7 
  
8 
  
9 
 1
0 
  
 

■
  
12
  
13
  
14
  
  
15
  
16
  
17
  
18
  
19

イ
ネ
科
  
  
  
  
  
Gr
ar
ni
ne
ae

イ
ネ

キ
ビ
族
型

ヨ
シ
属
シ
バ
属
ス
ス
キ
属
型

ウ
シ
ク
サ
族
A

Э
彰
a 
tt
Fレ
ワ

Pa
ni
ce
ae
 t
yp
e

拍
駐
凛
it
e,

Zo
ys
ia

Лな
浄θ
っ″
汐
,1
/9
 t
yp
e

An
dr
op
og
on
ea
e 
A 
ty
pe
  
  
  
  
  
  
  
  
 2
1 
  
  
20
  
  
 1
3 
  
  
 7

35
  
  
 7 20

7 
  
  
34
  
  
  
  
48
  
  
  
7

7 
  
  
7 
  
  
  
  
  
  
 1
4

21

7

49
  
  
20
  
  
 3
8 
  
  
14
  
  
  
  
17
  
  
 2
1 
  
  
 7
  
  
 3
5 
  
  
 7

6 
  
  
 7

タ
ケ
亜
科

メ
ダ
ケ
節
型

ネ
ザ
サ
節
型

チ
マ
キ
ザ
サ
節
型

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
節
型

未
分
類
等

Ba
mb
us
Oi
de
ae

Pi
ei
Ob
■
a,
ど
を
,s
ec
t 
Ni
pp
on
Oc
al
al
nu
s

Я
tt
ο
加
ち
,ど
コ
,s
ec
t 
Ne
za
sa

bち
sa
 s
ec
t 
Sa
sa
 e
tc
.

5ち
sa
 s
ec
t,
Cr
as
si
nO
di

Ot
he
rs

85
  
  
 4
3 
  
 1
56

28
2 
  
 1
29
  
 
75
1

14
  
  
22
  
  
14

14
  
  
 1
4 
  
  
57

7 
  
 2
2 
  
  
21

55

33
2 14 14 14

そ
の
他
の
イ
ネ
科

表
皮
毛
起
源

棒
状
珪
酸
体

茎
部
起
源

未
分
類
等

Ot
he
rs

Hu
sk
 h
al
r 
ot
tg
in

Ro
d―
sh
ap
ed

St
em
 o
�
gi
n

Ot
he
rs

ｌ ｗ Ｏ Ｒ Ｉ
樹
木
起
源

ブ
ナ
科
(シ
イ
属
)

Ar
bO
re
al

an
dt
tω
9こ

"伊

,

ク
ス
ノ
キ
科
  
  
  
  
La
ur
ac
ea
e

マ
ン
サ
ク
科
(イ
ス
ノ
キ
属
) 
∂
ん
,ガ
iu
m

そ
の
他

(海
綿
骨
針
)

SD
On
ge

15

植
物
珪
酸
体
総
数

To
ta
l

61
8 
  
17
86

57
7
45
6

お
も
な
分
類
群
の
推
定
生
産
量
(単
位
:k
g/
ゴ
,c
ll
l)
:試
料
の
仮
比
重
を
10
と
仮
定
し
て
算
出

イ
ネ
ヨ
シ
属
ス
ス
キ
属
型

メ
ダ
ケ
節
型

ネ
ザ
サ
節
型

チ
マ
キ
ザ
サ
節
型

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
節
型

Э
tt
a膨
″
И
2

乃
』
鯛
η
ル
,

励
″
肋
′
,t
yp
e

口
00
籾
修
st
us
 s
ec
t.
Ni
pp
on
oc
al
am
us

口
め
β
tt
b・
rt
rb
N 
se
ct
.N
ez
as
a

脇
,s
ec
t.
Sa
sa
 e
tc

駒
d2
se
ct
.C
ra
ss
in
od
i

1.
02
  
0.
20
  
  
  
  
 0
.2
2

1.
26
  
  
  
  
 0
.4
7

0.
08
  
0.
23
  
0.
38
  
0.
26

0 
43
  
0 
41
  
0 
19
  
0 
35

0 
05
  
0 
05
  
0 
06

0 
04
  
  
  
  
0 
04

1.
00

0.
43

0 
08

0 
24

0 
62

0 
15

0 
10

0 
20

0 
43

0 
08

0,
95

0.
85

0.
20

0 
06

1.
42
  
 0
.2
1

0.
89

0.
09

0 
64
  
0 
98

1 
59
  
 1
.3
5

0 
10
  
 0
 1
1

0.
04
  
0 
04

0.
62

1 
81
  
0 
65

3.
61
  
 1
 8
8

0 
11
  
 0
 1
6

0 
17
  
0 
06

0.
64
  
0 
08
  
0 
44

1 
15
  
 1
 0
1 
  
1 
09

0 
05
  
0 
05
  
0 
05

0 
06
  
0 
06
  
0 
06

0 
62
  
0 
22

0 
46

0 
09

0 
33
  
0 
43

0 
74
  
0 
64

0 
03
  
0.
06
  
0 
02
  
0,
04

タ
ケ
下
科
の
比
率
(O
/0
)

口
e,
ob
la
,t
us
 s
ec
t 
Ni
pp
on
oc
al
am
us

口
ef
Oち
げ2
d″
♂
Se
ct
,N
ez
as
a

bち
s,
 s
ec
t,
Sa
sa
 e
tc

&諺
se
ct
.C
ra
ss
in
od
i

メ
ダ
ケ
節
型

ネ
ザ
サ
節
型

チ
マ
キ
ザ
サ
節
型

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
節
型



11
  
  
  
  
  
  
  
  
 1

メ
ダ
ケ
属
サ
サ
属

I 
 I
I 
 I
チ
 
ミ
マ
ヤ

メ
ネ
キ
コ

ダ
ザ
ザ
ザ

ケ
サ
サ
サ

節
節
節
節

型
型
型
型

1吻
Ⅲ

樹
木

イ
ネ
科

タ
ケ
亜
科

そ
の
他

（ 海 綿 骨 針 ）

そ の 他

（ イ ス ノ キ 属 ）

マ ン サ ク 科

ク ス ノ キ 科

ブ ナ 科 （ シ イ 属 ）

未 分 類 等

棒 状 珪 酸 体

表 皮 毛 起 源

未 分 類 等

ミ ヤ コ ザ サ 節 型

チ マ キ ザ サ 節 型

ネ ザ サ 節 型

メ ダ ヶ 節 型

ウ シ ク サ 族 Ａ

ス ス キ 属 型

ヨ ン 属
イ ネ

Ｆ

Ｉ

」

― ―

ト

ー Ｉ

Ｆ

Ｉ

Ｌ

Ｉ Ｉ

ト

ー Ｉ

Ｆ

Ｉ

」

― ―

ト

ー Ｉ

Ｆ

Ｉ

Ｌ

深 度 （ 卿 ） ０ ± 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５０ 　 　 　 　 　 　 畔 一　 　 　 　 ‐００表
現

研 沸 学 報 ⇒ 章

●
 2

― 　 牌 〇 ∞ ―

0 
1

●
 3

0 
4

●
 5

検
出
密
度
(万
個
/g
)

―

推
定
生
産
量
(k
g/
督
・
cm
)

□

□ 「 コ

Ｉ 　 Ｉ

コ コ ー コ

Ｉ 　 Ｉ

“ “| ■

回
「 Ｊ

コ
l
I

I
‐

5

模 式 柱 状 図 I

工
①

Ⅱ
②

～ Ⅱ
④

Ⅱ
⑥

第
13
9図
 
水
泥
遺
跡
4次
調
査
lA
区
に
お
け
る
植
物
珪
酸
体
分
析
結
果



イ
ネ
科

11
  
  
  
  
 1
1 
:寮 マ
ヤ

メ
ネ
キ
コ

ダ
ザ
ザ
ザ

ケ
サ
サ
サ

節
節
節
節

型
型
型
型

1物
F

I

I

学 ―
I

0 
  
  
  
 1
00
%

―タ
ケ
亜
科
の
比
率

樹
木

タ
ケ
亜
科

そ
の
他

（ 海 綿 骨 針 ）

そ の 他

ク ス ノ キ 科

ブ ナ 科 （ シ イ 属 ）

未 分 類 等

茎 部 起 源

棒 状 珪 酸 体

表 皮 毛 起 源

未 分 類 等

ミ ヤ コ ザ サ 節 型

チ マ キ ザ サ 節 型

ネ ザ サ 節 型

メ ダ ヶ 節 型

ウ シ ク サ 族 Ａ

ス ス キ 属 型

シ バ 属

ヨ シ 属

キ ビ 族 型
イ ネ

深 度 （ Ｕ 0

現
表
土

＞ 前 曲 郵 卜 斉 謎 醇 〔 廿 尋 心 誌 導 騨 爵 募 ） 章

●
 6

Ｉ Ｐ Ｏ Ｏ Ｉ

路 ５０

流
然
自

●
 7

●
 8
●
 9

0 
10

水
田
層
?

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
5

検
出
密
度
(万
個
/g
)

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
5

「

…
~~
~~
~~
~司
推
定
生
産
量
(k
g/
ポ
。 c
m)

第
14
0図
 
水
泥
遺
跡
4次
調
査
2 
At
t 
SR
20
1地
点
に
お
け
る
植
物
珪
酸
体
分
析
結
果

模 式 柱 状 図 I

Ⅱ
④

ヤ

Ⅱ
⑥ V Ⅵ

□
■ ■
回

一

■
l

□
一 日

回 」 □

革 ‐
I

一 ―
I I

■ Ｌ ■ ‥

― 中

… 　 … 中

回

一



lI
  
  
  
  
  
 I
I 
I寮 マ
ヤ

メ
ネ
キ
コ

ダ
ザ
ザ
ザ

ケ
サ
サ
サ

節
節
節
節

型
型
型
型

|1
物
卿

0 
  
  
  
 1
00
%

―タ
ケ
亜
科
の
比
率

樹
木

イ
ネ
科

そ
の
他

タ
ケ
亜
科

（ 海 綿 骨 針 ）

そ の 他

（ イ ス ノ キ 属 ）

マ ン サ ク 科

ク ス ノ キ 科

未 分 類 等

棒 状 珪 酸 体

表 皮 毛 起 源

未 分 類 等

ミ ヤ コ ザ サ 節 型

チ マ キ ザ サ 節 型

ネ ザ サ 節 型

メ ダ ヶ 節 型

ウ シ ク サ 族 Ａ

シ バ 属

ヨ シ 属
イ ネ

Ｆ ｌ ｒ ｌ ト ー ト ー 」 ― Ｉ Ｆ Ｉ ト ー ト ー 」 ― Ｉ Ｆ Ｉ ト ー ト ー ト ー 」

深 度 （ ∪ 　 ０ ± 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 叫 ・
００

表
現

田 沸 学 報 ゆ 章

Ｉ Ｎ Ｏ Ｏ Ｉ

0 
 1
1

0 
 1
2

●
  
13

●
 1
4

検
出
密
度
(万
個
/g
)

―

推
定
生
産
量
(k
g/
だ
。 c
m)

□ □ 回

回 ■ ■

“ コ コ

‐ ■ ■

車 中

■ ■ ■

同 日
|

“

I
!

■
l

模 式 柱 状 図 I

Ⅱ
④

Ⅱ
⑤

一 Ⅱ
⑥

Ⅵ

第
14
1図
 
水
泥
遺
跡
4次
調
査
2A
区
に
お
け
る
植
物
珪
酸
体
分
析
結
果



11
  
  
  
  
  
 1
: 
I寮 マ
ヤ

メ
ネ
キ
コ

ダ
ザ
ザ
ザ

ケ
サ
サ
サ

節
節
節
節

型
型
型
型

II
印

0 
  
  
  
 1
00
%

―タ
ケ
亜
科
の
比
率

樹
木

イ
ネ
科

1 
  
  
  
  
  
 ~

タ
ケ
亜
科

そ
の
他

（ 海 綿 骨 針 ）

そ の 他

ク ス ノ キ 科

ブ ナ 科 （ シ イ 属 ）

深 度 （ 〕

未 分 類 等

棒 状 珪 酸 体

表 皮 毛 起 源

未 分 類 等

ミ ヤ コ ザ サ 節 型

チ マ キ ザ サ 節 型

ネ ザ サ 節 型

メ ダ ヶ 節 型

ウ シ ク サ 族 Ａ

ス ス キ 属 型

ヨ シ 属

キ ビ 族 型
イ ネ

済 静 肺 郵 卜 済 訓 齢 再 前 尋 心 講 導 辟 爵 募 ゆ 章

0

現
表
土

畦
畔

0 
15

0 
16

o 
17

― ］ 〇 牌 ―

●
18

●
19

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
5

検
出
密
度
(万
個
/g
)

o 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
5

―

推
定
生
産
量
(k
g/
ポ
・
cm
)

第
14
2図
 
水
泥
遺
跡
4次
調
査
2D
区
に
お
け
る
植
物
珪
酸
体
分
析
結
果

模 式 柱 状 図 I① Ⅱ
①

Ⅱ
④ 一 Ⅱ
⑥

□ □

「 Ｊ

■ ■

Ｉ 　 Ｉ

コ コ コ

I
I

“ ‐

■ ■ !

日 ■

■

□
「 コ

回 回
]

I I

I I

!
コ コ



イネ
試料16

f・ k
ヽ .Ⅲ

イネ
試料6

ヨシ属
試料4

笙ユ F

,1lk

か
メダケ節型

試料19
｀
ミ¥´

iり

表皮毛起源
試料7

自然科学分析

マ岳I

イネ
試料13

1.,シ

頑ё

′
ゝ り

＼
Ｉ
ノ・ヤ４
ユ
■

れ
ｉ生
＼
武
　
オ ‐
ヽ

，
大
ノ

壌

．

，， 一　一、，，デ
′′Ｆ

ウ
，
一．́

沈
〆
こ
〒

サ

ｒ
一
＼
、

排
】
■

手
中ォ

‐
密
゛

Ｆ
Ц
碧
，
ュｒ
Ｆ
比

一

●、

心

・
ち
　
　
　
”、

一　
一爺キビ族型

試料9

ヽ

監:

1静

ゝ
ンバ属
試料6

玉ギ〔I
―`
… 王 :´

イ

、後■!舅

ススキ属型

試料17

r

ネザサ節型

試料6

／
１
＼

ご,メ

尋 こと二:● 1li!ユ1懇
/

一併

｀
1朝

ハ

棒状珪酸体
試料14

r.__▼

ェ
イと,む
ヽ′
―

~れ

,

嵯手Ⅲン
鰐

エ
ギヤ五

ツ

ブナ科 (シイ属)
試料15

‐`フ
●  エ

海綿骨針
試料11

50 μ ln
第143図 水泥遺跡4次調査の植物珪酸体 (プラント・オパール)

-202-



Ⅱ.水泥遺跡 5次調査における植物珪酸体分析

1.は じめに
植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸 (Si02)が蓄積 したもので、植物が枯れたあともガラス質の微

化石 (プラント・オパール)と なって土壊中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化

石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同

定および古植生・古環境の推定などに応用されている (杉山,2000)。 また、イネの消長を検討するこ

とで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である (藤原・杉山,1984)。

2.試 料
分析試料は、 lA区北壁、 3区西壁の 2地点から採取された計 10点である。試料採取箇所を分析結

果の模式柱状図に示す。

3.分析法
植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原,1976)を 用いて、次の手順で行った。

1)試料を 105℃ で 24時間乾燥 (絶乾)

2)試料約 lgに対し直径約 40 μ mの ガラスビーズを約 0.02g添加 (電子分析天秤により01mgの精

度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ ・6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・ 42KHz。 10分間)に よる分散

5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オ イキット)中に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象とし

て行った。計数は、ガラスビーズ徊数が 400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分

の精査に相当する。試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (10と 仮定)と 各植物の換算係数 (機動細

胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重、単位 :10 5g)を かけて、単位面積で層厚 lcmあ たりの植物体生

産量を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることが

できる。イネの換算係数は 2.94、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 メダケ節は 116、 ネザサ節は 0.48、 チマ

キザサ節・チシマザサ節は 075、 ミヤコザサ節は 0.30で ある (杉山,2000)。 タケ亜科については、

植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

4.分析結果
(1)分類群
検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、その

結果を表 71お よび第 144・ 145図 に示した。主要な分類群について顕微鏡写真 (第 146図 )を示す。
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〔イネ科〕

イネ、ヨシ属、ウシクサ族A(チガヤ属など)、 ウシクサ族B(大型)
〔イネ科―タケ亜科〕

メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リユウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型 (お もにメダケ属

ネザサ節)、 チマキザサ節型 (ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など)、 ミヤコザサ節型 (ササ属ミ

ヤコザサ節など)、 未分類等

〔イネ科一その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 未分類等

〔樹木〕

ブナ科 (シイ属)、 クスノキ科、その他

5。 考 察

(1)稲作跡の検討
水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体 (プラント・オパール)が試

料 lgあ たり5,000個 以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高い

と判断している (杉山,2000)。 なお、密度が 3,000個 /g程度でも水田遺構が検出される事例がある

ことから、ここでは判断の基準を3,000個 /gと して検討を行った。

1)lA区 北壁

中世以前とされる第工①層 (試料 1)か ら第Ⅵ②層 (試料 4)ま での層準について升紙 を行った。
その結果、S R 101埋上の灰色砂 (試料 2)からイネが検出された。密度は700個 /gと低い値であるが、

直上の第工①層 (試料 1)ではまったく検出されないことから、上層から後代のものが混入したこと
は考えにくい。したがって、当時は溝の周辺で稲作が行われており、そこから何らかの形で溝内にイ

ネの植物珪酸体が混入したと推定される。

2)3区西壁
表上の第工①層 (試料 5)からS K 301下位の第Ⅵ②層 (試料 10)ま での層準について分析を行っ

た。その結果、中世以降とされるS R 301(試料 6)、 第Ⅳ①層 (試料 8)、 中世以前とされる第Ⅳ①

層とS K 301埋 土 (試料 9)か らイネが検出された。このうち、第Ⅳ①層 (試料8)では密度が 5,000
個/gと 高い値である。したがって、同層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

中世以降とされるS R 301(試料 6)と 中世以前とされるS K 301埋土 (試料 9)では、密度が 700

個 /gお よび600個 /gと低い値である。イネの密度が低い原因としては、稲作が行われていた期間が

短かったこと、土層の堆積速度が速かったこと、採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと、およ

び上層や他所からの混入などが考えられる。

(2)イ ネ科栽培植物の検討
植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもムギ類、ヒ

エ属型 (ヒエが含まれる)、 エノコログサ属型 (アワが含まれる)、 キビ属型 (キビが含まれる)、 ジュ
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ズダマ属 (ハ トムギが含まれる)、 オヒシバ属 (シコクビエが含まれる)、 モロコシ属型、 トウモロコ

シ属型などがあるが、これらの分類群はいずれの試料からも検出されなかった。なお、植物珪酸体分

析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため、根菜類などの畑作物は分析の対象外と

なっている。

(3)植物珪酸体分析から推定される植生と環境
1)lA区 北壁

各層準ともネザサ節型が比較的多く検出され、メダケ節型、ミヤコザサ節型なども認められた。ま

た、溝埋上では樹木 (照葉樹)の ブナ科 (シイ属)、 クスノキ科なども検出された。おもな分類群の

推定生産量によると、ネザサ節型が優勢である。

以上の結果から、当時の調査区周辺は、メダケ属 (お もにネザサ節)な どの竹笹類を主体としたイ

ネ科植生であったと考えられ、遺跡周辺にはシイ属、クスノキ科などの照葉樹林が分布していたと推

定される。

2)3区 西壁

S K 301埋 土とその上下層では、ネザサ節型が多量に検出され、メダケ節型も比較的多く検出され

た。また、樹木 (照葉樹)のクスノキ科なども検出された。第Ⅲ①層より上位層ではネザサ節型やメ

ダケ節型が大幅に減少し、その他の分類群も減少している。おもな分類群の推定生産量によると、S

K301埋土とその上下層ではネザサ節型が卓越しており、第Ⅳ①層ではイネも多くなっている。

以上の結果から、S K 301埋 土とその上下層の堆積当時は、メダケ属 (お もにネザサ節)な どの竹

笹類を主体としたイネ科植生であったと考えられ、遺跡周辺にはクスノキ科などの照葉樹林が分布し

ていたと推定される。

第Ⅲ①層より上位層では、植物珪酸体があまり検出されないことから、当時はイネ科植物の生育に

はあまり適さない環境であつたことや、土層の堆積速度が速かったことなどが想定される。

6。 まとめ
植物珪酸体 (プラント・オパール)分析の結果、 3区西壁の第Ⅳ①層では、イネが多量に検出され、

稲作が行われていた可能性が高いと判断された。また、中世以降とされるS R 301や 中世以前とされ

るS K 301埋上でもイネが検出され、周辺で稲作が行われていた可能性が認められた。 lA区北壁で

は、 S R 101埋 土の灰色砂からイネが検出され、周辺で稲作が行われていた可能性が認められた。

当時の調査区周辺は、メダケ属 (お もにネザサ節)な どの竹笹類を主体としたイネ科植生であった

と考えられ、遺跡周辺にはシイ属、クスノキ科などの照葉樹林が分布していたと推定される。
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Ⅲ.水泥遺跡 6次調査における植物珪酸体分析

1.は じめに
植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸 (Si0 2)が蓄積 したもので、植物が枯れたあともガラス質の微

化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化

石を遺跡土壌などから検出して同定 。定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同

定および古植生・古環境の推定などに応用されている (杉山,2000)。 また、イネの消長を検討するこ

とで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である (藤原・杉山,1984)。

2.試 料
分析試料は、lA区、lB区、2D区、2E区の4地点において、第Ⅲ①層 (中世)、 第Ⅲ②層 (中
世の水田層)、 第Ⅲ③層 (中世の水田層)、 第Ⅳ①層 (古代)の各層から採取された計13点である。

試料採取箇所を分析結果図に示す。

3.分析法
植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原,1976)を 用いて、次の手順で行った。

1)試料を 105℃ で 24時間乾燥 (絶乾)
2)試料約 lgに射し直径約 40 μ mの ガラスビーズを約 0.02g添加 (0.lmgの精度で秤量)
3)電気炉灰化法 (550℃ 。6時間)に よる脱有機物処理
4)超音波水中照射 (300W・ 42KHz。 10分間)に よる分散
5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去
6)封入剤 (オ イキット)中 に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象とし

て行った。計数は、ガラスビーズ個数が 400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分

の精査に相当する。試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (1.0と 仮定)と各植物の換算係数 (機動細

胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重、単位 :10~5glを かけて、単位面積で層厚 l clnあ たりの植物体生

産量を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることが

できる。イネの換算係数は 294、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ススキ)は 1.24、 メダケ節は 116、

ネザサ節は 048、 チマキザサ節・チシマザサ節は 0,75、 ミヤコザサ節は 030である (杉山,2000)①

タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

4.分析結果
(1)分類群
検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、その
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結果を表 72および第 147図 に示した。主要な分類群について顕微鏡写真 (第 148図 )を示す。

〔イネ科〕

イネ、キビ族型、ヨシ属、シバ属、ススキ属型 (お もにススキ属)、 ウシクサ族A(チガヤ属など)、
ウシクサ族B(大型)

〔イネ科―タケ亜科〕

メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型 (お もにメダケ属

ネザサ節)、 チマキザサ節型 (ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など)、 ミヤコザサ節型 (ササ属ミ

ヤコザサ節など)、 未分類等

〔イネ科一その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 未分類等

〔樹木〕

ブナ科 (シイ属)、 クスノキ科、マンサク科 (イ スノキ属)、 その他

5。 考 察

(1)稲作跡の検討
水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体 (プラント・オパール)が試

料 lgあ たり5,000個 以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高い

と判断している (杉山,2000)。 なお、密度が 3,000個 /g程度でも水田遺構が検出される事例がある

ことから、ここでは判断の基準を 3,000個 /g程度として検討を行った。

1)lA区

第Ⅲ①層 (試料 1)、 第Ⅲ②層 (試料 2)、 第Ⅳ①層 (試料 3)について分析を行った。その結果、

すべての試料からイネが検出された。このうち、第Ⅲ②層 (試料 2)では密度が 3,300個 /gと 比較的

高い値である。したがって、同層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。その他の試料

では、密度が700～ 1,400個 /gと 比較的低い値である。イネの密度が低い原因としては、稲作が行わ

れていた期間が短かったこと、土層の堆積速度が速かったこと、採取地点が畦畔など耕作面以外で

あったこと、および上層や他所からの混入などが考えられる。

2)lB区

第Ⅲ②層 (試料 4)、 第Ⅳ①層 (試料 5)について分析を行った。その結果、第Ⅲ②層 (試料 4)

からイネが検出された。密度は2,800個 /gと 比較的高い値である。したがって、同層では稲作が行

われていた可能性が高いと考えられる。

3)2D区

第Ⅲ①層 (試料 6)、 第Ⅲ②層 (試料 7)、第Ⅲ③層 (試料 8)、第Ⅳ①層 (試料 9)について分析を行っ

た。その結果、すべての試料からイネが検出された。このうち、第Ⅲ①層(試料6)と第Ⅲ②層(試料7)

では密度が 2,000個 /g前後と比較的低い値であり、第Ⅲ③層 (試料 8)と 第Ⅳ①層 (試料 9)で も1,000

個/g未満と低い値である。イネの密度が低い原因としては、前述のようなことが考えられる。
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4)2E区

第Ⅲ①層 (試料 10)、 第Ⅲ②層 (試料 11)、 第Ⅲ③層 (試料 12)、 第Ⅳ①層 (試料 13)について分

析を行った。その結果、第Ⅲ①層 (試料 10)、 第Ⅲ②層 (試料 11)、 第Ш③層 (試料 12)か らイネが

検出された。このうち、第Ⅲ②層 (試料 11)と 第Ⅲ③層 (試料 12)では密度が 6,500個 /gお よび8,000

個 /gと 高い値である。したがって、これらの層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

第Ⅲ①層 (試料 10)では、密度が2,100個 /gと比較的低い値である。イネの密度が低い原因としては、

前述のようなことが考えられる。

(2)イ ネ科栽培植物の検討
植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもムギ類、ヒ

エ属型 (ヒ エが含まれる)、 エノコログサ属型 (ア ワが含まれる)、 キビ属型 (キビが含まれる)、 ジュ

ズダマ属 (ハ トムギが含まれる)、 オヒシバ属 (シコクビエが含まれる)、 モロコン属型、 トウモロコ
ン属型などがあるが、これらの分類群はいずれの試料からも検出されなかった。

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、その他の分類群の中にも栽培種に由来するもの

が含まれている可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題とした

い。なお、植物珪酸体分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため、根菜類などの畑

作物は分析の対象外となっている。

(3)植物珪酸体分析から推定される植生と環境
上記以外の分類群では、各層準ともネザサ節型が多量に検出され、メダケ節型も比較的多く検出さ

れた。また、ヨシ属、ウシクサ族 A、 チマキザサ節型、ミヤコザサ節型、および樹木 (照葉樹)起源

のブナ科 (シイ属 )、 クスノキ科なども検出された。おもな分類群の推定生産量によると、おおむね

ネザサ節型が優勢となっている。

以上の結果から、各層準の堆積当時はメダケ属 (お もにネザサ節)な どの竹笹類を主体としてウシ

クサ族なども生育するイネ科植生であったと考えられ、部分的にヨシ属などが生育する湿地的なとこ

ろも見られたと推定される。また、遺跡周辺にはシイ属やクスノキ科などの照葉樹林が分布していた

と考えられる。

6。 まとめ
植物珪酸体分析の結果、中世の水田層とされる第Ⅲ②層と第Ⅲ③層では、すべての試料からイネが

検出され、同層で稲作が行われていたことが分析的に検証された。また、古代とされる第Ⅳ①層でも、

部分的に少量のイネが検出され、調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が認められ

た。

各層準の堆積当時はメダケ属 (お もにネザサ節)な どの竹笹類を主体としてウシクサ族なども生育

するイネ科植生であったと考えられ、部分的にヨシ属などが生育する湿地的なところも見られたと推

定される。また、遺跡周辺にはシイ属やクスノキ科などの照葉樹林が分布していたと考えられる。

-212-



水泥遺跡 6次調査における植物珪酸体分析

参考文献

杉山真二 (1987)タ ケ亜科植物の機動細胞珪酸体.富士竹類植物園報告,第 31号 ,p70-88.

杉山真二 (1999)植物珪酸体分析からみた九州南部の照葉樹林発達史.第四紀研究.38(2),p.109-123.

杉山真二 (2000)植物珪酸体 (プラント・オパール).考古学と植物学。同成社,p.189‐ 213.

藤原宏志 (1976)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (1)一 数種イネ科栽培植物の生酸体標本と定

量分析法―.考古学と自然科学,9,p.15-29.

藤原宏志・杉山真二 (1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (5)― プラント・オパール分析に

よる水田址の探査―.考古学と自然科学,17,p.73-85.

-213-



表
72
 
水
泥
遺
跡
6次
調
査
に
お
け
る
植
物
珪
酸
体
分
析
結
果

検
出
密
度
(単
位
:×
10
0個
/富
)

地
′ 点
・
試
料

lA
区

lB
区

2D
区

2E
区

学
名

イ
ネ
科

イ
ネ

キ
ビ
族
型

ヨ
ン
属

シ
バ
属
ス
ス
キ
属
型

ウ
シ
ク
サ
族
A

ウ
シ
ク
サ
族
B

Gr
am
in
ea
e

Dt
ta
 t
tИ
,

Pa
ni
ce
ae
 t
yp
e

月
う′
叩
滋
θ
∫

豹
Si
a

筋
浄
θt
tη
とみ
コ
,t
yp
e

An
dr
op
og
on
ea
e 
A 
ty
pe

An
dr
op
ot
to
ne
ae
 B
 t
yp
e

7 7

14

7

14

タ
ケ
亜
科

メ
ダ
ケ
節
型

ネ
ザ
サ
節
型

チ
マ
キ
ザ
サ
節
型

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
節
型

未
分
類
等

Ba
mb
us
ol
de
ae

F7
訂
9b
ia
sと
Lr
s 
se
ct
 N
ip
po
no
ca
la
mu
s

F】
訂
9b
■
as
ォ
tr
s 
se
ct
 N
ez
as
a

Sa
sa
 s
ec
t.
Sa
sa
 c
tc
.

駒
∫
,s
ec
t.
Cr
as
si
no
di

Ot
he
rs

77
  
  
12
8

21
2 
  
 3
49

19
  
  
  
21

45
  
  
 2
1

51
  
  
 2
1

11
7

40
1 22 22 36

そ
の
他
の
イ
ネ
科

表
皮
毛
起
源

棒
状
珪
酸
体

未
分
類
等

Ot
he
rs

Hu
sk
 h
ar
 o
ng
in

Ro
d―
sh
ap
ed

Ot
he
rs

Ｉ Ю 牌 ト ー

研 沸 学 料 ⇒ 鍬

樹
木
起
源

ブ
ナ
科
(シ
イ
属
)

ク
ス
ノ
キ
科

マ
ン
サ
ク
科
(イ
ス
ノ
キ
属
)

そ
の
他

Ar
bo
re
al

Od
tt
ψ
誌

La
ur
ac
ea
e

〕
浄
F/
77
V2

0t
he
rs

7

21 21

13 19 13 19

(海
綿
骨
針
)

植
物
差
酸
体
総
数

To
ta
l

74
9

81
2

10
82

お
も
な
分
類
群
の
推
定
生
産
量
(単
位
:k
g/
雷
・
cl
ll
):
試
料
の
仮
比
重
を
10
と
仮
定
し
て
算
出

イ
ネ
ヨ
ン
属

ス
ス
キ
属
型

メ
ダ
ケ
節
型

ネ
ザ
サ
節
型

チ
マ
キ
ザ
サ
節
型

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
節
型

0 
41
  
 0
,9
6

0.
82

0 
34
  
 0
 2
4

0.
48
  
  
0.
68

2.
23
  
 2
 4
1

0.
10
  
 0
.1
5

0.
10

0.
83

0 
45

0.
09
  
 0
.0
9

0 
74
  
 0
 3
3

1 
46
  
 1
.1
2

0.
16
  
  
0 
32

0.
04
  
 0
 0
6

0.
19
  
 0
 2
1

0 
81
  
 0
.4
5

0.
09

0.
89
  
 1
.4
9

1 
02
  
  
1 
68

0.
14
  
 0
.1
6

0.
13
  
 0
 0
6

0.
82
  
 0
,9
2

0 
51
  
  
1 
83

0.
32
  
  
0 
22

0 
04
  
 0
 0
6

2 
36

0.
46
  
 0
 8
0

0 
18
  
 0
 1
6

1,
35
  
 0
 7
4

1.
92
  
 2
.1
3

0.
16
  
 0
.2
9

0 
07
  
 0
,0
2

Э
」
za
骸
とん
ヮ

励
ぅ
2♂
盟
″
θ
♂

〕力
む
θ
″
肪
ぉ
ty
pe

Я
tt
ο
,斜
tu
s 
se
ct
.N
ip
po
no
ca
la
mu
s

口
す
o夕
み
FL
rd
 s
ec
t.
Ne
za
sa

Sa
sa
 s
ec
t 
Sa
sa
 e
tc
.

Sa
sa
 s
ec
t 
Cr
as
si
no
di

0.
21

0,
44

0 
09

0.
81

1 
88

0 
16

0 
08

0 
57

0 
41

1 
12

1,
92

0 
29

0 
06

タ
ケ
亜
科
の
比
率
(%
)

贄
ei
o冽
♭
∫
オ “
se
ct
,N
Ip
po
no
ca
la
mu
s

2e
io
籾
♭
,オ
Lr
S 
Se
Ct
,N
ez
as
a

da
sp
 s
ec
t 
Sa
sa
 e
tc

Sa
s2
 s
ec
t 
Cr
as
si
no
di

メ
ダ
ケ
節
型

ネ
ザ
サ
節
型

チ
マ
キ
ザ
サ
節
型

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
節
型



イ
ネ
科

II
  
  
  
  
  
  
  
  
I

メ
ダ
ケ
属
サ
サ
属

: 
  
11
  
 1 チ
ミ
マ
ヤ

メ
ネ
キ
コ

グ
ザ
ザ
ザ

ケ
サ
サ
サ

節
節
節
節

型
型
型
型

Ⅲ
l物

樹
木

タ
ケ
亜
科

そ
の
他

（ 海 綿 骨 針 ）

そ の 他

（ イ ス ノ キ 属 ）

マ ン サ ク 科

ク ス ノ キ 科

ブ ナ 科 （ シ イ 属 ）

未 分 類 等

棒 状 珪 酸 体

表 皮 毛 起 源

未 分 類 等

ミ ヤ コ ザ サ 節 型

チ マ キ ザ サ 節 型

ネ ザ サ 節 型

メ ダ ヶ 節 型

ウ シ ク サ 族 Ｂ

ウ シ ク サ 族 Ａ

ス ス キ 属 型

シ バ 属

ヨ ン 属

キ ビ 族 型
イ ネ

＞ 前 闘 堺 ｏ 済 削 醇 〔 前 尋 い 講 導 騨 爵 募 り 章

Ｉ Ю ｝ い ―

lA
区

1 
第
Ⅲ
①
層

2 
第
Ⅲ
②
層

3 
第
Ⅳ
①
層

lB
区

4 
第
Ⅲ
②
層

5 
第
Ⅳ
①
層

2D
区

6 
第
Ⅲ
①
層

7 
第
Ⅲ
②
層

8 
第
Ⅲ
③
層

9 
第
Ⅳ
①
層

2E
区

10
 
第
Ⅲ
①
層

11
 
第
Ⅲ
②
層

12
 
第
Ⅲ
③
層

13
 
第
Ⅳ
①
層

検
出
密
度
(万
個
/g
)

「

~い
~~
~~
~~
司
推
定
生
産
量
(k
g/
∬
。 c
m)

コ 回
コ コ

日 I
l

日 日 □
I

I I

I l

■ ■ ■

I I

|

■ ―

一

□
「 ヨ

|

□ 日

革 “

■ ■
|

― 　 ―

■

I

□ □

コ 〓 コ コ

回 回 回 回

一 一車 一

]
| I | |

― 　 日 　 ― ―

― ■ ― 日

一

|

|
I I

□ ■
 |
コ コ コ

I |

回 □ □ 回

コ ー 一

| I I

| |

日 　 ―

■ ■ ■ 日

一
l

| 日

! l l

I l l
■
 |

5

第
14
7図
 
水
泥
遺
跡
6次
調
査
に
お
け
る
植
物
差
酸
体
分
析
結
果



自然科学分析

il中

彊
!JI「

第

イネ
試料12

ススキ属型

試料12

試料6

標

幹 需 争

rヽ ―ゝ
西
ム
ぅ 生

II

Ａ
ぶ
ｉ
ｌ
　
　
ト

どF

ゝ

:鰯
〈

・ふ
獅
〉
ｍ
・

洋一

鍛
プ
　
議
澤

静

ｒ

　

　

　

　

　

・
４

■

属

２

シ
料
ヨ
試

ネザサ節型
試料6
ヽ    _ヤ
イ

メダケ節型

試料13

50μ m

(プラント・オパール)

ヽ

、

アヽ

y千

港
クスノキ科
試料5

属キノスイ科クサ

ーー
ン
料
マ
試

第148図 水泥遺跡 6次調査の植物産酸体
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Ⅳ。水泥遺跡 7次調査における樹種同定

1.は じめに
木材は、セルロースを骨格とする本部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同

定が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林

植生の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がかり

となる。

2.試 料
試料は、水泥遺跡7次調査2B区より出土した抗材10点 〔杭列20● 5点、杭列202:5点〕である。

3.方 法
カミソリを用いて試料の新鮮な横断面 (木口と同義)、 放射断面 (柾 日と同義)、 接線断面 (板目と

同義)の基本三断面の切片を作製し、生物顕微鏡によって 40～ 1000倍で観察した。同定は、解剖学

的形質および現生標本との対比によつて行った。

4.結果
表73に結果を示し、主要な分類群については顕微鏡写真 (第 149図 )を示す。以下に同定の根拠となっ

た特徴を記す。

アカマツ Pinus densinora sieb.et Zucc.マ ツ科 (第 149図 1・ 2)

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成され

る針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には著しい鋸歯状肥厚が存在す

る。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質よリアカマツに同定される。アカマツは、北海道南部、本州、四国、九州に分布する。

常緑高木で、高さ40m、 径 2mに達する。材は重硬な良材で水湿によく耐え、広く用いられる。

ヒノキ科 Cupressaceae(第 149図 3)

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はやや急である。樹脂細胞がみられる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁了しはやや小型であるが型は不明瞭であり、 1分野には 1～ 3個存在

する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、樹脂細胞が存在する。

以上の形質よリヒノキ科に同定される。ヒノキ科には、ヒノキ、サワラ、アスナロなどがある。
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5。 所 見

同定の結果、水泥遺跡 7次調査出上の抗材 10点は、アカマツ8点、ヒノキ科 2′点であった。アカ

マツの木材は水湿に良く耐える材である。ヒノキ科の木材は大きな材がとれる良材である。アカマツ

は温帯を中心に広く分布する常緑針葉樹であり、土壌条件の悪い岩山に生育し二次林を形成する。ヒ

ノキ科にはヒノキ、サワラ、アスナロなどがあり、温帯を中心に分布する常緑針葉樹である。いずれ

の樹種も遺跡周辺からもたらされたと推定される。

参考文献

佐伯浩・原田浩 (1985)針葉樹材の細胞 木材の構造,文永堂出版,p.20-48
佐伯浩・原田浩 (1985)広葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.49-100,

島地謙・伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧,雄山閣,p.296

山田昌久 (1993)日 本列島における木質遺物出土遺跡文献集成,植生史研究特別第 1号,植生史研究

壬羊, p242

表73 水泥遺跡 7次調査における樹種同定結果
h 器種    出土地点 結果 (学名/和名)

20  杭   2B区  杭列201
21  杭   2B区  杭列201
22  杭   2B区  抗列201
23  杭   2B区  杭列201
24   杭    2B区  抗列201
25   杭    2B区  抗列202
26    杭    2B区  抗列202
27  抗   2B区  杭列202
28  杭   2B区  杭列202
29  抗   2B区  杭列202

Cupressaceae
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Sieb.et Zucc

Sieb.et Zucc.

Sieb.et Zucc.

ヒノキ科

アカマツ

アカマツ

ヒノキ科

アカマツ

アカマツ

アカマツ

アカマツ

アカマツ

アカマツ
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横断面

l  No25

ん箕閣子[野                :0 2mm

2 No27 杭  アカマツ

横断面       :0 5mm
3 No23 杭 ヒノキ科

水泥遣跡 7次調査における樹種同定

第149図 水泥遺跡 7次調査の本羽

接線断面       :0 2mm

放射出〒圧『            :0 05mm

杭 アカマツ
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力箆身寸IJ千圧『              :0 05mm
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調査の成果と課題

第 8章 調査の成果と課題
今回の調査では、弥生時代から近世までの遺構や遺物を確認することができた。主に古代から中近

世の水田址、畑址の生産遺構のほか、溝や土坑などの集落関連遺構を検出した。また、調査では東西

方向の地形変化がわかったため、水泥・南高井線関連調査の調査成果とあわせて広範囲での地形変遷

の復元や時代変遷をおこなうことができた。ここでは、水泥地区における集落変遷と地形変遷とを時

代別に整理し、まとめをおこなう。

[1]地形の変遷
調査地は、小野川と悪社川によって形成された扇状地上に立地する。現況では調査地東端、水泥遺

跡 6次調査地が最も高く、標高 54.70mを測り、西側に向けて傾斜をなし、西端の 7次調査地では標

高 46.75mを測る。調査地が東西に長く全長 850mに 及んでいることや、各遺跡に堆積する土層 (土色・

土質)が異なっていることから便宜上、近世、中世、古代、弥生時代から古墳時代の堆積層または水

田や畑耕作に伴う耕土をそれぞれ第Ⅱ層、第Ⅲ層、第Ⅳ層、第V層 として基本層序を設定した。

①弥生時代以前
第Ⅶ層は小野川と悪社川の氾濫による堆積物であり、調査地東端の水泥遺跡 6次調査地と西部の 5次

調査地及び西端の 7次調査地で検出した。第Ⅶ層上面は、調査地東端と西端では比高差 8mを測る。

第Ⅶ層は北東から南西方向に流れる河川の氾濫に伴う堆積物の砂礫層であり、その盛り上がった地

点が 6次調査地で検出されたものと考えられ、西側に向けて徐々に下がっていき、7次調査地で水平

になることから川底と考えられる。一方、水泥・南高井線関連調査で検出した第Ⅶ層灰色砂礫層は調

査地北端水泥遺跡 1次調査地から南側に向けて傾斜をなし、広い範囲で礫層の凹凸があるものと考え

られる。このことから、旧地形は北東から南西方向に傾斜していることがわかる。この時期は調査地

一帯が広範囲で河川であったことがわかる。

第Ⅵ層は黄色シルト層で、河川の氾濫によって逗ばれた土砂が堆積したものと考えられる。6次調

査 1区と5次調査 1区を除く全域で検出し、第Ⅶ層と同様、西側に向けて傾斜をなし、調査地西端の

7次調査地では層厚 95cmを測り厚い堆積をなす。なお、本層は水泥・南高井線関連調査の第Ⅵ層に

相当するものと考えられる。調査地北側にある平井遺跡 2次調査から北方の地域には、弥生時代から

古墳時代までの集落関連遺構が多数見つかっていることから考えると、本調査地を含む周辺地域でも

集落が見つかる可能性がある。

②弥生時代～古墳時代
第V層は弥生時代から古墳時代の遺物を含む遺物包含層であり、調査地東部から西部までの範囲に

点在してみられる。調査地東部の 6次調査 1区、4次調査 2区、5次調査 1・ 3区、7次調査 1区にみられ、

層厚 20cmを 測る。本層は、水泥南高井線関連調査の第Ⅳ・V層に相当するものと考えられる。

また、高井遺跡 1次調査からは古墳時代の竪穴式石室や掘立柱建物が検出されているほか、高井遺

跡でも第V層が検出されていることから、弥生時代から古墳時代においては、本来、水泥町から高井

町の範囲までは安定した地面が形成されていたがことがわかるが、河川の氾濫等で削平されて消失し

たものと考えられる。
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③古 代
第Ⅳ層は古代の堆積層であり、調査地の東端の 6次調査 1・ 2区、西部の 5次調査 2・ 8区にみられ、

層厚 25cmを 測る。第V層 と同様、調査地内に点在してみられる。一方、水泥・南高井線関連遺跡で

は、ほぼ全域で第Ⅳ層が検出されていることから、本調査地では後世の開発によって削られて消失し

たものと考えられる。

第Ⅳ層上面では 5次調査にて畑址が検出されているほか、水泥 2,3次調査でも水田址が検出され

ていることから、古代においても調査地周辺が生産域として土地利用されていたものと考えられる。

④中 世
第Ⅲ層は中世の堆積層であり、調査地中央部の 4次調査・5次調査 1区を除くほぼ全域で検出した。

調査地西端の 7次調査 3区では最も厚い堆積をなし、層厚 65cmを 測る。第Ⅲ層は水泥・南高井線関

連遺跡でも、ほぼ全域で検出されている。調査地全域で水田llLや畑址が検出されていることから、中

世段階においても広く生産域として土地利用されていたものと考えられる。

⑤近 世
第Ⅱ層は近世段階の堆積層、または水田耕作や畑耕作に伴う客土である。調査地全域でみられ、 4

次調査 2区では層厚 50cmを 測る。調査では水田址や畑址が検出されていることから、中世段階と同

様に生産域として近世から現在に至るまで当地が利用されていたものと考えられる。

[2]時代の変遷
①弥生時代
調査地内において、竪穴住居などの遺構は未検出であるが、弥生時代以前の堆積層である第Ⅵ層が

調査地ほぼ全域に安定して堆積していることや、弥生時代の遺物包含層である第V層が点在して堆積

していることから、小野川から北方の弥生時代集落が本調査地を含む地域まで広がっていた可能性が

ある。

②古墳時代
古墳時代の遺構は、調査地西部の水泥遺跡 5次調査で溝 1条 と自然流路 1条を確認している。水泥・

南高井線関連調査の 3次調査、高井遺跡 1次及び南高井遺跡では吉墳時代の竪穴式石室や掘立柱建物

及び土坑を検出していることから、弥生時代と同様、竪穴住居などは未検出であるが、古墳時代にも

集落域として土地利用されていたものと考えられる。

③古 代
古代の遺構は水泥追跡 5次調査で土坑 1基、柱穴 14基、自然流路 1条、畑址を検出した。水泥・

南高井線関連調査では水泥遺跡と南高井遺跡で土坑、溝、自然流路、掘立柱建物、水田址などの生産

遺構がみつかつており、小野川から悪社川の間、及び内川から南側の地域では古代において水田耕作

や畑耕作などをおこなう生産域として土地利用されていたものと考えられる。

④中 世
中世の遺構は水泥遺跡 5。 6・ 7次調査で溝、土坑、柱穴、抗列、自然流路、水田址を検出した。水

泥・南高井線関連調査ではほぼ全域で溝、土坑、自然流路、水田址及び畑址が検出されており、中世

段階には広い範囲で生産域であつたものと考えられる。特に 7次調査では畦畔を検出した。畦畔は粘
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性上を上手状に貼 り付けて盛土にして築かれており、周辺の上壌より硬く絞まった土壌であった。畦

畔は検出長 3～ 8mを測り、水田形状は方形を呈し、一辺 3.5m規模を測 り、当該期の水田形状と規

模を知る貴重な手がかりを得ることができた。

⑤近 世
近世の遺構は調査地全域で溝、土坑、柱穴、自然流路及び水田址を検出した。中世から続いて生産

域として土地利用されていたものと考えられる。4次調査では水田址を検出し、水田内からは土人形

が割れた状態でまとまって出土した。これは近世の水田や畑などの農耕に関係する祭祀と考えられ、

非常に興味深いものである。

まとめ
今回の調査では、古墳時代から近世までの遺構や遺物を確認した。今回の調査成果は水泥 。南高井

線関連調査の成果に追記する資料である。また、水泥・南高井線関連調査の成果と合わせて広い範囲

の旧地形復元が可能になり、水泥地区における各時代の土地の成り立ちがわかった。

調査では、主に中近世の水田址や畑址などの生産遺構を検出した。7次調査では畦畔を検出し、形状

や規模を知る手がかりを得たが、その一方で水口などの施設は検出されていないため、これらの解明

には課題を残す結果となった。
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写真図版データ

1.遺構は、主な状況については、4× 5判や6× 7判の白黒ネガフィルム・カラーリバーサルフィルム
で撮影し、35alm判で補足している。一部の撮影には高所作業車を使用した。

使用機材 :

カメラ   トヨフイールド45A      レンズ スーパーァンギュロン90mm他
アサヒペンタックス67         ペンタックス67 55mm他
ニコンニューFM2          ズームニッコール28～85mal他

フイルム  白 黒 ネオパンSS・ アクロス
カラー アステイア100F

2.遺物は、4× 5判で撮影した。すべて白黒フィルムで撮影している。
使用機材 :

カメラ   トヨビュー45G
レンズ   ジンマーS24011m F5.6他
ス トロボ  コメット/CA32・ CB2400
スタンド等 トヨ無影撮影台・ウエイトスタンド101
フィルム  ネオパンアクロス

3.単色図版は、白黒プリントを等倍で使用できるように焼き付けている。
使用機材 :

引伸機   ラッキー45MD。 90MS
レンズ   エル・ニソコール135mm F56A・ 50Hlm F2.8N
印画紙   イルフォードマルチグレードIV RCペーパー

4.製版    写真図版175線
印刷    オフセット印用1
用紙    マットコート 76.5kg

【参考】『埋文写真研究』vol.1～ 19『報告書制作ガイド』

[大西朋子]



水泥遺跡 4次調査

図
版
　
１

1.調査前全景 (北西より)

2.lA区遺構完掘状況 (第Ⅱ①層上面)(東より)



水泥遺跡 4次調査

図
版
　
２
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4群
1.lA区畦畔検出状況 (第Ⅱ⑥層上面)(西より)

2.lB区遺構完掘状況 (南西より)



水泥遺跡 4次調査

図
版
　
３

1.lD区遺構検出状況 (第Ⅱ⑥層上面)(東より)

2.lD区遺構完掘状況 (第Ⅱ⑥層上面)(西より)



水泥遣I弥 4次 ll令
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SD201完掘状況 (北東より)

1 2A区遺構完掘状況 (1)(東 よ
'り

)



水泥遺跡 4次調査

図
版
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1.2A区遺構完掘状況 (2)(東 より)
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2.SR201完掘状況 (西より)



水)と追跡 4次訓杏

図
版
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1 2A区遺物出土状況 (1)(北 より)
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2 2A区遺物出土状況 (2)(北 より)



水泥追跡 4次調査

図
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1 2A区北壁土層 (南より)

2.2B区遺構検出状況 (東より)
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水泥遣跡 4次調査
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1 2B区遺構完掘状況 (東よ
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水泥遺跡 4次調査

図
版
　
９

1.SD202・ 203完掘状況 (西より)

2.2D区遺構検出状況 (東より)



水泥遺跡 4次調査

図
版
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1.2D区遺構完掘状況 (北東より)

2.2D区畦畔検出状況 (東より)



水泥遺跡 4次調査

図
版
　
１１

1.2E区遺構検出状況 (西より)

2E区鋤址完掘状況 (東より)



図
版
　
１２

水泥遺跡 4次調査

15

出土遺物 (SR201:2・ 3、 第Ⅱ④層(1):4・ 6・ 7・ 11

13

1. ・13・ 15'18)



水泥遺跡 4次調査

図
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1. 出土遺物 (第Ⅱ④層(2):29。 30・ 35～ 37、
60～ 63・ 65・ 67)



水泥遺跡 5次調査

1.調査前全景 (北西より)

調査地全景 。遺構完掘状況 (北西より)



水泥追跡 5次調査

図
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１５

1 lA区遺構完掘状況 (東より)

2 SD101完 掘状況 (東より)



水泥遺跡 5次調査
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1.lD区遺構完掘状況 (1回 目)(西より)
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(2回 目)(北東より)



水泥遺跡 5次訓査
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2 2A区遺構検出状況 (西より)


